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序 に 代 え て

社 会,経 済 の 発 展 に と も な い,各 種 情 報 の 蓄 積 三加 工 ・供 給 を 有 機 的 か つ 効 果

的 に 行 な う方 法 と し て,と くに コ ン ピ ュ ー タ に よ る 情 報 処 理 の 役 割 りの 重 要 性 が

認 識 され て お り ま す 。

ま た,最 近 は 情 報 社 会 へ の 指 向 と あ い ま っ て 情 報 処 理 分 野 の 拡 大 と と も に,そ

の 高 度 化 の 方 向 が 検 討 さ れ つ つ あ り,大 き な 発 展 期 を 迎 え て い る と い え ます 。

し か し,こ の よ うな 情 勢 に お い て,情 報 処 理 お よ び 情 報 処 理 産 業 の 前 途 に は.

そ の 発 展 の 要 件 お よび これ が 他 産 業 に 与 え る 影 響 と い った わ が国 経 済 の 動 向 に 関

連 す る 諸 問 題 を 始 め情 報 処 理 方 式,ハ ー ド ウ ェア お よ び ソ フ ト ウ ェ ア の 技 術,各

種 の 標 準 化,情 報 処 理 技 術 者 の 養 成 な ど,解 決 を要 す る幾 多 の課 題 が あ り ます 。

当 財 団 は 情 報 処 理 に 関 す る これ ら 諸 問 題 解 決 の た め 各 種 の 事 業 を 実 施 し て お り

ます が,こ の 報 告書 は そ の 一 環 と し て 特 許 情 報 処 理 に 関 す る基 礎 的 研 究 を 行 な う

た め,㈱ 特 許 デ イ タ セ ン タ ー に 委 託 し た も の の 一 部 で,特 許 情 報 の 機 械 検 索 サ ー

ビス に 対 す る 需 要 な ら び に サ ー ビス の 内 容 に 対 す る希 望 な ど に つ い て,官 公 庁,

大 学,学 会,企 業1そ の 他,約2,000組 織 に 対 し て 行 な っ た 「特 許 情 報 管 理 に

関 す る ア ン ケ ー ト調 査 」 の 集 計 結 果 を と りま とめ た も の で あ り ます 。

な お,こ の 事 業 は,日 本 自 転 車 振 興 会 の 機 械 工 業 振 興 資 金 に よ る 「昭 和44年

度 情 報 処 理 に 関 す る調 査 研 究 補 助 事 業 」 の う ち,「 特 許 情 報 関 係 に 関 す る調 査 研

究 」 と して 実 施 し た も の で あ り ます 。

こ ふ に本 調 査,研 究 に ご尽 力 な ら び に ご支 援 を 賜 っ た 関 係 各 位 に 心 よ り感 謝 の

意 を 表 し ます と と も に,本 報 告 が 各 方 面 に 利 用 さ れ,わ が 国 情 報 処 理 産 業 発 展 の

一 助 と し て 寄 与 で き ま す よ う念 願 い た す 次 第 で あ り ます 。

昭 和45年3月

財団法人 日本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾



委 員 長

委 員

機械検索システム開発研究委員会

需 要 調 査 小 委 員 会

今 堀 菊 治

浅 川 澄 江

川 島 順

木 川 淳

固 武 竜 雄

篠 崎 郁 三

鈴 木 義 昭

能 條 佑 敬

吉 村 甲 二

若 曾 根 和 之

〔委員名は50音 別)

〔敬称略)

東 京 芝 浦 電 気 株 式 会 社

社団法人 発 明 協 会

株式会社 特許 デ イ タセ ンタ ー

松 下 電 器 産 業 株 式 会 社

第 一 製 薬 株 式 会 社

三 菱 化 成 工 業 株 式 会 社

財団法人 日本情報処理開発センター

特 許 庁

日 本 鋼 管 株 式 会 社

通 商 産 業 省



.い

,

目 次

1は じめ に

皿 調 査 の概要

1,調 査内容の概要

2.

1

調 査 方 法

2.1

2.2

2.5

2.4

5.調 査 結 果

5.1

3.2

調査時期

調 査 法

調査対象組織

付記事項

回収概要

集計方法

7

7

7

8

8

9

10

10

10

皿 組織 内 にお け る特 許 の た めの特 別 の管 理 組織 につ い て(昭 和44年12月 現 在)

1.

2.

5.

まえ が き

調査結果 の概要

各回答の分析

5.1

3.2

3.5

特許管理組織の有無について

特許管理組織の規模について

特許管理組織がない場合の特許管理の方策について

W特 許.実 用新 案 の 出願 件 数 について(昭 和44年1月 ～12月 出 願 の うち)

1.

2.

3.

まえ がき

15

15

16

16

18

22

調査 結果 の概要

各回答 の分析

3.1

3.2

日本への出願件数について

外国への出願件数について

25

25

25

25

31



V特 許.実 用 新 案 に つ い て の 調 査 の 現 状

1.総 論

2.各 論

2.1調 査 実施の有無

2.2調 査 目的

2.3調 査 の際の外部機関の利用

2.4自 恕 織内で調査を行な う場合 の使用資料

2.5調 査 に利用 した外部 資料は どこのものか

2.6

2.7不 満 の理由

2.8特 許 調査を本務 とする人員

2.9調 査 を外部に委託した場合 の経費

調査を外部へ委託したときの調査結果に対する感想

2,10特 許 情報 の機械検索

2.11機 械検索 システ ムの開発

2.12特 許 の機械検索を行な わない理由

2.13一 般 技術文献 の機械検索

35

36

56

58

40

44

45

47

48

51

52

53

55

57

58

W特 許情 報 の検索 サ ー ビス につ い て

1.総

2,各

2.1

2.2

2.ろ

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

2.9

論

論

検索に電子計算機使用の可否

電子計算機利用を可とする理由

新設機関への期待度

インブ ヅトすべき資料 の希望国名

インプットすべき資料の最小限の年代範囲

電子計算機を用いるべきでないとする意見

調査依頼の目的

新設機関の検索システムの検索の質について

新設機関の検索システムにょる検索の回答内容に要求される事項

2.10機 関 の利用回数

61

62

62

64

64

66

68

69

70

71

74

76



2.11継 続 調査サ ービスにっ いて

2,12調 査 機関の利 用方法について

2.13オ ンライン ・システム開発後の端末機設置

2.14本 機 関の検索サービス以外 のサービスについて

3.結 語

78

79

82

85

86

V皿 む す び
89

附属資料1.特 許情報管理に関する調査表

2.全 上集計表





1.は じ め に





近 年 特 許 情 報 の 能 率 的 な 管 理 が 非 常 に 困 難 と な っ て い る 。

これ は 「発 明 者 に新 技 術 を 公 開 さ せ,そ の 代 償 と し て一 定 の 期 間,そ の 技 術 の

独 占 権 を 発 明 者 に 認 め,そ の 見 込 ま れ る 独 占利 潤 に よ っ て 技 術 開 発 へ の 意 欲を 起

こ さ せ る」 とす る特 許 制 度 が 持 つ特 異 な 性 格 に よ る も の で あ る 。

す な わ ち,特 許 情 報 は 「技 術 を 表 わ す 情 報 」 で あ る と と も に 「独 占権 の 範 囲 を

示 す 権 利 情 報 」 で あ る とい う二 面 性 を も つ て い る か ら で あ る。

そ し て,特 許 情 報 を 技 術 情 報 と し て み た 場 合 は,次 に 述 べ る よ うな.二 つ の顕 著

な 特 徴 が あ る 。

そ の 第1は,情 報 の 質h:"粒 ぞ ろ い"で あ る こ と。 こ れ は 特 許 情 報 が 独 占 権 を

与 え る に 充 分 な 新 技 術 で あ る か ど うか,か つ,第 三 者 が そ の 新 技 術 内 容 を 容 易 に

理 解 で き る よ う具 体 的 か つ 詳 細 に 記 載 し た 申請 〔出願)で あ る か を 審 査 済 で あ る

こ とKよ る が,ま た,情 報 と し て 様 式,形 式 が 一 定 の形 に整 え ら れ て お り 〔特 許

明 細 書 は,法 律 に よっ て 様 式 が 定 め ら れ て い る) .,そ の う え 特 許 分 類 に よ って 分

類 整 理 さ れ て い る .(特 許 分 類 は,UDCな ど よりも 詳 細 な 分 類 体 系 で あ り,最 近 は 国

際 特 許 分 類 に よ っ て 各 国 特 許 明 細 書 に 付 さ れ て い る特 許 分 類 が 統 一 さ れ つ つ あ る)

こ と に よ る 。

第2に 特許情 報 が 常 に"古 くて 新 しL;情 報"を 提 供 し て い る こ と で あ る 。 つ ま り,

こ れ は,特 許 権 が 単 に10年 以 上 の 長 期 間 に わ た っ て 存 続 す る とい う理 由 だ け に

基 づ くの で は な い 。 発 明 の 新 規 性 調 査 機 関 と し て有 名 な1.1.B(国 際 特 許 協 会:

オ ラ ン ダ)の 調 査 に よ る と,発 明 の 先 行 技 術 情 報 源 の 年 代 別 分 布 は,図1-1に

示 す よ うに,決 して 数 年 と い う最 近 の も の だ け で は な く,か な り年 代 の 古 い と こ

ろ に も広 く分 布 して い る こ と が わ か る 。 こ の こ とは,「 長 年 月 に わ た って 蓄 積 し

て,は じめ て 真 の 威 力 を 発 揮 す る」 特 許 情 報 の 特 徴 を 示 す も の で あ る。

こ の よ うな,"粒 ぞ ろ い"の 特 許 情 報 を 効 率 的 に 活 用 す る に は.一 定 量 以 上 の

特 許 情 報 の 処 理 が 必 要 と な るが,そ の 量 は,い っ・た い ど の 位 あ る の で あ ろ うか 。

これ を 特 許 情 報 の 中 で も 代 表 的 な 公式 記 録 情 報 で あ る 特 許 明細 書 に つ い て み る と

次 の よ うに な る 。 す な わ ち,世 界 で 特 許 制 度 を 採 っ て い る 国 は,110カ 国 以 上

あ る が,こ れ ら の 国 で毎 年 発 行 さ れ る特 許 明 細 書 は,約70万 件 に な る と推 定 さ

れ る。 そ の 中 で も,と く に 特 許 情 報 と し て 利 用 価 値 の 高 い 日,米,英,西 独,仏,

ソ 連,ス イ ス な ど7カ 国 の 特 許 明 細 書 は,約30万 件 に も達 す る 。 そ し て,こ れ

一"1一
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ら の 国 で 発 行 さ れ る 特 許 明 細 書 は,図1-2に 示 す よ うに'毎 年 指 数 ・関数 的 に

増 加 し,累 積 数 で 日本 特 許,実 用 新 案 公 報 はv－ 約120万 件,さ き に述 べ た 主 要

外 国 特 許 明細 は,約700万 件 に も 達 し.そ の数 は,aO年 で 倍 増 す る こ と が 予

想 さ れ る 。

ま た,こ の よ うな 量 的 増 加 に 加 え て,特 許 情 報 の内 容 は ・高 度 化'複 雑 化 し て

い る。 こ こ で,こ の 傾 向 を 適 確 に示 す デ ー タ に 乏 し い が,た と え ば,日 本 特 許 公

報 の 平 均 真 数 が5年 で 倍 増 す る 傾 向 お よ び 発 明 の ラ イフ ・サ イ ク ル の 短 縮 化 な ど

が,こ の 傾 向 を 示 し て い る の では な か ろ うか ・

20

25

年

来
満

15

20

年

未

満

/
25年 以 上

20%

情報 源 の

年代別分布

影爆
図1-1先 行技術情報源の年代別分布

第7回ICIREPAT総 会 〔1967)に おけるIIB

の 発表 にょる

一2一
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表1-1 情 報 の 利 用 巨 的
企業615社 〔%)

情 報
学 術研 究 生産技術 特 許 規 格

基 礎 研 究 32 14一 一

開 発 研 究 49 62 69 10

事 業 企 画 一 55 28 10

操 業 一 38 6 18

〔組合せのうち重要と思われるものを4つ 選ぶ)

工業技術院 「企業にける技術情報の利用実態調査 〔昭和45年)」 に

よる

製品を輸出するさいの相手国の接触権利の調査

製品を輸入するにあたっての国内権利の調査

実施契約のさいの調査

自分の職業や専門 〔調査対象1,052人)

に関係のある権刃 研究開発を

をチェックす8% するに当っての

るため 資糠/

新製品を出すに26%「

鐘 ダ 嘘:ノ
2 ・1'%

14%警 調査

L異 議 申立 ,審 判を請求

す るための資料 収集

図1-5閲 覧 の 目的(特 許,実 用新案)

特 許庁 「特許庁 資料館における特許資料 の利用状況ア ンケー ト調査

について 〔昭和45年)」 による
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表1-2 科学技術庁 「科学技術研究者等の情報利用の実態に関する

基礎調査(昭 和43年)」 による

情 報 不足 の ため

重 複 研 究 を した

調査 対 象 者の 他人の研究成果の
不知のため研究遅
延等を招いた経験

経 験 のあ る者 所 属 機 関 のある者

47% 合 計 45%(
(

調査対象46
人 員

大 学 等 42叉 査対誓

49 民 間 企 業 等 48

物 化

理 学45

998人1686人

国 立 試 験
研 究 磯 間 等

物 化
58理 学

987入1る88人
) )

※ 本表から表1-5「 特許の規模」をみると重複研究が及ぼす影

響が うかがえる

表1-5 「特 許 の 規 模 」

出願特許1件 当りの
研究開発費(百万円)

登録特許1件 当りの
研究開発費(百万円)

全 体 8.8 32.1

農 林 ・水産 業

鉱 業

建 設 業

製 造 業

食 品 工.業

繊 維 工 業

木林木製品工業
バルブ ・紙工業

出版 ・印 刷 業

化 学 工 業
石油製品 ・石炭
製 品 工 業
ゴム製 品 工業

窯 業

鉄 鋼 業

非 鉄 金 属 工業

金 属製 品 工業

機 械 工 業

電 気機械 工業

輸送用機械工業

精 密機 械 工業

そ の他 の工業

運輸通信公益業1

1Z4

1ZO

1ス6

8.8

61

5.0

14.8

]1.2

8.2

46.2

8.6

8.9

1α5

4.3

5.9

4.8

90

20.8

5.2

ス1

64.4

55.8

6916

726

24.7

1Z6

328

66.9

66.0

25.1

148.0

556

50.6
1-

58.0

5.0

10.8

15.5

35.3

アZO

14.1

24.2

268.0

〔科学技術庁 「企業 の研究活動 に関する調査 〔昭和43年)」 による)

一5一



で は 次 に.こ の よ う な 特 異 な 性 格 、特 徴 を もつ 特 許 情 報 が ・現 実 に ど の よ う な

目的 に 使 われ て い る か を み て み る と.工 業 技 術 院 の 「企 業 に お け る 技 術 情 報 の 利

用 実 態 調 査 」(表1-1)に よ れ ば 基 礎 研 究.開 発 研 究.事 業 企 画.操 業 に と他

の 技 術 情 報 よ り も 多 目的 に 利 用 さ れ て い る 。 ま た ・特 許 庁 の 調 査 〔図1-5)に

よ って も多 目的 に 使 わ れ て い る こ とが わ か る 。

以 上 の よ うに.特 許 情 報 の 内 容 は.膨 大 か つ 高 度 化 ・複 雑 化 し ・利 用 に あ た っ

ては 多 目 的 に 使 わ れ る た め に,能 率 的 管 理 は 大 変 困 難 な もの と な っ て い る 。 こ の

結 果 は 重 複 研 究 な ど と し て 表1-2の よ う に 表 わ れ る が ・これ の 影 響(表1-5

参 照)を 考 え れ ば.早 急 に 特 許 情 報 管 理 に っ い て の現 状 打 開 策 が 求 め ら れ る の で

あ る。

本 調 査 報 告 書 は 特 許 情 報 が 行 政.教 育.研 究 あ る い は経 営 の た め に 有 効 に 利 用

で き る よ う.ま た 特 許 制 度 が 期 待 す る 動 的 特 許 管 理(情 報 の 収 集 ・分 析 ・発 明 の

誘 起.育 成.他 部 門 へ の 援 助.権 利 代.権 利 を 活 用 し て の 活 動)が 行 な え る よ う

な 方 策 を 確 立 す べ く 「特 許 情 報 管 理 に 関 す る 調 査 」 と題 し特 許 に 関連 が あ る と 思

わ れ る 組 織 に 対 し て.特 許 情 報 の 有 効 利 用 を は か る た め に.組 織 内 に お け る 特 許

情 報 の実 態 と将 来 の 特 許 情 報 の あ り方 を 把 握 し.特 許 情 報 管 理 の 研 究 の 基 礎 資 料

を 得 る こ と を 目 的 と し て 昭 和45年1月.「 機 械 検 索 シス テ ム 開 発 研 究 委 員 会 」

の 「需 要 調 査 小 委 員 会 」 で 調 査 し た もの で あ り ま す 。
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II.調 査 の 概 要





1.調 査 内 容 の 概 要

調 査 項 目お よ び 内 容 は 附 属 資 料1の と お りで あ るが 要 約 す れ ば 次 の と お りで

あ る 。

川 回 答組 織 の 名称,所 在 地,資 本 金,従 業員数,記 入 者 の所 属部 課 名,役 職

名,氏 名 お よび電 話 番号

企 業 の場 合 は 業種 も

資 本金,従 業 員数 と他項 目 との関連 等 を知 るため 。

(2)特 許 管 理 組織 の有無 と規模

組 織 に おけ る特 許 管理 に対 す る体 制 の調査

(3}特 許 ・実 用 新案 の 出願 件数

出願 件数 と他 項 と の関 連 をみ る

(4)特 許 ・実 用 新 案 につ い て の 調 査 の 現 状

調 査 の 目的.方 法,規 模 な ど に つ い て の実 情 を 知 る

(5)特 許 ・実 用 新 案 の情 報 処 理 につ い て の 意 見

民 法 上 の公 益 法 人 の よ うな 公 益 性,中 立 性 を もつ 特 許 の 情 報 サ ー ビ ス 機 関

が 新 設 さ れ る と し て,そ こ か ら の サ ー ビス を希 望 す る国 の 名 前 や サ ー ビス の

方 法 に つ い て 質 問

2.調 査 方法

21調 査 方 法

昭 和45年1月6日 に 依 頼 状 お よび 調 査 票 を 発 送 ,1、 月31日 を 回 答 の 〆

切 り と し た 。

r=7一



2.2調 査 法

郵 送 法 に よ る

2.3調 査 対 象 組織(注1)

官公 庁,政 府 関 係

大 学 〔公.私 立)

学 術 団 体

企 業

中 小 企 業

外 国企 業 日本 支 社

弁 理 士 会

89

93

111

1,395

267

51

1

計1,985

〔注1)調 査 対 象 組 織 の抽 出 に っ い て

各 種 名 鑑 に よ り特 許 制 度 に 多 大 の 関 心 を 持 っ て い る と 考 え ら れ る

組 織 を 広 範 囲 か ら 有 意 抽 出 し た 。

抽 出 に あ た っ て 一 応 目安 と し た 基 準 を 例 示 す る と 次 の とお りで あ

る 。

〔官 公 庁,政 府 関 係 機 関 〕

都 道 府 県 は 全 数 調 査,そ の 他 は 有 意 に抽 出

〔大 学 〕

4年 制 の 大 学 で 理 工 系 学 部 を 有 し,そ の 学 生 数 が300人 を こ

え る も の,お よ び 附 属 理 工 系 研 究 所

〔新 聞'通 信 社 〕

資 本 金300万 円 以 上,従 業 員30人 以 上 の 理 工 系 の ニ ュ ー ス

を 扱 っ て い る と 思 わ れ る と こ ろ を 抽 出,な お,理 工 系 ニ ュー ス を

扱 っ て い な い と ころ は 資本 金1億 円以 上

〔放 送 局 〕

資 本 金1億 円以 上 の 放 送 局

〔学 術 団 体 〕

特 許 法30条1項 指 定 団 体
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〔企 業 〕

全 国 八 市 場 〔東 京,大 阪,名 古 屋,福 岡,広 島,京 都,新 潟,

札 幌)の 二部 以 上 上 場 の 製 造 業,電 力,ガ ス,銀 行,証 券 な ど の

企 業 を 抽 出

〔中 小 企 業 〕

前 述 の 企 業 に含 ま れ な い 資 本 金300万 円 以 上 で 従 業 員 ろ0人

以 上 の接 着 剤,靴 下,農 業 用 機 械,毛 織 物,織 布,自 動 車 部 品,

工 作機 械 工業 の中小 企 業 を抽 出

〔外国 企 業 日本 支社 〕

日本 に支 社 を持ち,住 所 が 明 らか な製 造 業 の 外国 企業

〔弁 理 士 〕

各 弁 理 士事 務 所 の抽 出 が 困難 で あ る こ とな ど に よ り弁 理 士 会1

本 に した

2.4付 記 事 項

(1}特 許 情 報 は 外 国 の 企 業 に と っ て も興 味 あ る も の と思 わ れ るが,今 回 の 調

査 で は 外 国 企 業 に 対 し て は 日 本 に 支 店 な ど の 窓 口 が あ り所 在 地 が わ か る も

の の み と し た。

(2)官 公 庁,企 業 な ど の研 究 所 類 に 対 し,調 査 す べ き と 考 え ら れ た が 今 回 は

除 外 し た 。

(3)中 小 企 業 は 特 許 情 報 に対 し.蜘 ・関 心 を もっ と 考 え た が,_部 に 限 定 し

た 。

宛 先 台 帳 の 作 成 が 困 難 な ど の事 情 に よ る 。

(4)弁 理 士 に 対 し て,他 の 謎 査 先 と は 特 許 情 報 の利 用 形 態 が 違 う こ と と,弁

理 士 事 務 所 単 位 の 調 査 が 困 難 な た め,今 回 は 弁 理 士 会 か ら の意 見 を 得 る に

と ど め た 。

以 上 の と お り.今 回 の 読 査 対 象 の 抽 出 は 有 意 的 で は あ る も の の,そ の 範 囲

は 可 能 な か ぎ り 広 く と る よ う努 力 し た 。

し か し,中 小 企 業 の 一 部 業 種 〔電 気)な どが 対 象 外 と な った の で,今 後 の
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同 種 調 査 に お い て 特 に 考 慮 され る こ と を 念 願 す る と と も に,当 報 告 書 内容 を

分 析 さ れ る 場 合 は,こ の こ と を 配 慮 さ れ た い 。

3.調 査 結 果

3.1回 収 概 要

調 査 対 象 の 抽 出 に あ た つ て は ・特 許 制 度 に 多 大 の 関 心 を 持 っ て い る組 織 を

可 能 な 限 り抽 出 す る と の 方 針 で 作 業 し た た め広 範 囲 で 大 量 な 調 査 と な っ た 。

そ の た め 回 収 数 は 他 例 か ら30%以 内 と 予 想 し て い た が,結 果 は 表 五一5-1

の と お り予 想 を うわ ま わ る39%の 有 効 回 収 率 とな った 。

調 査 回 答 者 の 総括 指 標 間 の 内 訳 で,業 種 と従 業 員 の 関 係 は 表U-5-2に ・

資 本 金 と 業 種 の 関 係 は 表ll-3-3に.資 本 金 と従 業 員 の 関 係 は 表ll-5-4に

示 した 。 地 方 別 の 回 収 状 況 は 表ll-5-5と 表 卜3-6の と お り で あ る 。

3.2集 計 方 法

ω 回 収 した 調 査 表 は パ ンチ カ ー ドイヒし,カ ー ド ・セ レ ク タ ー に か け て 集 計

した 。

(2)本 報 告 で は,得 ら れ たデ ー タ を,特 許 情 報 管 理 の 研 究 の た め の一 般 的 基

礎 資 料 を 得 る た め に必 要 な 程 度 に別 表 に と り ま とめ た 〔附 属 資 料2).

(3)集 計 表(本 文 中 に 用 い ら れ る 集 計 表 も含 む)の 数 は,特 記 し て あ る場 合

を 除 き 各 質 問 の 有 効 回 答数 を 示 し,百 分 率 で あ ら わ し た 数 で は1な い 。

(4)集 計 は,業 種 別,資 本 金 別 に 分 け て 行 な った 。

業 種 別 集 計 は 企 業 と 官 公 庁 等 と に 二 区 分 し た 。 企 業 は さ ら に 六 区 分 に 細

分 化 を 計 った 。 し た が っ て,集 計 表 の 官 公 庁 等 の数 に は 企 業 以 外 の 大 学 や

学 術 団 体 の数 も含 ま れ て い る 。

また 資本 金 別 に 集 計 す る 場 合,企 業 以 外 で も 資 本 金 を も つ て い る と こ ろ

(公 共 企 業 体)は,資 本 金 あ り と し て 集 計 し た 。 で あ るか ら 資 本 金 な し の

項 の数 が 業 種 別 の項 の 数 と は 同 一 に は な ら な い 。
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表 亙一3-1 ア ン ケ ー ト回 収 結 果

アンケー ト組 織 区 分
発 送 件 数 回 収 件 数

回収件数率
(%) 有効回答件数

有効回答率
〔%)

官公庁,政 府関係機関89 38 42.7 55 593

政府関係機関27 12 444 可2 44.4

公益法人による試験研究機関16 9
9565

9 56.3

都 道 府 県46 17 369 14 30.4

大 学93 21 22.6 19 20.4

学 術 団体111 59 55.1 51 2Z9

(特 許 法30条 通 用)

企 業1,395 632 455 602 43.2

水 産6 5 85.5 5 83.3

食 料 品89 35 59[3 35 3Z1

繊 種84 54 40.5 33 395

パ ル プ,製 紙35 13 3z1 13 3z1

化 学 工 業196 102 520 99 50.5

ガラス.土 石製品63 32 5α8 29 46.0

鉱i業21 2 95 2 95

建 設95 28 295 28 2～15

機 械159 82 51.6 82 51.6

輸 送 用 機 器74 36 48.6 33 44.6

精 密 機 器32 17 53.1 17 55.1

鉄 鋼163 69 42.5 67 41.1

電 気.機 器134 82 6t2 77 5Z5

その他の製造業40 19 4Z5 16 40.0

金 融 業78 22 282 19 24.4

電 力.ガ ス18 11 61.1 9 5α0

新 聞47 10 21.3 8 1ZO

放 送59 33 55.9 32 54.2

中小 企 業267 79 296 79 296

化 学.接 着 剤51 16 31.4 16 31.4

靴 下24 4 167 4 167

毛 蔵 物12 1 8.る 1 8.3

織 物25 3 120 3 120

農 業 用 機 械31 11 35.5 11 35.5

自動 車 部 品92 36 391 36 391

工作機 械 工業24 5 20.8 5 20.8

超 硬 工 具8 5 575 3 3Z5

外国企業 ・日本支社31 9 290 7 226

弁理 士会1 1 100.0 1 100.0

業 種 不 明 4 4

合 計1,987 823〔 注1) 41.4 778、 392

(注1)こ の数 と有効回答件数 との差の45の 内訳 は白紙回答が14、 〆切 り後の

口答が51で あ る
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表 孤一5-2調 査 回答者 の内訳 表の1〔 業種 ←→従業員)

合 計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス その他 官公庁等

100人 未 満 15 7 5 0 0 5 0 一

100人 以上 261 88 96 15 30 51 1 一

1,000人 以 上 291 105 97 47 27 11 4 一

5,000人 以 上 60 25 17 7 5 , 8 0 一

10,000人 以 上 25 7 4 4 5 7 0 一

2α000人 以上 21 4 6 6 4 1 0 一

不 明 105 4 6 0 0 4 0 91
.

合 計 778 238 251 79 69165 5 911

表 ロー-3-5'調 査 回答者 の内訳'表 の2(資 本 金 ←→ 業種)

合 計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビス その他 官公庁等

1億 円 未 満 53 19 26 0 3 1 0 4

1億 円 以 上 264 71 93 52 50 35 1 2

10億 円 以 上 255 99 86 36 20 7 4 5

50億 円 以 上 51 26 9 2 6 5 0 5

100億 円以上 27 10 8 2 4 5 0 0

200億 円以上 45 10 5 7 6 12 0 5

'不 明 83 3 4 0 0 2 0 74

合 計 778 251 258 79 69 65 5 91

表ll-5-4調 査 回答者 の内訳 表 の5(資 本金 ←→ 従業員)

合 計 1コ 入未 満 100人 以上
1,000人

以 上

5,000人

以'上

10,000

人 以(上

20,000

人 以 上
不 明

資 本 金 な し 69 27 5 1 3 1 0 52

1億 円 未 満 53 16 36 0 0 0 0 1

1億 円 以 上 264 2 193 66 2 0 0 1

10億 円 以 上 255 0 34 192 22 2 o 5

50億 円 以 上 51 0 2 26 20 1 2 0

100億 円以上 27 0 0 6 9 8 5 1

200億 円以上 45 0 2 3 7 13 18 2

不 明 14 5 0 2 0 0 1 8

合 計 778 48 272 296 63 25 24 5・1
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表]-3-5地 方 別資本金別回収状況

計 資本金
ナ シ

1億 円
未 満

1億 円
以 止

10億 円

以 上

50億 円

以 上

100億 円

以 上

200億 円

以 上
不 明

北海道 7 3 0 4 0 0 0 0 0

東 北 11 3 0 7 0 0 0 1 0

関 東 429〔347) 59(33) 20〔11) 126〔94) 154〔127) 37(36) 21〔18) 26〔25) 6(6)

中 部 107 9 15 40 36 2 1 3 1

近 畿 176 8 15 65 58 11 5 11 5

中 国 17 3 1 7 4 0 0 2 0

四 国 11 2 5 4 0 0 0 1 1

九 州 18 2 0 11 3 1 0 1 0

不 明 2 一 1 一 一 一 一 一 1

巨 計 778
1

69 55」264
1
255| 51 127145 141

」

O内 は東京

表ll-3-6地 方 別業種別回収状況

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビス ..そ の 他 官公庄笠
北海道 7 0 0 0 0 4 0 ろ

東 北 11 0 0 0 2 6 0 3

関 東 429〔547) 157〔124) 125【89) 59〔44) 31〔24) 16(15) 4〔5) 57〔50)

中 部 107 27 45 6 6 13 0 10

近 畿 176 61 5ろ 12 28 11 1 10

中 国 17 6 5 0 1 7 0 5
■

四 国 ]1 4 2 0 0 3 o 2

九 州 18 3 2 2 1 8 0 2

不 明1 2 一 1 一 一 一 一 1

合 計778
-_}

2581
1

251
1

79169
!t

65 5!
1

91

〔)内 は東京
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III.組 織 内におけ る特許の

ための特別の管理組織

につ い て



「

有



1.ま え が き

特 許 情 報 管 理 の 実 状 を み る には,ま ず そ の 基 礎 と な る 特 許 管 理 組 織 の実 態 が

ど の よ うで あ るか を み る 必 要 が あ る。 そ こ で こ の 項 で は.組 織 内 に お け る 特 許

管理 組 織 に う い て 調 査 す る こ とを 目的 と し て い る 。

具 体 的 に は.特 許 管理 を い か に 行 な っ て い る か を 質 問 し.そ の 結 果 を 分 析 し

た 。

2.調 査 結 果 の概 要

(1)ア ン ケ ー ト回 答 総 数778の65%に あ た る502・ 官 公 庁 ・大 学 ぞ学 術

団 体 な ど 〔以 下 官 公 庁 等 と 云 う)以 外 の 企 業 の み に つ い て は,ア ン ケ ー ト回

答 数687の69%Uaあ た る476〔 ア ン ケ ー ト回 答 総 数778Va対 し て は

61%)が 特 許 管 理 組 織 を 有 す る む ね 回 答 し て い る 。

工 業 所 有 権 に 関 し て 会 員 相 互 の 連 絡 協 調 な ど を 図 る こ と を 目的 と す る 日 本

特 許 協 会 の 加 入 会 社 数 は 約300あ り,こ の ほ か に 特 許 管 理 組 織 を も っ て い

る 企 業 が こ の300の 約20%に 相 当 す る60程 度 が あ る と予 想 し て い た 。

し か し,ア ン ケ ー トの回 答 結 果 は476で,予 想 数 よ り も116多 く'し

か も ア ンケ ー ト無 回 答 組 織 お よび 今 回 の ア ン ケ ー トの 対 象 外 に も特 許 管 理 組

織 を 有 す る こ と が 予 想 さ れ る の で,こ の476は さ ら に増 加 し ・企 業 の特 許

管 理 ,に対 す る関 心 度 が 高 い こ と が わ か る 。

(2)「 特 許 管理 組 織 が な い 」 と回 答 した の は,ア ン ケ ー ト回 答 総 数778の'54

%に あ1た る263,企 業 の み を み る と ア ン ケ ー ト回 答 数687の3'0%に あ

た る208〔 ア ン ケ ー ト回 答 総 数778に 対 し て は27%)で あ る 。

し か し,こ の 数 が,そ の ま ふ特 許 管 理 に 対 す る 無 関 心 さ を 示 す も の で は な
　

い こ と を 回 答 は 示 し て い る 。

す な わ ち,組 織 と し て 「特 許 とは 関係 が な い 」 と 回 答 し た の は,特 許 管 理

組 織 が な い と 回 答 し た265の14%に あ た る56(全 体 の5%)'企 業 の

み を み る と,特 許 管 理 組 織 が な い と回 答 し た208の12%に あ た る24

〔全 体 の5%)で,あ と の組 織 は,「 別 の 部 課 で 処理 す る 」 も し くは 「専 門
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の 部 課 は な い が 問 題 が 発 生 した つ ど 処 理 を す る 」 な ど
,な ん ら か の 形 で 特 許

管 理 を 行 な っ て い るこ と が わ か る 。

(3)特 許 管理 組 織 を 有 す る と 回 答 し た 組 織502に つ い て ,そ の 規 模 を み る と,

1～5人 が72%を し め,15人 以 内 で90%以 上 と 大 部 分 を し め て い る反

面,201人 以 上 の 規 模 を 有 す る組 織 も少 数 〔O.4%)な が ら存 在 す る こ と

が わ か る 。

3.各 回 答 の 分 析

3.1特 許 管 理 組 織 の 有 無 に っ い て

特 許 管 理 組 織 が あ る か,な い か,と の 質 問 を 行 な って 回 答 を 求 め た 。

「特 許 管 理 組 織 を 有 す る 」 と 回 答 した の は,ア ン ケ ー ト回 答 総 数778の

65%に あ た る502で あ り.官 公 庁 等 は ア ン ケ ー ト回 答 数90の29%に

あ た る26が,特 許 管 理 組 織 を 有 し,企 業 は,ア ンケ ー ト回 答 数687の69

%に あ た る476が 特 許 管 理 組 織 を 有 し て い る 。

ア ン ケ ー ト 回 答 結 果 を ま と め る と,図H-3-1お よ び 図皿一5-2に 示 す と

お り で あ る 。

特 許 管 理 組 織 を 有 す る もの に つ い て,業 種 別 に み る と ,電 気 が94%と 特

に 高 く,次 い で 機 械75% ,化 学73%,鉄 鋼 金 属70%と い ず れ の業 種 も

70%以 上 が 特 許 管 理 組 織 を 有 し て い る 。

問題の発生した

つど処理す

別
の

部
課 許
で

管 無
理
係

特 許 管

理 組 織

10%778

5%

遍 謝%無 嘩2%

1

ノ

図m-3-1特 許 管理組織 の現状
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図皿一3-2特 許管理組織の業種別および資本金別の現状

A:特 許 管 理 組 織 あ り

B:特 許 管 理 は 別 の部 課 で 行 な っ て い る

C:特 許 管 理 は 問 題 が 起 き た と き に.そ の つ ど 処 理 す る

D:特 許 と は 関 係 な い

E:無 回 答
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サ ー ビ ス が11%と 低 い が こ の 業 種 に は,特 許 に関 係 な い も の 〔前 項 で 特

許 は 関係 な い と答 え た と こ ろ)が 多 く含 ま れ て い る こ と を 考 慮 す れ ば,低 い

こ と が うな ず け,ま た 官 公 庁 等 が,29%と ア ンケ ー ト回 答 総 数 に対 す る

65%に 比 し て だ い ぶ 低 い の は,こ の 業 種 は,第 三 者 の 権 利 との 関 係 を判 断

す る必 要 が 少 な い こ と.そ の た め,自 己 の 活 動 を 保 護 す る た め に 工 業 所 有 権

を取 得 す る こ と を 積 極 的 に 行 な う必 要 が 少 な い こ と か ら特 に 専 門 的 な 特 許 管

理 組 織 を 設 け る 必 要 性 を 感 じ な い こ と に 起 因 す る と思 わ れ る。

つ ぎ に,特 許 管 理 組 織 を 有 す る も の につ い て,資 本 金 別 に み る〔図皿一3-

2参 照)と10億 円 以 上 の 規 模 の 組 織 にお い ては,78%以 上 の組 織 が 特 許

管理組 織 を有 す るとい う高 い 比率 を示 し て い る。 資本 金な しの組 織 に おい て

は',特 許 管 理 組 織 を 有 す る も の の 比 率 が29%と 低 い の は,こ の 範 囲 に 属 す

る 業 種 が 官 公 庁 等 で あ る こ と に 起 因 す る 。1億 円 未 満 の 規 模 が52%と 低 い

の は.特 許 管 理 に つ い て の 関 心 は 有 して い るが.専 門 的 な 管 理 組 織 を 設 け る

:ま で に は 至 ら な く,問 題 発 生 の つ ど解 決 をは か る 方 策 を 採 用 し て い る か ら と

思 わ れ る。1～10億 円 の 規 模 が,こ れ に つ い で'58%と 全 体 の65%に 比

較 し て 低 い の は 特 許 管 理 組 織 を 持 た な い こ と に つ い て 低 い 比 率 を 示 し た サ ー

ビ ス の う ち の54%の 組 織 が,こ の 規 模 の 範 囲 内 に 含 ま れ,し か も こ の 規 模

に 含 ま れ る ア ン ケ ーーート回 答 数 の15%を 占 め る こ と,お よ び こ の 規 模 で も専

門 的 な 管 理 組 織 を 設 け る ま で に至 ら な い こ.と に 起 因 す る と思 わ れ る 。

以 上 よ り,特 許 管 理 組 織 を 有 す る 比 率 が 高 い の は 業 種 別 で は.電 気,機 械,

化 学,鉄 鋼 ・金 属 業 が,ま た 規 模 別 で は10億 円 以 上 の 企 業 で あ り.特 許 管

理 に取 組 む 姿 勢 が 積 極 的 で あ る こ と が わ か る。

5.2特 許 管 理 組 織 の 規 模 に つ い て

特 許 管 理 組 織 が あ る 場 合,そ の 担 当 者 数 につ い て 質 問 し た 。

特 許 管 理 組 織 を 有 す る と 回 答 し た502の 組 織 につ い て,特 許 管 理 組 織 の

規 模 を み る と,

1～5入 が563〔72%)

6～10人 が68〔14%)

11～15人 力こ2B〔5%)

一18一



1～15人 が91%

を 占 め て い る。

ま た 一 方100人 以 上 と い う 大 規 模 の 組 織 もO・6%と 少 数 で は あ る が 存 在

し て い る。

ア ン ケ ー ト回 答 結 果 を ま と め る と,図 皿一5-3お よ び 図皿一3-4に 示 す と

お りで あ る ・

{ll二…8会il㍑

・1人一6i≧il

違512

6～10人 特 許 管 理

図N-5-5

組 織 の

人 数
1～5人

ノ
72%

特 許 管理 組織 の 規模
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属.
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特 許 管 理 組 織 の 規 模 の 特 徴 を 業 種 別 に み る と.電 気 が 規 模 的 に は 最 も大 き

く,50人 以 下 の 組 織 が91%を 示 し て い るが,ま た,201入 以 上 の 規 模

を 有 す る組 織 も5%存 在 し て い る 。 化 学 が こ れ につ い で お り,1.5入 以 下 の

組 織 が90%を 示 し,101人 以 上 の 組 織 は な く,す べ て100人 以 下 の規

模 で あ る こ と が わ か る 。 機 械 は10入 以 下 が90%を 示 し,51入 以 上 の 組

織 は 存 在 し な い 。 鉄 鋼 金 属 は15人 以 下 が90%を 示 し,機 械 と同 様 に50

人 以 下 の 規 模 で あ る こ と が わ か る 。 官 公 庁 等 は.10人 以 下 が90%を 示 し,

規 模 も20人 以 下 と一 番 小 さ い の は,M・5・1項 で 述 べ た よ うに こ の 業 種

が 有 す る 性 格 に 起 因 す る もの であ ろ う。 サ ー ビス 業 は,15人 以 下 が86%

と こ の 範 囲 で は 規 模 の 大 き な 電 気 と 同 じ位 の 比 率 を 示 し て お り,ま た20人

以 下 の 規 模 に な っ て い る の は,電 力,ガ ス な ど の 業 種 を 含 む た め で あ ろ う。

つ ぎ に ,資 本 金 別 に み る と 図 ロ ー5-4に 示 す とお りで あ る。

10億 円 以 下 の 組 織 で は す べ て10入 以 下 の 規 模 で あ る が,10～50億

円 の 組 織 で は50入 以 下 の 規 模 で あ り,こ の うち10人 以 下 が90%を 示 し

て い る 。 ま た,50～100億 円 の 組 織 で は,20人 以 下 が86%を 示 し ,

最 大 で も50人 以 下 の 規 模 で あ り,100～200億 円 の組 織 で は20人 以

下 が91%を 示 し,50人 以 下 の 規 模 で あ る。200億 円 以 上 の組 織 で は ,

100人 以 下 が91%を 示 し,201入 以 上 の 規 模 も 存 在 す る こ と が わ か る 。

い ま,企 業 に お け る 業 種 ご と に ,資 本 金 と特 許 管 理 組 織 の 規 模 と の 関 連 を

み る と 図 ロ ー3-5に 示 す とお りで あ る 。

な お.図N-5-5に お け る人 数 は,ア ン ケ ー トに お け る 数 値 の 中 間 値 を

採 用 し た も の で あ る 。

傾 向 的 には'ど の業 種 も 資 本 金 の 増 加 と と も に 人 数 が 増 加 す る と い え る'。

10億 円 以 下 の 組 織 で は,特 許 管 理 組 織 の 規 模 は 業 種 に よ り 差 が な い が ,10

億 円 以 上 の 組 織 に な る と 各 業 種 間 に差 が 生 じ,そ の 差 は 資 本 金 の 増 大 と と も

に 大 き くな り ・200億 円 以 上 の 組 織 に な る と こ の 傾 向 は 顕 著 に あ ら わ れ る。

以 上 よ り ・ 特 許 管 理 組 織 の 規 模 は.業 種 別 で は 電 気 が も っ と も 大 き く ,

つ い で 化 学'機 械 .鉄 鋼 ・金 属 の 順 を な し,資 本 金 別 で は 資 本 金 の 増 加 と と

も に 特 許 管 理 組 織 の規 模 も 大 き くな る こ と が わ か っ た 。
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図皿一5-5資 本金 と特許管理組織の規模との関連

3.5特 許 管 理 組 織 が な い 場 合 の 特 許 管 理 の 方 策 に つ いて

特 許 管 理 組 織 が な い 場 合,特 許 管 理 を ど の よ うに 行 な っ て い る か を.次 の

5項 目 の 中 か ら選 択 さ せ る 形 で 質 問 した 。

(1)特 許 とは 関係 が な い 。

(2)別 の 部 課 で や っ て い る模 様 で あ る 。
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(3)問 題 が 起 き た と き に そ の つ ど 処 理 を す る 。

そ の 結 果 は 図M-5-1に 示 す と お りで,特 許 管 理 組 織 が な い と 回 答 し た

265の 組 織 に お い て,「 特 許 と は 関 係 が な い 」 と回 答 し た の は14%で,

ア ンケー ト回 答 総 数 の5%で あ る 。 あ と は,「 別 の 部 課 で 管 理 し て い る 」 が,

0%,「 問 題 の 発 生 つ ど 処 理 す る」 が17%と な る 。 した が っ て,一 般 には

専 門 的 な 組 織 を 有 す る か,あ る い は 何 ら か の 別 の 方 策 に よ っ て 特 許 管 理 を 行

な っ て い る こ と が わ か る 。

図 皿 一5-2の 結 果 を み る と,官 公 庁 等 は.特 許 管 理 組 織 を 有 す る 割 合

が29%と 低 い が,特 許 に 関 係 な い と 回 答 し た分 を 考 慮 す る と,76%の 組

織 が,な ん ら か の 形 で 特 許 管 理 を 行 な って い る こ とが わ か る ・ こ の こ とは.

サ ー ビス の 場 合 に も い え,こ の 場 合 は96%の 組 織 が 、な 九 ら か の 形 で.特

許 管理 を 行 な っ て い る と い え る 。 電 気,機 械.化 学,鉄 鋼 ・金 属 に は.専 門

の 組 織 も し くは 他 の 部 課 に よ り特 許 管 理 を 行 な う組 織 が85%以 上 を 示 し て

い る 。 な お 電 気 に お い て は 問題 が 起 き た と き に 処 理 す る 方 策 を と る 組 織 が 極

め て 少 な い こ とは 注 目 に 値 す る 。

また.資 本 金 の増 加 と と も に,特 許 管 理 は,専 門 的 な 組 織,も し く は 他 の

部 課 で 行 な う割 合 が 増 加 し ・そ の 反 面.問 題 発 生 の?ど 処 理 す る 方 策 が 減 少

し て い る こ と が わ か る 。 な お10億 円 以 下 の組 織 で そ の つ ど 処 理 す る も の が

多 い の は,専 門 の 特 許 管 理 組 織 を 設 け る ま で に は 至 っ て い な い こ と に よ る と

思 わ れ る。
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IV.特 許 ・実用 新案 の 出願

件 数 につ い て



、



1.ま え が き

昭 和44年 に は,特 許 ・実 用 新 案 に つ い て229,756件 の 出 願 が な され た

と い わ れ て い る 。 しか し,現 存 の 資 料 で は そ の 分 布 状 態 を と ら え る こ と も 不 可

能 に 近 い 。 し か し,特 許 情 報 管理 の 研 究を 行 な う には ,そ の 元 に な る 出 願 の 実

態 が ど の よ う で あ るか を み る こ とが 必 要 で あ る 。

そ こ で こ こ の 調 査 は 、組 織 が な す 出願 の 実 態 につ い て 調 査 す る こ と を 目的 と

し て い る。

具 体 的 に は,日 本 へ の 出願 件 数,外 国 へ の 出 願 件 数 が ど の 位 あ る か の 質 問 を

行 な っ て そ の 結 果 を ま と め た 。

2.調 査 結 果 の 概 要

(1)日 本 へ の 出 願 に つ い て は,ア ン ケ ー ト回 答 総 数778の う ち の 大 部 分 の組

織 が,150件 以 下 の 出 願 を な す も の で,全 体 の89%を 占 め て い る。

また そ の 反 面,5001件 以 上 の 出願 を な す 組 織 も少 数(0 。5%)存 在 す

る こ と を 示 して い る。

(2)外 国 へ の 出願 に つ い て は,ア ンケ ー ト回 答 総 数778の う ち の 大 部 分 の 組

・織 が ・50件 以 下 の 出願 を な す も の で
,全 体 の84%を 占 め,そ の反面 ↑5011

～5 ・000件 の 出 願 を な す 組 織 も 少 数 〔0.1)な が ら 存 在 す る こ と を 示 し て

い る。

5.各 回 答 の 分 析

5.1日 本 へ の 出願 件 数 に つ い て

日 本 へ の 出願 件 数 は ど の 位 あ る か を11区 分 の うち か ら 選 択 させ る 形 を 採

用 した 。

ア ン ケ ー トの 回 答 結 果 を 図]y-5-1 ,お よ び 図IV-3-2に ま とめ て 示

す 。

出 願 件 数 な い,と 回 答 し た 組 織 が,ア ン ケ ー ト回 答 総 数778の14%を

占 め て い る が ・皿 ・5・5項 に お い て 特 許 に 関 係 な い と回 答 し た 分 を 考 慮 す

れ ば10%と な り.ま た 出願 件 数 な し が 官 公 庁 等 お よび ・■サ ー ビ ス の 業 種 で

多 い こ と を 考 慮 す れ ば,こ の 数 字 は あ ま り懸 念 す る必 要 が な い と 思 わ れ る 。
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一 般 企 業 を み る と .50件 以 下 の組 織 が 半 数 以 上 を 占 め.500件 以 下 の組

紐 で90%近 く を 占 め て い る 反 面.5001件 以 上 の 組 織 も存 在 し て.昨 今

の 激 増 し て い る 出 願 件 数 が 構 成 さ れ て い る と い え る 。

業 種 別 に み る と.官 公 庁 等 は 大 部 分 の 組 織 が10件 以 下 の 出 願 を な し.ま

た 一 方.701～1500件 の 範 囲 の 出 願 件 数 を 有 す る組 織 もわ ず か に 存 在

し.出 願 件 数 は1500件 以 下 の 組 織 がgO%を 占 め.1500件 以 下 の 出

願 件数 を 有 す る 組 織 の 集 合 だ と い え る 。

機 械 は300件 以 下 の組 織 が93%を 占 め.化 学 と 同 じ く1500件 以 下

の 出 願 件 数 を 有 す る 組 織 の 集 合 だ と い え る 。

電 気 は.出 願 件 数 な しの 組 織 が 存 在 し な い こ とは 注 目す べ き で あ り.出 願

件 数 も他 の業 種 に 比 べ て 多 く,1500件 以 下 が91%を 占 め.5001件

以 上 の 組 織 も 存 在 す る 点 で 顕 著 な特 長 を有 す る 業 種 と い え る 。

鉄 鋼 ・金 属 は.500件 以 下 の 組 織 が89%を ・占 め.3,000件 以 下 の 出

願 件 数 を 有 す る 組 織 の集 合 だ と い うこ と.が で き.電 気 に つ い で 出願 件 数 の多

い 組 織 が 存 在 す る 業 種 と い え る 。

151～500

301～700件

・纏/継 ‖議

40% 0件

ツ
日本 へ の

出願 件 数

11～

20件

11%

s
∋
/

図ly-3-1日 本 への出願 件数
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a,m:出 願 な し

b,n:1～10件

ct:・:11～20件

d,p:21～50件

e,q・:51～150件

`f
,r:1'51～500件

9,s:301～700件

h,t:701～1500件

li,u:1501～5000件

j,fv:3001～5000件

k,:5001件 以 上

1,w:無 回 答
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つ ぎ に,資 本 金 別 にみ る と,1億 円 未 満 の組 織 に お い て は,50件 以 下 の

組 織 で半 数 以 上 を 占 め,し か も こ の ラ ン ク に は701件 以 上 の組 織 は 存 在 し

な い こ と が わ か る。

1～10億 円 の 組 織 に お い て は,20件 以 下 の 組 織 が 大 半 を 占 め,こ の ラ

ンク に は301件 以 上 の 組 織 は 存 在 し な い と い え る 。

10～50億 円 の 組 織 に お い ては.150件 以 下 の組 織 が70%以 上 を 占

め,1501～3000件 の 組 織 もわ ず か で は あ る が 存 在 す る が,3001

件 以 上 の 組 織 は 存 在 し な い と い え る。

50～100億 円 の 組 織 に お い て は,500件 以 下 の組 織 が 約80%を 占

め,1501件 以 上 の 組 織 は 存 在 しな い と い え る 。

100～200億 円 の組 織 に お い て は,700件 以 下 の 組 織 が80%以 上

を 占 め,1501件 以 上 の 組 織 は 存 在 し な い と い え る。

200億 円 以 上 の 組 織 で は,1億 円 未 満 の 組 織 に お い て は 最 高 で あ り,1

～10億 円 の組 織 に は 存 在 し な か っ た501～700件 の 組 織 が22%も あ

り,さ ら に5001件 以 上 の 組 織 が7%も 存 在 す る こ とが わ か る 。

こ こ で 企 業 の 業 種 ご と に.資 本 金 と 日本 へ の 出 願 件 数 と の 関 連 を み る と,

図IV-5-3に 示 す とお りで あ る 。 なお 、出願 件 数 は 回 答 区 分 の 数 の 中 間 値 を

採 用 し て い る 。
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傾 向 的 に は,ど の業 種 も 資 本 金 の 増 加 と と も に,出 願 件 数 が 増 加 し て お り,

こ の 傾 向 は,図M--5-5に 示 した 人 数 に お け る場 合 と類 似 し て い る。1億 円以

上 の 企 業 で は,出 願 件 数 は 電 気 が 常 に 大 き く,ま た 資 本 金 の増 大 と と も に各

業 種 間 に 生 ず る 出願 件 数 の 差 は 大 き くな る こ とが わ か る。

以 上 よ り,日 本 へ の 出願 件 数 は,組 織 の 規 模 が 大 き くな る ほ ど増 加 し,業

種 別 で は,電 気 に 特 に顕 著 な特 徴 が あ ら わ れ,5001件 以 上 の 出 願 件 数 を

有 す る 企 業 も 存 在 し,日 本 へ の 全 出 願 件 数 に 占 め る割 合 が 大 き い 。 つ い で機

械 が こ れ に つ ぎ.以 下 鉄 鋼 ・金 属,化 学 の 順 と い う こ と が で き る 。

5.2外 国 へ の 出 願 件 数 に っ い て

外 国 へ の 出 願 件 数 は ど の位 あ るか を.]y・3・1項 の 場 合 と 同 じ11区 分

の うち か ら 選択 す る 形 で 質 問 した 。 な お,外 国 へ の 出 願 件 数 は,各 国 へ の 出

願 件 数 を ま と め た の べ 件 数 と し た 。

ア ン ケ ー トの回 答 結 果 を 図W-3-2お よ び 図W-5-4に ま とめ て 示 す 。

"
51～150件

15叶i㌶ 簾

＼ 搬

11～20件

6%

無 回 答

9.8%

外 国へ の

出願件数

778

1～10件

26%

図W-5--4外 国 への出願件数
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出願 件 数 な し と 回 答 し た 組 織 が,ア ン ケ ー ト回 答 総 数778に 対 し て47

%と 半 数 近 くを 示 し て い るが,こ れ は 外国 へ の 出願 に は か な り の 費 用 を 要 す

る こ とか ら 出 願 対 象 を 厳 選 して い る こ とに 起 因 す る と 思 われ る 。

しか し ・一 般 企 業 を み る と,150件 以 下 の組 織 が 半 数 近 くを 占 め
,1501

～3000件 の 組 織 も 存在 し 外 国 へ の 出願 を 積 極 的 に 行 な っ て い る と い え る
。

業 種 別 に み る と,官 公 庁 等 は
、大 部 分 が10件 以 下 の 出願 を な し,51

件 以 上 の 組 織 は 存 在 しな い と い え る 。 化 学 は,150件 以 下 の 組 織 が90%

を 占 め.1500件 以 下 の 出 願 件 数 を 有 す る 組 織 の 集 合 と い え る。 機 械 は
,

50件 以 下 の 組 織 が91%を 占 め,500件 以 下 の 出 願 件 数 を有 す る 組 織 の

集合 と い え る 。 電 気 は500件 以 下 の 組 織 が95%を 占 め ,1501～3000

件 の 組 織 も存 在 す る点 で 他 の 業 種 と比 べ て特 長 あ る 業 種 とい え る 。鉄 鋼 ・金

属 は'150件 以 下 の組 織 が91%を 占 め ,700件 以 下 の 出 願 件 数 を 有 す

る組 織 の 集 合 と い え る 。

つ ぎ に ・資 本 金 別 に み る と ,1億 円 未 満 の組 織 に お い て は,出 願 件 数 な し

が72%を 占 め'こ の ラ ン ク に は ,151件 以 上 の 組 織 は 存 在 し な い こ とが

わ か る ・1～10億 円 の 組 織 に お い て は ,10件 以 下 の組 織 が90%を 占 め,

151件 以 上 の 組 織 は 存 在 し な い こ と が わ か る。10～50億 円 の 組 織 に お

い て は ・50件 以 下 が88%を 占 め .700件 以 下 の 出 願 件 数 を 有 す る 組 織

の 集 合 と い え る。50～100億 円 の 組 織 に お い て は500件 以 下 が93%

を 占 め,700件 以 下 の 出願 件 数 を 有 す る組 織 の 集 合 と い え る
。100～

200億 円 の 組 織 に お い ては.150件 以 下 が92%を 占 め
,300件 以 下

の 出 願 件 数 を 有 す る 組 織 の 集 合 と い え る
。200億 円 以 上 の 組 織 に お い ては,

1-501～5000件 の 出 願 件 数 を 有 す る組 織 も2%と わ ず か で は あ る が 存

在 す る 。

い ま ・企 業 に お け る業 種 ご と に ,資 本 金 と外 国 へ の 出 願 件 数 と の 関連 を み

る と図W-3-5に 示 す と お りで あ る 。 な お 出 願 件 数 は 回 答 区 分 の 数 の 中 間

値 を 採 用 し て い る。
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傾 向 的 に は,ど の 業 種 も 資 本 金 の増 加 と と も に,出 願 件 数 が 増 加 し て い る

こ と が わ か る。10億 円 以 上 の 企 業 で は,各 業 種 間 に 出願 件 数 に 差 が み ら れ

50～100億 円 で は,化 学 が きお め て 多 く,次 い で 機 械 が こ れ に つ ぎ,電

気 は 化 学 の1/15程 度 を 示 す が,200億 円 以 上 に な る と,電 気 が 一 番 多 く

な る の は お も し ろ い 現 象 とい え る。

以 上 よ り,外 国 へ の 出願 件 数 は,組 織 の規 模 が 大 き くな る ほ ど増 加 す る が,

出 願 の対 象 を 厳 選 す るた め に,出 願 件 数 な し の 組 織 も だ い ぶ 存 在 し,ま た 業

種 間 に も 出 願 件 数 に 差 が あ る こ とが わ か る 。
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V.特 許 ・実用新案 につ い

ての調査 の現状





1.総 論

特 許 情 報 の機 械 検 索 に対 す る 需 要 調 査 を 行 な う に 当 たっ て ま ず 考 え る べ き こ

とは,各 組 織 に お い て,特 許 ・実 用 新 案 の調 査 を ど の よ う に し て 行 な っ て い る

か の 実 態 を 知 る こ とが 大 切 で あ る 。

本 項 で は,各 組 織 に お け る 特 許 ・実 用 新 案 の 調 査 の 実 績(昭 和44年1月 ～

12月 に つ い て)を も と と し て,

イ)調 査 実 施 の 有 無

ロ)調 査 目的

ハ)日 本 の 特 許 調 査 の 現 状

二)外 国 の 特 許調 査 の 現 状

ホ)組 織 内 の 特 許 管 理 組 織

へ)特 許 調 査 に要 し た 経 費

ト)情 報 の 機 械 検 索 に 関 す る 経 験

に つ い て 質 問 した 。

イ)の 調 査 実 施 の有 無 は.実 施 した 組 織 が 全 体 の85%と か な り高 い 比率 を

示 し,し か も当 然 の こ と な が ら,生 産 業 〔化 学,機 械,電 気,鉄 鋼)は89～

fOO%と 非 常 に 高 率 を 示 し,'サ ー ビ ス 業,官 公庁 等 は:半 分 以 下 と い う結 果

が 示 され て い る 。

ロ)の 調 査 の 目的 は 、質 問 中 に 予 想 され る 調 査 の 目的'を 列 記 した が,か な り

巾 広 く,多 目的 に 使用 さ れ て い る こ と が示 さ れ て い た 。 しか し な が ら,そ の 重

要 度 は,上 か ら 順 に機 械 的 に 記入 さ れ た 傾 向 が み ら れ,業 種 別,資 本 金 別,さ

ら に そ の 組 合 せ に つ い て 分 析 し て み て も 同 じ傾 向 を 示 し,質 問 の 仕 方 に よ る 偏

差 で は な い か と 思 わ れ る 。

ハ)二)に よ っ て ,日 本 お よ び 外 国 の 特 許 調 査 の 現 状 と し て,調 査 の 実 施機 関

〔組 織 内 か 外 部 委 託 か).調 査 資 料 お よ び 外 部 委 託 調 査 に つ い て の 感 想 な ど を

質 問 した が,日 本 の 特 許 調 査 は.社 内 で 行 な う態 勢 が か な り進 ん で い る が,外

国 に つ い て は,ま だ 外 部 依 存 度 が 高 い こ と が 示 され て い た 。 また 会 社 の 規 模 か

ら み る と小 企 業 の場 合 は.外 部 依 存 度 が 高 く,中 企 業(1～50億)で も っ と

も 外部 依 存 度 が 少 な くな り,さ ら に 大 き くな る と.か え っ て 外 部 依 存 度 が 増 え

て い る 。 こ れ は 企 業 の 規 模 が 大 き くな る に つ れ.対 象 技 術 が 広 範 囲 に わ た り,

一55一



また 調 査 の 需 要 に 調 査 処 理 能 力 が 追 随 で き な い こ とを 示 し て い る も の と 思 わ れ

る 。

外部 委 託 調 査 に 対 す る 感 想 は,時 間 が か か る点 と値 段 が 高 い と の 点 が 多 く,

特 に 外 国 調 査 に つ い て こ の 傾 向 が 大 き い 。

リ〕の 特 許 調 査 を 行 な うた め の 管 理 組 織 の 有 無 お よび.へ)の 調 査 に 要 した 費 用

に つ い て の 質 問 に 対 し て は,企 業 の 規 模 が 大 き くな る に つ れ,管 理 組 織 が 大 き

く な り,ま た 経 費 も増 え て い る こ と は 当 然 と い え よ う。

ド)の 機 械 検 索 の経 験 に つ い ては,特 許 の 機 械 検 索 に つ い て な ん ら か の 経 験 を

有 す る 組 織 が77と 意 外 に 多 く,し か も 業 種 別 に み る と化 学 が 圧 倒 的 に 多 く,

機 械,電 気 の 順 に な っ て い る。 な お 現 在,電 子 計 算 機 に よ る機 械 検 索 を 実 施 中

の組 織 は8存 在 した 。

文 献 の 機 械 検 索 に つ い て は.特 許 の 場 合 と同 様,化 学 が 圧 倒 的 に 多 く,機 械,

電 気 が これ に続 い て い る 。

2.各 論

2.1調 査 実 施 の 有 無

特 許 ・実 用 新 案 の調 査 が,ど の 程 度 実 施 さ れ て い る か を 調 へ た も の で,そ

の 結 果 を 表V-2-1に 示 す 。

表V-2-1 調 査 実 施 の 有 無

回 答数 回答数に対する割合(%)

あ る 625 85

な い 126 17

計
1

751 1001
}

表V-2-1の よ う に,調 査 を 行 な って い る と こ ろ が83%を 占 め て お り,

企 業 で は88%に 達 し て い る。 こ の こ とか ら み て,特 許 調 査 の必 要 性 が 認 織

さ れ て お り,調 査 が 普 及 し て い る こ と が わ か る 。

企 業 の 中 を 業 種 別 に み る と,電 気 業 界 で は す ぺ て の企 業 が調 査 を 行 な って

お り.化 学94%.鉄 鋼 ・金 属97%と 高 率 を 示 して い る 。機 械 業 界 は89
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%と や や 低 く,サ ー ビ ス 業 界 は50%で 調 査 を 行 な っ て い ない と こ ろ が 多 い 。

官 公 庁 は44%程 度 で あ る。

ま た,資 本 金 別 に これ を み る と,10億 円 以 下 で 資 本 金 が小 さ くな る ほ ど

調 査 を し て い な い と ころ が 多 い 。GO～100億 の ラ ン ク は96%と 高 率 で

あ る の に 対 し,100億 以 上 で は80～85%と 低 下 し て い る。 これ は サ'

ビ ス 関 係 の 業種 が 多 い た め で あ る。 〔図V-2-1参 照)

業 種 別
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体 彦多 多// /
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一
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図V-2-1特 許 調 査 実 施 の有 無
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2.2調 査 目的

調i査 を 行 な った 場 合,ど の よ うな 目的 で 調 査 を 行 な っ た か を 調 べ た もの で,

目 的 別 の 回 答 数 を み る と.表V-2-2の と お りで あ る 。

9種 の 調 査 目的 の う ち,1～4に つ い て の 調 査 が 多 く,権 利 関 係 の た め の

調i査 の み で な く,広 く技 術 情 報 と して も利 用 さ れ て い る こ と が わ か る。

資本 金 別 に み て も.表V-2-5の よ うに,1～4が 中心 と な っ て い る が,

た だ50～100億 の ラ ン ク で は,5の 異 議 申 し立 て,審 判 関 係 が 首 位 を 占

め て い る の が 目 に つ く。

表V-2-2 調 査 目 的 別 回 答 数

〔単位:件 数)

t研 究開発をするにあたっての資料収集 495]

2.特 許 ・実用新案 出願をす るにあたつて の事前調査 479

5異 議申し立て.審 判を請求するため 469

4.新 製 品を出すにあた っての他人 の権利 の有無確認 445

5.自 分 の職業,専 門に関係 ある特許 ・実用新案のチェ ック 尋16 }

6実 施契約のさいの調査 214

Z製 品を輸出するさいの相手国の特許 ・実用新案権の調査 210

8.製 品 を輸入す るにあたっての国 内権利の調査 111

9そ の 他 144i
l._」

業 種 別 に み る と.表V-2-5の よ うに 化 学 業 界 は,研 究 開 発 と 出願 の 事

前 調 査 が1,2位 を 占 め,電 気 業 界 も ほ ぼ 同 じ 傾 向 で あ る の に 対 し,鉄 鋼 ・

金 属 では,出 願 の 事 前 調 査 が 首 位,つ い で 新 製 品 の た め の 他 人 の 権 利 の調 査

が2位 を 占 め て い る 。 ま た 機 械 業 界 で は,異 議 申 し立 て,審 判 の た め の 調 査

が 首 位 を 占 め,つ ぎが 新 製 品 の た め の 他 人 の 権 利 調 査 で あ る。

こ の 点 か ら み る と,特 許 に 関 心 の 深 い 化 学,電 気 関 係 は,研 究 開 発 ま た は

出 願 な ど の事 前 に 調 査 を 行 な っ て い る の に 対 し,機 械.鉄 鋼 ・金 属 関 係 で は

事 前 調 査 の 遅 れ が 感 じ ら れ る 。
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表V-2一3 資本金別 調査 目的別利用回数

(単 位:件 数)

1

調 査 目 的 1億未満 1～10、
億

}

10～50

億

5〔〕叫00

億

110〔ト200

億

200

億以上

iI

他 計

・禦 曇㌶ 黍にあた 26 162 198 39 20 50 18 495

特許 実用新案出願を
2.す るにあたちての事前
瀧

26 153 196 59 21 33 11 479

・藷難 認 馴を 22 151 188 45 22 31 10 469

新製品を出すにあたっ
4て の他人の権利の有無

__確 認
25 147 181 59 18 29 6 443

　 『一

自分ひ=門 に関
5係 ある特許・実用新案
の調査のチェック、

17 111 127 22 15 16 10 516

6実 施契約のさいの調査 5 45 102 28 15 17 2 214

製品を輸出するさいの
Z相 手国の特許・実用新
案権の調査

7 49 90 25 14 22 5 210

製品を輸入す るにあた8.
っての国 内権利 の調査

1 30 44 13 9 14 1 112

9そ の 他 1 15 14 6 2 4 4 44

表V-2-4 業種別 調査 目的別回答数
(単 位:件 数)

調 査 目 的
`

化 学 機 械
:

電 気 鉄鍋 金属
`1

サ ーヒス 他|計

理 麟 をするにあたっての 193 152 69 49 10 20 495

特許 ・実用新案出願をするに2
あたっての事前調査

177 149 67 55 12 19 479

異議申し立て,審 判を請求す3
るため

168 162 67 49 9 14 469

新製品を出すにあたっての他4
人の権利の有無確認

156 158 67 50 2 10 445

r露 里巖繋 讐参る
124 102 41 32 6 11 516

6実 施契約のさいの調査 77 68 37 25 2 9 214

・灘 禦脇藁㌶ 謬 71 67 44 24 0 4 210

製品を輸入するにあたっての8
国内権利の調査

44 34 17 14 1 1 111

9そ の 他 16 11 4 6 1 6 44
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な お 丁 調 査 目的 の(9)「 そ の他 」 に つ い て,具 体 的 に 回 答 の あ っ た も の の う

ち,お も な も の を ひ ろ っ て み る と,海 外 メ:・ カrの 動 向 調 査,異 議 や 侵 害 警

告 を 受 け た ときの対抗調査,機 械 検 索 の準 備 の た め な ど が あ っ た 。

2.5調 査 の 際 の 外 部 機 関 の 利 用

調 査 を 自組 織 内 で 行 な って い る か,あ る い は 外 部 に 委 託 した か を み る と,

表V-2-5の と お り で あ る。

表V-2-5調 査 における外部機関の利用

日 本 外 国

件 数 ・ % 件 数 %

組 織 内 で行 な った 294
「

48 202

'

39

外 部 に 委 託 した 51
,

8 96

'

18

両 者 併 用 271
.

44 221 45

計 616 100
|

519 1100

日 本 特 許.実 用 新 案 に っ い て は,自 恕 織 内 で 行 な っ て い る も の が 最 も 多 く ,

48%に 達 し て い る 。 こ れ に 対 し.外 国 特 許 の 場 合 は .自 組 織 内 の み で は,

資 料 の 蓄 積 に 制 限 の あ るた め か,外 部 を も利 用 す る併 用 方 式 が 最 も 多 くな っ

て い る 。

日 本 に 比 べ,外 国 の 方 が 回 答 数 が 少 な い のは.外 国 の 調 査 ま で 行 な っ て い

な い 場 合 が あ る た め か と 考 え ら れ る。 特 に10億 以 下 の企 業 に 無 回 答 が 多 い 。

また.10億 以 下では.自 社内に資料を もたず.外 部 のみに委託 している率 も高い。

業 種 別 にみ る と,自 恕 織 内 で 行 な う度 合 は 表V-2-6,表V-2-7の

よ うに,日 本 の 場 合 は 電 気,サ ー ビス 業 界 が 高 く .他 は ほ と ん ど 同 じ で あ り

外 国 の 場 合 は サ ー ビス 業 界 が 高 い ほ か,あ ま り顕 著 な 傾 向 は み ら れ な い 。
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二

|

表V-2-6業 種 別 日本特許 ・実用新案調査 の外部機 関の利用

iL」 一 機 械 1電 気1鉄 鋼 ・金属 サ ー ビス そ の 他1 計1
回答数% 回答数 % 回 答数1 % 回答副% 回答劃% 回答当% 回答数 %

組織内で行なった 9845 95 46 45 57 29 44 8 50 21 70 294 48

外部 に委 託 した 198 16 7 3 4 6 8 4 25 5 10 51 8

両 者 併 用 10547 95 47 51 39 31 48 4 25 6 20 271 44

計
|

220100 204 100 79 100 66 100 16 100 50 100 615 100

表V-2-7業 種 別 外国 特 許調査 の 外部機 関 の 利 用

1化 学 機 械1 電 気 鉄鋼 ・金属 サ ー ビ ス そ の 他 計
回答数% 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 %

組織内で行なった 7459 68 39 26 55 16 31 5 72 15 57 202 59

外 部 に委 託した 5015 36 25 12 16 10 20 1 14 7 30 96 18

両 者 併 用 8746 69 40 56 49 25 49 1 14 5 15 221 45

計 191100 173 1.00 74 100 51 100 7 100 25 100 519 100



資 本 金 別 に み る と.表V-2-8,表V-2-9お よ び 図V-2-2の よ

うに,日 本 特 許 と 外 国 特 許 と で は や や 異 な る 。 自組 織 内 で 行 な う場 合 ・日本

特 許 で は10～50億 が53%と 最 高 で あ る の に対 し.外 国 特 許 の場 合1～

10億 が 最 高 で46%で あ る 。 両 者 併 用 の場 合 は.日 本 特 許 で は50億 以 上

が57～58%と 高 く.外 国 特 許 の場 合 で は10億 以 上 が 次 第 に そ の 率 か 高

と100億 以 上 で は68%に 達 して い る 。

1)ぺ

50%

40

50

20

1
億
以
下

/窯 ＼ ＼

110

億 ～

以50

上 借

＼〉〈

日 本

国＼
＼

5『0100

～ 億

100以

億 上

図V-2-2資 本 金別自組織 内調査 の比率
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表 ▼-2-8資 本金別 日本特許・実用新案調査の外部機関の利用

1億 未 満 1～10億 10～50億 50～100億 100億 以上 他 合 計

回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 %

組織内で行なった 15 41 95 45 127 53 17 37 23 40 17 71 294 49

1

外部 に 委 託した 5 14 23 11 18 フ 5 6 「1 2 1 4 51 7

A

両 者 併 用 17 45 94 44 94 40 26 57 35 58 6 25 270 44

.計 ろ7 1001 212 100 259

1

100 46 100

1

57 100 24
`

100615|

f

100

J

8
1

表V-2-9資 本金 別 外国 特 許 調査 の 外部 機 関の 利 用

1億 未 満 1～10億 10～50億 50～100億 100億 以上 他 合 計

回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 % 回答数 %

組織内で行なった 8 35 77 46 80 38 15 54 15 25 9 55 202

.

59

外部 に委 託した 5 21 45 26 52 15 4 9 4 7 6 55 96 18

両 者 併 用 10 44 47 28 101 47 25 57 56 68 2 12 221 4i5

計
」

25

≡

100 169 100

1

215 100 44 100 55

4!

100 17
1

100

|
5↑9 100

,



これ ら の 結 果 か らみ る と,50億 以 下 の 企 業 で は,企 業 規 模 の 範 囲 も あ る

程 度 狭 く,自 社 内 で 要 求 を 満 た し う る 程 度 の調 査 で よい の か,あ る い は,自

社 内 で で き る 範 囲 の 調 査 で す ませ て い る様 子 で あ る の に 対 し.50億 以 上 が

次 第 に 規 模 が 大 き くな る に つ れ て,調 査 の 範 囲 ,要 求 も広 くな り,自 社 内 の

み の 資 料,能 力 の み で は 不 足 が ち と な っ て,外 部 を併 用 す る率 が 高 くな っ て

く る も の と 思 わ れ る 。 、

2.4自 組 織 内 で 調 査 を 行 な う場 合 の 使 用 資 料

自恕 織 内 で 調 査 を 行 な う場 合,外 部 の 資 料 を 利 用 す る か 否 か に つ い て の 回

答 の 結 果 は,表V-2-10の と お り で あ る。

表V-2-10自 恕 織内で調査を行 な う場合 の使用 資料

日 本
|外 国

回答数 % 回答数 %

自己の所有資料を利用 78 14 49 11

外 部 資 料 の 利 用 68 12 105

一一

25

併 用 407 74 275 64

計 555 100
.

429

.

100

こ の よ う に,自 組 織 内 で 調 査 を 行 な う場 合 で も ,自 社 内 に蓄 積 した 資 料 の

.み で こ と た りる 場 合 は 少 な く,自 組 織 資 料 の み の 場 合 は 日 本 特 許 で14%,

外 国 特 許 で は11%に す ぎ な い 。 し た が つ て,自 組 織 資料 と外 部 を 併 用 し て

い る も の が 最 も多 く,日 本 特 許 で74%.外 国 特 許 で64%と な っ て い る。

外 国 特 許 が 日本 特 許 よ り低 い の は,自 社 資 料 が な く,外 部 の み を 利 用 す る 率

が24%と 高 い ため で あ る。

併 用 の 場 合,外 部 資 料 へ の 依 存 度 は,日 本 特 許 の 場 合30～40%程 度 の

組 織 が 多 い の に対 し,外 国 特 許 の 場 合 は70%程 度 と そ の 比 率 は 高 くな る 。

これ を 業 種 別 に み る と .表V-2-11の よ う に な る 。

一44一



表V-2-11 業種 別 外部 資料 の使 用

化 学1機 械 電 気 鉄 鍋 サ ー ビス そ の 花
% % % % %

←

%

日

本

自己資料利用 25 15 22 12 8 11 11 18 2 17 10

s

54

外部資料利用 18 9 26 14 1 1 13 22 4 55 6 21

両 者 併 用 150 78 136 74 66 88 56 60 6 50 13 45

計 193 100 184 100 75 100 60 100 12 100 29 100

外

国

自己資料利用 19 12 14 10 4 6 3 7 1 17 8 50

外部資料利用 24 15 44 51 19 30 15 56 1 17 2 13

両 者 併 用 118 75 82 59 41 64 24 57 4 66 6 37

一

一
計 161

1
100 140 100 64 100

142,100 61100 16 100 」

2.5調 査 に利 用 し た 外 部 資 料 は ど こ の も の か

自恕 織 内 で 調 査 を 行 な う場 合 .前 述 の よ う に 外 部 資 料 を 利 用 す る こ とが 多 .

い がJど こ の 資 料 が最 も多 く 使 用 され て い る か に つ い て の 回 答 の 結
=果は 表 ・V

-2-12の と お り で あ る
b

表V-2-12外 部 資料 の利用場所

日 本 外 国

回答数 % 回答数 %

特許庁 資料館 523 50 261 54

大阪府立図書館 86 15 101 21

そ の 他 241 37 118 25

計
1

650
`

100 1480 100
`

特 許 庁 資 料 館 の 利 用 が 多 い の は 当 然 で あ り ,外 国 特 許 の方 が 率 が や や 高 い

が ・そ の 他 の 利 用 も相 当 多 く,日 本 特 許 で57% .外 国 で25%な っている。

業 種 別 に み る と,表v-2-15の よ うに 日本 特 許 は 鉄 鍋 ・金 属
.サ ー ビ

ス 業 界 が そ の 他 の 利 用率 が 高 い の に 対 し
,外 国 は 鉄 飼 ・金 属 は や は り高 率 で

あ る が.サ ー ビス は 資 料 館 の 利 用 率 が 高 くな っ て い る。

資 本 金 別 で は 特 に 顕 著 な 傾 向 は み ら れ な い 。
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表V-2-'15業 種 別および資本金別 外部 資料利 用場所

日

本

一.

, 1化 学 機 械 電 気 鉄鋼 ・金属' サ ー ビス そ の 他

数 % 数 % 数 % 数 % 数 % 数 %

資 料 館 123 52 107 47 54 62 25 40 5 58 9

・

100

府立図書館 32 14 35 14 9 11 10 16 1 8
'

o 0

そ の 他 81 34 89 59 24 27 27 44 7 54 0 0

計 236 100 229 100 87 100 62 100 15 100 9 100

外

国

資 料 館 108 59 76 47 49 71 21 45 4 66 4 51'

府立図書館 34 18 59 24 11 16 12 24 1 17 4 51
,

そ の 他 41 23 47 29 9 13 16 53 1 17 5 38
`

計 182
1100

162 1100
「

69 100 49 100
1

6 100
1

15 100

<1億 1-10 10-50 50-100 100< そ の 他

日

本

資 料 館 19 47 103

|
48 131 49 31 60 34 60 5 25

府立図書館 4 11 27 13 54 15 7 15 11 19 3 15

そ の 他 17 42 83 39 103 58 14 27 12 21 12 60
.

計 40 100 213 100 268 100 52 100 57 100 20 100

外

国

資 料 館 13 52 80 58 110 52 26 58 29 62 5 50

府立図書館 4 16 25 18 43 20 9 20 15 32 5 50

そ の 他 8 32 54 24 59 28 10 22 5 6 2 20

}
計 25 100 159 100 212 100| 45

1

100
1

47} 100 10 100

な お.外 部 資 料 の 利 用 場 所 に 関 し.(3}「 そ の 他 」 と 記 入 し た も の の,具 体

的 場 所 に つ い て 回 答 の あ る も の の うち,お も な も の を 列 記 す る と 次 の と お り

で あ る 。

日本 の 特 許 資 料

関 東 地 区 で は.科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー,国 会 図 書 館,発 明 協 会 の順 に多 く,

関 西 地 区 で は,発 明 協 会,関 西 公 報 サ ー ビ ス 所 が,ま た,中 部 地 区 で は 愛 知

県 立 図 書 館 が 特 に 多 い ほ か,そ の 他 の 地 区 の 発 明 協 会 の 支 部.各 県 立 図 書 館

な ど の 活 躍 が 目立 って い る。 ま た 特 許 事 務 所 や,特 定 企 業 の 図 書 室 の 利 用 も
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か な り行 な わ れ て い る よ う で あ る。

外 国 の 特 許 資料

日本 に 比 較 し て 外 国 の 場 合 は,か な り利 用 場 所 が 制 限 され て い る。その うち,

お も な も の は.科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー,国 会 図 書 館 、発 明協会,関 西 公 報 サービ

ス 所,愛 知 県 立 図 書 館 で,そ の 他 の 地 方 セ ンタ ー が あ げ ら れ て い る 。 特 異 な

ものとしては,技 術 提 携 先,外 国 代 理 人,海 外 駐 在 員 な ど が あ った 。

2.6調 査 を 外 部 へ 委 託 し た と きの 調 査 結 果 に対 す る感 想

調 査 を 外 部 へ 委 託 し た と き,そ の 調 査 結 果 が.要 求 元 で,ど の 程 度 満 足 さ

れてい るかにつ い て の 感 想 で,回 答 結 果 は 表V-2-14の と お りで あ る。

表V-2-14調 査 結果に対する感想

v

日 本 外 国

回答数 % 回答数 %

非 常 に満 足 した 7 2 2 1

一 応 満 足 し た 214 60 175 54

少 し不 満 が あ る 115 52 127 40

非常に不 満があ る 20 6 19 5

計 556 100 521

一

100

表V-2-15業 種 別 調 査 結 果 に 対 す る 感 想

化 学 機 械
,

1電 気
鉄鋼 ・金属 サ ー ビ ス 他

% % % % % %

業

種

別

日

本

非常に満足した 1 1 4 3 0 0 1 2 1 12 0 0

一 応 満 足 した 78 60 73 60 20 51 27 66 4 44 12 92

少し不満がある 42 52 40 32 17 44 11 27 4 44 1 8

非常に不満がある 10 7 6 5 2 5 2 5 0 0 0 o

計 151 100 123 00 39 100 41 100 9 100 15 100

外

国

非常に満足した 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 2 25

一応満足 した 62 53 55 49 29 59 21 64 0 0 6 75

少 し不満 がある 49 42 44 39 20 41 11 55 5 75 0 0

非常に不満がある 6 5 11 10 0 0 1 5 1 25 0 0

、 計 117 100 112 100 49 100 33 100 4 100 8 100
≠
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表V-2-16資 本 金 別 調 査 結 果 に 対 す る 感 想

く1 1～10 10～50 50～100 100く そ の 他

% % % %・ %

一

%

資

本

金

別

日

本

非常に満足した 0 0 5 4 2 2 0 0 0 0 0 0

一応 満 足 した 20 77 79 62 75 57 14 44 20 66 8

・

80

少 し不満がある 4 15 40 52 40 51 16 50 15 44 2 20

非常に不満がある ,2 8 5 2 13 10 2 6 0 0 0 0

計 26 100 127 100 128 100 32 100 55 100 10 100

外

国

非常に満足した 0 0 1 1 1 1 0 0- 0 0 0 0

一応 満 足 した 7 43 50 54 73 54 14 45 23 57 6 100

少し不満かある 6 38 41 44 50 57 14 45 16 40 0 0

非翫 不満かある 3 19 1 1 11 8 3 10 1 2 0 0

計 16 100
1
95
「
100 155 100 51

1
100

11

40
」

100
|
6
1
100

一 応 満 足 し て い る も の が 最 も多 く
,日 本 で60%,外 国 で54%で あ る。

こ れ に 対 し少 し不 満 が あ る と し て い る も の も 日本 で52%
.外 国 で40%と

相 当 多 く ・・非 常 に 不 満 で あ る と し て い る も の が 日本 で6%
,外 国 で5%で あ

る。

業 種 別 ・ み る と'表v-2-15の よ う に 日本 に つ い ては 電 気 化 学 描

械 業 界 が'外 国 に つ い て は サ ー ビス ,機 械,化 学 業 界 が 不 満 の 度 が や や 高 い 。

資 本 金 別 に み る と ・表V-2-16の よ うに
.50～1・ ・億 が.日 本,

外 国 と も に50%以 上 の 不 満 度 を み せ て い る の が 目 立 っ て い る。

2.7不 満 の 理 由

前 項 で 不 満 と い う感 想 が 出 た そ の原 因 が何 で あ る か に つ い て 調 査 した 結 果

で あ っ て'そ の 回 答 は 表V-2-17の と お りで あ る
。

最 も多 い 不 満 は.日 本 ,外 国 と も に 時 間 ヵ1か か りす ぎ る こ と で .・4・%近

'
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くを 占 め て い る。 つ い で 高 価 の 点 で あ り,50%程 度 を 示 し て い る 。

表V-2-17調 査 結 果 の 不 満

日 本 外 国

回答数 % 回答数 %

調査が不正確である 65 24 61 22

調査結果報告までに
時間がか ふりすぎる 97 56 110 39

高 価 で あ る 81 50 92 53

機密がもれるおそれ
がある 20 7 11 4

そ の 他 7 3 8 2

計 2701 100 282 100

こ れ を業 種 別 に み る と,表V-2-18の よ うに.時 間 の か か る こ とを 最

も 指 適 し て い る のは 鉄 鋼 ・金 属,電 気,機 械 業 界 で あ り.高 価 で あ る こ と を

指 適 し て い る の は サ ー ビ ス お よ び 化 学 業界,ま た機 密 が もれ る お そ れ の あ る

こ と を 指 適 し て い るの は,サ ー ビス ,化 学 業 界 で あ る(た だ し.サ ー ビ ス 業

界 では.日 本 特 許 に つ い て20%を 示 して い る が 外 国 で は0と な っ て い る戊。

これ を 資本 金 別 に み る と(表V-2-18参 照)日 本 .特許 に つ い て10 ..0

億 以 上 が 不 正 確 の 点 を 最 も 指 摘 し て お り,1億 以 下 は 高 価 の 点 に 不 満 を 示 』し

て い る の が 多 い 。 外 国 の場 合 は や や 異 な り,高 価 の点 が 首 位 とな っ て い る も

の は50～100億 の ラ ン ク で ,100億 以 上 も 時 間 が か か る と い うの と 同

率 で,資 本 金 の 大 き い ほ ど高 価 の 点 に 不 満 を も つ て い る度 合 が 強 い 。

い ず れ にせ よ ,総 体 的 に,現 在 の 調 査 機 関 で満 足 し て い る と こ ろ は 非 常 に

少 な く.ほ とん ど の 組織 は,よ り よ い 調 査 機 関 を 望 ん で い る 。

そ して ・そ の 不 満 の理 由 の最 大 は,時 間 の か か りす ぎ る こ と で あ り ,つ い ・・'

で 高 価 の 点 で あ る 。

これ ら の こ とか ら み て,電 子 計 算 機 を 利 用 し て
,迅 速 な 回 答 を 出 し うる 調

査 機 影 求 め て い る と考 え ら れ ,し か も ・そ の 価 格 は,現 在 よ り安 価 で あ る

こ と を 望 ん で い る。

一 ・49-'



表V-2-18業 種別および資本金別 調査結果不満の理由

化 学 機 械 電 気 鉄鋼 ・金属 サ ー ビ ス そ の 他
`

% % % 1% % %

日

本

不 正 確 27 25 20 22 9 24 7
1
29 1 20 1 25

時 間 i55 51 37 40 15 41 10 42 1 20 1 25

高 価 33 51 26 28 12 52 6 25 2 40 2 50

機 密 12 11 6 6 0 0 1 4 1 20 0 0

そ の 他 2 2 4 4 1 5 0 0 0 0 0 0

計' 107 100 95 100 37 100 24 100 5 100 4
マ
100

外

国

不 正 確 21 20 24 25 8 20 6 27 2 40 o 0

時 間 40 57 40 59 18 44 10 46 1 20 1 25

高 価 57 55 50 29 14 54 6 27 2 40 5 75

機 密 8 7 5 5 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 1 1 6 6 1 2 0 0 0 0 0 0

計 107 100 103 100 41
,100 22 100 5 100 4 100

日

本

〈1 1～10 10～50 50～100 100< そ の 他

不 正 確 5 25 14 18 27 24 10 27 10 57 1 355

時 間 4 51 32 41 41 57 11 50 9 53 0 0

高.価 5 48 26 53 55 29 10 27 6 22 1 555

機 密 0 0 5 6.5 8 7 4 11 2 8 1 553

そ の 他 1 8 1 工5 3 5 2 5 0 0 0 0

計
'
13 100 78 100 112 100 57 100 27 100 5 100

外

国

不 正 確 5 26 12 17 26 21 7 25 11 29 0 0'

時 間 7 57 35 47 48 59 8 29 13 54 1 553

高 価 6 32 19 27 42 34 11 40 13 ろ4 1 353

機 密 0 0 4 6 5 4 1 3 0 0 1 35.3

そ の 他 1 5 2 3 5 2 1 3 1 5 o 0

計 191 100… 70
1

100 124| 100| 28 100 58 100 3 100
1
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2.8特 許 調 査 を 本 務 と す る 人 員

特 許 調 査 の 必 要 性 の 増 大 と 調 査 内 容 の 複 雑 化 に と も な い,特 許 管 理 組 織 内

に 特 許 調 査 を 本 務 と す る 人 員 を 配 置 し て い る 企 業 が ふ え て き て い る と思 わ れ

るが.こ の 現 状 は ど う で あ ろ うか 。(表V-2-19参 照)

表 ▼-2-19特 許調査を本務 とする人員がいる組織数(資 本金別)

組織数 回答数 %囲

1億 未満 7 55 15

1億以上10億 未満 88 264 35

10億 以上50億 未満 129 255 51

50億 以上100億 未満 21 51 41

100億 以 上200億 未満 9 Z7 55

200億 以 上 22 45 49

官公庁等 3 14 21

(注)%は 各項の回答数に占める割合である

1q億 未 満 の 組 織 で は%の 組 織 に しか 特 許 調 査 を 本 務 とす る人 員 が い な い

の に対 し.10億 以 上 の組 織 で は40～50%近 く を 占 め る こ とは
,特 許 管

理 担 当 部 門 の 人 員 の 場 合 と 同 じ く.組 織 が 大 き くな る に つ れ て 調 査 を 本 務 と

す る 人 員 を 配 置 す る よ うに な り,ま た そ の 人 員 も増 加 す る こ とが わ か る 。 し

か し,と に か く半 数 以 上 の 組 織 で は ま だ 特 許 調 査 を 本 務 と す る 人 員 が お ら ず
,

出 願 業 務 の か た わ ら,組 織 に よ って は 特 許以 外 の 業 務 の 片 手 間 に特 許 調 査 が

行 な わ れ て い る とい う現 状 で あ る 。 また 特 許 調 査 を本 部 と す る 人 員 が い る組

織 に お い て もほ とん ど の と こ ろ は1～3人 の 人 員 を 配 置 して い る に す ぎ な い 。

人 員 を 多 数 配 置 し て い る 例 と して は,51人 以 上 い る と こ ろ が 資 本 金200

億 以 上 の 電 気 業 界 に2あ る 。 こ の 反 面,資 本 金1億 未 満 の と こ ろ で も特 許 調

査 を本 務 とす る 人 員 が い る と こ ろ が7あ る 。

さ て.こ の 特 許 調 査 を本 務 と す る 人 員がいるとい うことは 業 種 に よって 異 な る

で あ ろ うか 。(表V-2-20参 照)
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表V-2-20特 許調査を本務 とす る人員がい る組織数(業 種別)

業 種 組織数 回答数 %囲

化 学 108 258 45

機 械 96 251 42

電 気 42 79 55

鉄 鋼 ・金属 25 69 56

サ ー ビ ス 2 65 5

そ の 他 2 5 40
ム

〔注)%は 各 項の回答 数に占める割合である。

サ ー ビス 業 で の 割 合 が 非 常 に 少 な い のは 別 と し て,電 気 業 界 で の 割 合 が 比

較 的 高 く,鉄 鋼 ・金 属 業 界 に お い て 低 い 。 化 学 と機 械 にお い て は特 に 差 が 認

め られ な い 。 後 述 す る よ うに.機 械 検 索 に お い て は 業 種 に ょ る差 が み ら れ る

こ と か ら.機 械 化 の 実 施 が 進 ん で い る化 学 業 界 は 調 査 の 複 雑 化 に 対 処 す る た

め.調 査 を本 務 と す る人 員 を お く割 合 が 高 くな る か と 思 った が,こ の よ うな

こ とは 特 に み ら れ ず,機 械 化 を 実 施 しな くて も 企 業 が 大 き く な れ ば そ れ な り

に 手 検 索 に よ っ て で も 調 査 を 本 務 とす る人 員 を 配 置 す る よ うに な る こ と が わ

か った 。

な お.特 許 調 査 の 目 的 の うち.研 究 開 発 にあ た って の 資 料 収 集 が 大 き な 割

合 を 占 め る組 織 と然 ら ざ る 組 織 と の 間 に,調i査 を 本 務 とす る人 員 配 置 に 関 し

差 が あ る か と思 っ た が,こ れ に 関 して は 特 に 関 連 が な か っ た 。

2.9調 査 を 外部 に委 託 し た 場 合 の 経 費

外 部 委 託 経 費 に つ い て は 回 答 の記 入 の な い と こ ろ が208と 約%を 占 め る

の は,経 費 の 大 体 の 見積 りを す る の を面 倒 だ と思 っ た り,こ の ア ン ケ ー トに

大 体 の 経 費 を 記 入 す る こ と を 拒 ん だ 結 果 と思 わ れ る が,残 念 な こ と で あ る。

資 本 金 別 に ご く大 ざ っぱ な年 間 経 費 の 標 準 を ま と め て み る 。 〔表V-2-

21参,照)
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表V-2-21外 部 委託年 間経費(単 位:万 円)

|

資 本 金 年間経費

1億 未満 5

1億 以上10億 未満 7

10億 以 上50億 未 満 15

50億 以上100億 未満 50

100億 以上200億 未 満 50

200億 以上 200

資 本 金 が 大 き くな る に した が っ て 特 許 調 査 業 務 も増 大 し,ま た 外 部 委 託 費

用 も多 額 の経 費 を 出 す こ とが 可 能 と な る の で あ つ て.昭 和44年1年 間 に 支

払 った 額 が1,001万 円以 上 の 組 織 が 資 本 金50億 以 上 のところが6あ る 。 し

か しな が ら 日本 特 許 は もち ろ ん の こ と.外 国 特 許 で さ え 外 部 に 委 託 す る こ と

な く,す べ て 組 織 内 で 調 査 を行 な う こ と が で きた と こ ろ が か な り の 数 に 達 す

るのは どδ解釈すべ きであろ うか 。それほ どまでに豊富 な人材 をかかえているのか .そ れと も

外部 に依頼するほ どの複雑 な調査.た とえば難解 な言語 の国 とか資料館に さえ資料 のない国 へ

の輸 出の可否.ま たは権利 の存否の調査 な どは考慮 する必要のない ところなのであろ うか。

210特 許 情 報 の 機 械 検 索

こ の 部 分 に 記 入 の な い 回 答 が 約 半 分 あ る こ とは,他 の 箇 所 に くら べ て 著 し

い 特 徴 で あ る。 こ の こ とは,い まだ 特 許 の 機 械 検 索 に つ い て の 知 識 や認 識 が

浅 い と思 わ ざ る を え な い 。 記 入 の な い 回 答 を 資本 金 との 関 連 で 眺 め て み る と,

資 本 金 の 小 さ い 場 合 は 記 入 の な い 方 が 多 く.資 本 金 の 増 加 す る に つ れ て 漸 次

記 入 率 か 増 し.50億 以 上 の と こ ろ で は 記 入 の な い の は 約%の み と い う よ う

に 改 善 さ れ て く る。 記 入 の な い こ とは 業 種 に よ る 差 は な い 。

特 許 情 報 の 機 械 検 索 の実 施 ま た は 開 発 な ど にお け る著 し い 特 徴 は,業 種 に

よ る 差 で あ る 。

端 的 に い え ば,化 学 業 界 に お い て は機 械 検 索 が か な り 実 施 され て い る か,

ま た は 開 発 中 で あ る 。 電 気 業 界 も 比 率 か ら い え ば 化 学 に 準 じ て 実 施,開 発 さ
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れ て い る よ うに み え るが,こ れ は 業 界 と して 資 本 金 の 大 き な 組 織 の 占 め る 割

合 が 化 学 業 界 よ り大 き い こ と を 割 引 き し て 考 え な け れ ば な ら な い 。 化 学 業 界

で は か な り資 本 金 の小 さ い と こ ろ で も 機 械 検 索 を 実 施 し て い る と こ ろ が 多 い 。

サ ー ビ ス 業 界 が 劣 っ て い る こ と は も ち ろ ん で あ る が,こ れ を 除 く と機 械 お よ

び 鉄 鋼 ・金 属 業 界 が 機 械 検 索 に つ い て お く れ て い る 。 こ れ は こ の 業 界 が 資本

金 の 少 な い組 織 の 占 め る割 合 が 大 きい こ と も 若 干 影 響 し て い る と思 わ れ る が,

こ の こ と を 考慮 し て も,や は り,機 械 検 索 の 面 で お くれ て い る とい う こ と が

で き る 。

特 許 の 機 械 検 索 を 実 施 申 と開 発 中 に マ トを しぼ り,こ れ を 業 種 別 に眺 め て

み よ う 〔表V-2-22,表V-2-23,表V-2-24参 照)ポ

表V-2-22電 子計算機を利用する特許の検索

業 種 実施中 開発中 回答数

化 学 5 11 125

機 械 0 2 155

電 気 0 5 46

鉄 鋼 ・ 金 属 2 0 58

サ ー ビ ス 0 0 36

そ の 他 0 0 1

官 公 庁 等 1 1 59

表V-2.-23カ ー ドセ レクターを利用する特許の検 索

業 種 実施中 開発中 回答数

化 学 21 19 147

機 械 5 5 147

電 気 6 1 57

鉄 鋼 ・ 金 属 0 2 59

サ ー ビ ス 1 0 33

そ の 他 0 0 2

悟 公 庁 制1
0 53

■
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表V-2-24マ イクロフイルムを利用する特許の検 索

業 種 実施中 開発中 回答数

化 学 4 1 104

機 械 0 2 125

電 気 2 2 49

鉄 鋼 ・ 金 属 1 1 56

サ ー ビ ス 0 0 51

そ の 他 0 0 1

官 公 庁 等 0 0 50

電 子 計 算 機,カ ー ドセ レ ク タ ー,マ イ ク ロ フ ィル ム 以 外 の も の を利 用 し た

も の と し て は ピ ー カ ー ブ ・カ ー ドな ど を あ げ た と こ ろ も あ る が,特 記 す べ き

も の は な か った 。

化 学 業 界 が特 に 特 許 の 機 械 検 索 の 面 で 進 ん で い る の は.一 般 に ドキ ュ メ ン.

テ ー シ ョ ン に お い て化 学 の 分 野 が 進 ん で い る こ とか ら も うな ず か れ る,こ と で

あ るが.特 に英 国Derwent社 の 医 薬,農 薬,高 分 子 な ど に 関 す る特 許 の ドキ ュ

メ ン テ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム が 特 許 の 機 械 検 索 の 実 施 に 大 き く あ ず か っ て い る

こ とは 関 係 者 の ひ と し く認 め る と こ ろ で あ る。

2.11機 械 検 索 シ ス テ ム の 開 発

特 許 の 機 械 検 索 の 経 験 を もつ 場 合 に,そ の シ ス テ ム は 自恕 織 内 で 開 発 し た

も の か,他 社 で 開 発 した も の を 利 用 し た も の か 。 ま ず,機 械 検 索 の 経 験 あ り

と 回 答 の あ った と こ ろ を 業 種 別 に 分 け て み る 〔表V-2-25参 照)。
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表V-2-25特 許 の機械検索 の経験 のある組織

業 種 組 織 数 %囲

化 学 44 18

機 械 15 7

電 気 11 14

鉄 鋼 ・ 金 属 3 4

サ ー ビ ス 4 6

そ の 他 0 0

官 公 庁 等 3 3

〔注)%はC－ トー①項 の回答数 に占め る害拾 ではな く

無回答 も含んだ全回答 に占める割合である。

こ の 点 か ら み て も化 学 業 界 が 特 許 の 機 械 検 索 の面 で 進 み.電 気 業 界 が これ

に っ づ き.機 械,鉄 鋼 ・金 属,サ ー ビ ス 業 界 が お くれ て い る こ と が わ か る 。

先 に もふ れ た が,化 学 業 界 は か な り 資本 金 の 小 さい と こ ろ で も機 械 検 索 が 行

な わ れ て い る の が 特 徴 と い え る。 化 学 業 界 と こ れ に 準 ず る比 率 を も つ 電 気 業

界 と を こ の 点 に つ い て 資 本 金 の 大 小 に よ っ て く ら ぺ て み る と,こ の 点 は は っ

き り し で くる 〔表V-2-26参 照)。

表V-2-26特 許 の機械検索の経験あ る組織(資 本金別)

資 本 金 化 学 電 気

1億 未満 1 0

1億 以上10億 未 満 5 1

10億 以上50億 未 満 20 5

50億 以 上100億 未 満 10 0

100億 以上200億 未 満 1 1

200億 以上17 4
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つ ぎ に シス テ ム の 開 発 の 点 を 調 へ て み .る。 企 業 の み に つ い て い え ぱ,機 械

検 索 を 現 在 実 施中 で,そ の シ ス テ ム を 自恕 織 内 で 開 発 した と こ ろ は15に し

か す ぎ ず,し か も こ の うち の 大 部 分 は パ ンチ カ ー ドし か 使 用 し て い な い 。 電

子 計 算 機 に ょ る検 索 を 自組 織 内 で 開 発 し た シ ス テ ム に よ り実 施 し て い る と こ

ろ は5し か な か った 。 官 公庁 等 に お い て は 特 許 の 機 械 検 索 の経 験 を 有 す る と

こ ろ は5で あ り,こ れ ら は い ず れ も そ の シ ス テ ム を 自組 織 内 で 開 発 した も の

で あ る が,こ の うち 電 子 計 算 機 に よ る 検 索 を実 施 中 の と こ ろ は1の み で あ っ

た 。,

こ れ らの こ とは 特 許 の機 械 検 索 シス テ ム の 開 発,と くに 電 子 計 算 機 に よ る

検 索 シ ス テ ム の開 発 が い か に 困難 で あ る か を 物 語 る もの で あ る。

2.12特 許 の機 械 検 索 を 行 な わ な い 理 由

ど の理 由 に も 記 入 の な い と こ ろ を 除 き,必 要 性 を 認 め る が 余 力 が な い とい

う理 由 が 半 分 以 上 を 占 め る 。 こ れ は 資本 金50億 以 上 の 大 企 業 に お い て す ら

51も あ る とい う こ と は,い か に 自恕 織 内 で 機 械 検 索 を 行 な う こ とが 困 難 で

あ る か とい うこ と を示 す も の で あ る 。

つ ぎ に,信 頼 で き る検 索 シス テ ム の開 発 を 待 つ と い う と こ ろ は120で ,

こ れ も50億 以 上 の 大 企 業 で す ら29あ る 。

信 頼 性 が 乏 し い こ と を 理 由 に あ げ た と こ ろ は10に し か す ぎ ず,こ の 点 は

あ ま り問 題 と され て い な い よ うで あ る 。 しか し,こ の10の う ち7ま で が 機

械 業 界 で あ る と い うこ と は い か な る理 由 で あ ろ うか 。 機 械 業 界 が 特 許 の 機 械

検 索 に お い て お く れ て い る こ と と 考え合わせ ると 興 味 の あ る 点 で あ る 。 しか も

こ れ ら の と こ ろ は い ず れ も 特 許 の 機 械 検 索 の 経 験 の な い と こ ろ ば か り で あ っ

た 。 経 験 は な い の に 信 頼 性 が 乏 し い と思 って い る とい うこ とは,な に か 機 械

関 係 の 分野 で の 機 械 検 索 に お い て 信 頼 の お け な い よ うな 事 例 で も あ 。 た の で

あ ろ うか 。 ま た こ の7の うち6ま で が 資 本 金10億 以 上50億 未 満 の 中 堅 企

業 で あ る の は 偶 然 で あ ろ うか 。

必 要 性 が 認 め ら れ な い と い うと こ ろ と.考 え た こ と が な い と い う と こ ろ を

合 わ せ る と149と な る が,こ れ を 企 業 の み に つ い て 考 え る と136で あ っ

た 。 こ れ は 資 本 金 の 小 さ い企 業 ば か り と は 限 らず ,50億 以 上 の と こ ろ で さ

一57-一 一



え21あ っ た 。

参 照 ノ

しか し こ の う ち の11は サ ー ビ ス 業 で あ っ た(図V-2-3

信頼 性乏 しい
10

図V-2-5特 許 の機械検索を行なわない理 由

2.15一 般 技 術 文 献 の 機 械 検 索

これ も特 許 の機 械 検 索 の場 合 と同 じ よ うな 傾 向 が 認 め ら れ た 。 す な わ ち ・

化 学 業 界 で 進 ん で お り,電 気 業 界 が これ に つ づ き,機 械,鉄 鋼 ・金 属.サ ー

ビス 業 界 で お くれ て い る(表V-2-27参 照)。

表V-2-27一 般 技術文献 の機械検索を実施 してい る組織

業 種 組 織 数 %囲

化 学 18 8

機 械 8 5

電 気 5 6

鉄 鋼 ・ 金 属 3 4

、

サ ー ビ ス 2 3

そ の 他 o 0

官 公 庁 等 1 1

(注)%は 無 回答 も含 んでの全回答に占め る割合
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資 本 金 の面 よ りみ れ ば,資 本 金 の 大 き くな る に つ れ て 実 施 し て い る 比 率 が

増 す が,こ れ は 当 然 で あ ろ う。

一 般 技 術 文 献 の 機 械 検 索 と特 許 の 機 械 検 索 と の関 連 は ど うで あ ろ うか 。 こ

れ を 現 在 実 際 に 実 施 し て い る 企 業 に 限 っ て 業 種 別 に 比較 し て み る(表V-2

-28参 照)

表V-2-28機 械検索の実施における特許と技術文献の関連

〔単位:組 織数)

業 種 特許と文献の両方 特許のみ 文献のみ

化 学 11 19 7

機 械 1 4 7

電 気 1 7 4

鉄 鋼 ・ 金 属 1 2 2

サ ー ビ ス 1 0 1

そ の 他 0 0 0

化 学以 外の業 種 では 大 体 にお い て特許 の み の機 械検 索 を実 施 す る と ころ と,

文 献 のみ の機械 検 索 を実 施す る と ころ に分 か れ るが,化 学 業界 で は この両 方

を実 施 してい る と ころの 絶対 数 お よび 比率 が非 常 に高 い。
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VI.特 許情報の検 索サ ー ビ

ス機関 について





1.総 論

民 法 上 の 公 益 法 人 の よ う な,公 益 性,中 立 性 の あ る 機 関 が 新 設 さ れ る と し て

特 許 情 報 検 索 サ ー ビス 機 関 の あ り方 に つ い て,14の 質 問 を 行 な っ た 。 そ の 結

果 か ら,今 後 こ の 種 の 機 関 の 設 立 に あ た っ て は,以 下 の 点 に注 意 し な け れ ば な

ら な い こ と が わ か っ た 。 これ を お お ざ っ ぱ に ま とめ る と,以 下 の と お りで あ る 。

(1)本 機 関 は 電 子 計 算 機 を 使 用 し て,特 許 情 報 の 検 索 を 行 な う こ と を 考 え るべ

き で あ り,

(2)電 子 計 算 機 に イ ン プ ッ トす べ き特 許 情 報 と し て は,

日 本(特 許,実 用 新 案 と も),イ ギ リス,ア メ リ カ,西 ドイ ツ,フ ラ ン ス

は 不 可 欠 で あ り,そ の 範 囲 は 少 な く と も1945年 以 降 現 在 ま で の 情 報 類 は

必 ず 必 要 で あ る 。

(3)検 索 の 質 に 関 し て は,検 索 も れ が ゼ ロ な い し,ご く少 な い こ と を 要 す る 反

面,適 合 率 の よ い こ とは 必 ず し も 必 須 条 件 で は な い 。

(4)検 索 結 果 の報 告 に あ た っ て は,

i)公 告(公 開)ま た は 特 許 番 号

ii)発 明 の名 称

iiD出 願 人 名

VD抄 録 また は 請 求 範 囲

の記 載 が 必 要 で あ る。,

以 上 の ほ か,本 調 査 で 明 ら か にな っ た こ とは 次 の と お り で あ る 。

す な わ ち,本 機 関 の 利 用 回 数 に つ い て は,層 別 に か な り分 散 して お り,一

概 に は い え な い が 必 要 の つ ど,こ れ を 利 用 す る と の 態 度 が 多 い 。 端 末 機 の 設

置 につ い て は,今 の とこ ろ 明 確 で な い た め か,「 わ か らな い 」 と の 回 答 が 多

い 。 そ の ほ か,サ ー ビス に 関 して は,抄 録,索 引 の 発 行,複 写 サ ー ビス,閲

覧 サ ー ビス,翻 訳 サ ー ビス を 望 む 声 は 多 い が,研 究 成 果 発 表,専 門 技 術 者 の

養 成 を 望 む 声 は 意 外 に少 な い 。

概 観 す れ ば 上 述 の とお りで あ るが,こ れ の 点 に つ い て 細 部 に わ た っ て 考 察

す る と,お も し ろ い 問 題 が い ろ い ろ と あ る の で,以 下 に 述 べ る こ と に す る。
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2.各 論

Zl検 索 に 電 子 計 算 機 使 用 の 可 否

電 子 計 算 機 の使 用 につ い畠て の 調 査 の 業 種 別 の 回 答 は
,表VI-2-1の と お

りで あ る。

表VI-2-1業 種 別 に おけ る検 索 の電 子計 算 機 の使 用 の可 否(注)

Ii
官公庁等

業 種 別
回 答 合 計

計
1イヒ 企 業 ρ学 機 械i電 気

鉄 鋼 サービス その他

f電 子計算機で

①
検索すべき

643

(82.9ρ

53

(57090

589

(85.0%)

207

(86.6%)

203

(87690

70

(8Z4%)

60

(85.9%)

1

47

(72.3%1

2

(40.0%1

他方法で
②
検索すべき

7 2 5 2 1 0 2 0 0

③併用方式で 55 2 55 11 8 8 3 2 1

回答 な し

100

(12.万)

36

(587%)

64

(93鳴

19

(8.0%

20

(8.6%)

2

(2.59∂

5

(ス0%)

16

(24.6%)

2

(4aO90

計 785 95 691 239 252 80 70 65 5

(注)② お よび ③ は件 数 が少 な い ので%は 省 略

表VI-2-1よ り 明 ら か な よ うに,電 子 計 算 機 を 利 用 す べ き だ とす る 回 答

を 業 種 別 に み る と,化 学,機 械 ,電 気 お よび 鉄 鋼 につ い て は 有 意 差 が 認 め ら

れ な い ・そ れ ぞ れ86～88%の 率 で 電 子 計 算 機 利 用 を 推 して い る
。 こ の 回

答 に 併 用 方 式 で と す る も の を あ わ せ て 考 え る と
,化 学(91.0%),機 械

(91・0%)・ 電 気(98%),鉄 鋼(90%)と な り
,こ れ ら 企 業 の 大 部

分 が 電 子 計 算 機 を 使 うべ き,と い う回 答 を した こ と に な り
,特 に 電 気 業 界 は

著 し い。

ま た ・こ の 問 題 につ い て は 官 公 庁 等 と サ ー ビ ス 業
,そ の 他 の製 造 業 を 除 い

い た 企業 と の 考 え 方 が 大 分 違 ・ て ・・る .た とえ 併 用 方 式 を 官 公 庁 等 に力吐 て
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も60%弱 で あ るが,な ぜ こ の よ う な 結 果 が 出 る の か 充 分 理 解 で き な い が,

官 公 庁 等 に は 回 答 な し の 率 が 高 い こ とか ら し て も,工 業 所 有 権 に 対 す る 必 要

性 の差 が こ の よ うな 結 果 を 生 ん だ の で あ ろ う。 「他 方 法 で 検 索 す べ き 」 と し

た 回 答 が 少 しあ った が,そ の 理 由 は,

イ.わ か ら な い

ロ.ペ イす る な ら 電 子 計 算 機 を 使 って も よ い 。

で あ り,積 極 的 な 電 子 計 算 機 の 反 対 論 者 で は な い 。

「併 用 せ よ 」 と した 回 答 は,電 子 計 算 機 だ け で は 充 分 で な い,と 考 え る か ら

で あ ろ う が,そ の 理 由 に2種 類 あ る 。 一 つ は 利 用 す る手 段 を,一 つ は 機 械 と

人 間 と い う観 点 か ら の 回 答 で あ る。 こ れ の 内 訳 と して は 次 の とお り で あ る 。

(1)マ イ ク ロ フ イル ム ・カ ー ドセ ク タ ー お よ び そ の他 の 手 段(16件)

② 電 子 計 算 機 だ け で は 不 充 分 な の で,手 作 業 に よ る検 索 を 行 な う(10件)

(3)具 体 的 な 理 由 な し(9件)

(1)と ② の 回 答 の違 い と し て,(1)の 回 答 は 検 索 行 為 以 外 に さ ら に 利 用 者 が

得 ら れ る 資 料 に ま で 考 え が お よ ん で い る と 思 わ れ る が,(2)の 回 答 は 検 索 行

為 に 重 点 が 置 か れ て い る の で は な い だ ろ うか 。

い す れ に し て も,「D－ イ」 の 項 目 で 「併 用 せ よ 」 と の 回 答 が 極 め て 少

な い の が 大 き な特 徴 で あ る 。

これ を 全 体 的 にみ る と 図W-2-1の よ う に な る。

/

回答＼

珍
回答数

785

① 電 子計 算 機 で検 索す べ き

645

③ 併 用55

② そ の他 の方 法7

図VI-2-1検 索 に 電 子 計 算 機 使 用 の 可 否
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2・2電 子 計 算 機 利 用 を 可 と す る 理 由

電 子 計 算 機 を 利 用 し て 検 索 す べ き 理 由 は 今 後
,情 報 量 が 多 くな る の で ス ピ

ー ド検 索 を す る た め で あ る こ とが 図W -2-2か ら わ か る
。

ヅ
㌔

1.1.B27

端末機械設置可能131

時間がかからない

図Vl-2-2電 子 計 算 機 利 用 を 可 とす る 理 由

な お,そ の 他 の 意 見 と し てICIREPATで 行 な って い る か ら と い うの が あ っ

た 。

2.3新 設 機 関 へ の期 待 度

特 許 情 報 の 検 索 サ ー ビ ス を 行 な う機 関 が 新 設 され る と し た ら
,そ の 機 関 に

どの 程 度 の サ ー ビ ス を 期 待 す る か ,を 調 査 し た の で あ る が,そ の結 果,図VI

-2-3の と お り 「外 国 の 調 査 機 関 を 必 要 と
しな い程 度 」,あ る い は 「外 国

の 調 査 機 関 で こ とた りる 程 度 」
,と す る も の が 回 答 の大 勢 を 占 め て い る の で,

新 設 機 関 に高 度 か つ 充 実 し た サ ー ビ ス を 期 待 し て い る こ と が わ か る 。

一64一



遍
⊥レ』　
269/

図W-2-5機 関 に 対 す る 期 待 直

な お,回 答 を 業 種 別 に み る と表VI-2-2の と お りで あ る。

表VI-2-2業 種 別 に お げ る 新 設 機 関 へ の 期 待

回 答 合 計

'業 種 別1
'1

企 業

計 化 学 機 械{電 気1 鉄 鋼 ㎡サービス1そ の他
1

①外国の調査機
関を必要としな
い程度

294

(42.6(沿

21

(25.8%)

272

(3%%D

90

(5Z8%) (44.09∂

4

105154

(4ろ.0%

27

(391(κ)

16

(24.69∂

2

(40%)

②外国機関を一
部利用してもよ
い

269

(34.6%)

22

(24,4%)

247

(56%)

99

(41.6%)

75

(320%)

51

(592(殉

20

(290%

22

(35.ggo
0

③外国機関と併
せて利用する程
度

68

(6890

6

(6.69∂

62

(9.1%)

18

(75%)

19

(8.2(X)

6

(76%)

11

(16σ ↓0

8

(12.39∂

,

0

回 答 な し 147 41 106 31 54 8 11 19 3

.

計
±

778 90 687 2ろ8 221 79 69 65 5
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2.4イ ン プ ッ トす べ き 資 料 の 希 望 国 名

最 小 限 どこ の 国 の も の を 検 索 の 対 象 資 料(特 許 明 細 書 類)と して 電 子 計 算

機 に イ ン プ ッ トす る 必 要 が あ るか を 調 査 し た。

そ の結 果(醐 一2-4参 照)・
、日本(特 許 ・実 用 新 案),ア メ リ カ 頑

ドイ ツ'イ ギ リス ・ フ ラ ン ス の イ ン プ ッ ト'が不 可 欠 で あ り
,こ れ に ソ 連,オ

ラ ン ダ,ス イ ス が あ れ ば 便 利 とい う こ と が わ か っ た 。

しか し,特 許 庁 資 料 館 の 閲 覧 者 の 閲 覧 資 料(図VI-2-5参 照)を み る と
,

日 本 とア メ リカ だ げ で 充 分 と 考 え ら れ な い こ と も な い 。 だ が ,こ れ は 人 材 や

語 学 上 の 問 題 点 が あ るの で 一 概 に 決 め る の は 危 険 で あ る 。

な お,そ の他 と し て 示 さ れ た 国 は,ベ ル ギ ー,イ タ リー ,カ ナダ,オ ー ス

トラ リア,台 湾,韓 国 な ど で あ る。
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件

数
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フランス5%

イギ リス2%

オ ラ ンダ1%

西 ドイツ3%

/公 報

18%/＼ 乙…t

実用新案公報

5001i,

特許公報

図VI-2-5特 許 庁 資 料 館 に お げ る 閲 覧 資 料 の種 類(公 報 の み)

昭 和44年 対 象1.052人

2.5イ ン プ ッ トす べ き 資 料 の 最 小 限 の 年 代 範 囲

「1945年 以 降 の 資 料(特 許 明 細 書 類)を 最 小 限 に電 子 計 算 機 に イ ン プ

ッ トす る 必 要 が あ る 」 とす る も の が,回 答 者 の66%を 占 め て い る 。 次 につ

づ くの が 「1960年 以 降 …… 」 の16%で あ る が,こ れ は 前 者 の1945

年 以 降 に含 まれ る の で,1945年 以 降 の 資 料 が 最 小 限 必 要 と す る も の は82

%VLの ぼ る(図VI-2-6参 照)。

1945年 以 降 の 資 料 と は,戦 後 の 資 料 で あ り,図1-1(2ペ ー ジ参照)の1.1.B

発 表 の 先 行 技 術 情 報 源 の 年 代 別 分 布 を 見 て も,こ れ が 妥 当 な 線 を 示 して い る

と い え る の で,電 子 計 算 機 に イ ン プ ヅ トす べ き 資 料 の 年 代 は1945年 以 降

で 充 分 とい う こ と に な る。
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/19・ ・

/ 年 以 ・1920年1960年 以 降

以 降5%

15(シ6160/6

㌧∵〕

図VI-2-6イ ン プ ッ トす べ き 資 料 の 年 代 範 囲

2.6電 子 計 算 機 を 用 い るべ き で な い とす る 意 見

回 答 は 次 の とお り で あ る 。

ω 手 作 業 に よ る 検 索 の 方 が 信 用 お け る

② 短 時 間 に 検 索 の 結 果 を え る 必 要 な し

(3)1.1.B.で も 手 作 業 で 検 索 して い る

(4)そ の 他

(10件)

(4件)

(5件)

(19件)

(1りと(2)に 回 答 した も の は 電 子 計 算 機 で は 調 査 に 信 頼 が お け な い と考 え て い

る も の で あ る が,(4)の そ の 他 に も こ の 種 の 回 答 が 含 ま れ て い る。

(4)と 回 答 し た も の の うち 具 体的 な 意 見 を あげ る と,

① 電 子 計 算 機 で は,蓄 積 ま た は 直 接 的 に読 み 込 む こ と の で き な い 図 面 公 報

管 理 の た め に,マ イク ロ フ イ ル ム や カ ー ドシ ス テ ム を 兼 用 す る 必 要 が あ る

(5件)

② 簡 単 な も の は 手 作 業 の 方 が 早 い(4件)

③ ノ イ ズ を 除 くた め に 人 間 が 読 ん で 判 断 す る 必 要 が あ る(2件)

④ 手 作 業 で 検 索 す れ ば 目的 に よ り関 連 の もの が 見 い 出 せ る ………(1件)

⑤ 中 小 企 業 に 適 し た 方 法 で な い(1件)

ほ か は 電 子 計 算 機 で は 信 頼 で き な い と い うも の で あ る 。
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2.7調 査 依 頼 の 目的

回 答 は 次 の と お り で あ る 。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

600

500

400件

500

200

100

特 定 技 術 に関 連す る特 許 の調 査

特 定特 許 に対 応す る他 国 の特許 の調査

特 定 の出 願人 の特 許 の 調査

特 定 の 発明者 の特 許 の調 査

あ る特 許 の 権 利 が まだ 生 き て い る か ど う か

その他

(631件)

(425件)

(256件)

(83件)

(289件)

(10件)

(5)

(4)

(3)

(図VI-2一 ア 参 照)

(1M・学(・ ㈱(・)電 気1(、)鉄 鋼(,)サ ー ・ス,(,)そ の他(・)官 公庁笠]

関

連

調
査

対

応

調
査

出
願
人
調
査

図VI-2-7

発 権

器 調
査 査

項 目

調 査 依 頼 の 目的
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上 記 回 答 の うち,② ～(4)は 書 誌 的 事 項 を 電 子 計 算 機 に イ ン プ ッ トさ え す れ

ば よ く,さ して 難 事 と は 考 え ら れ な い 。 回 答 ㈲ は 比 較 的 多 い が,こ の 問 題 で

電 子 計 算 機 を 利 用 す る とす れ ば,年 金 未 払 い も 常 時 イ ン プ ッ トす る 必 要 が あ

り,若 干 繁 雑 で あ る の で,入 が 主 にな っ た 調 査 に な る で あ ろ う。(6)「 そ の他」

と 回 答 した も の を 具 体 的 に あ げ る と,

① 発明 の傾 向調 査 (1件)

② 審 査 お よび 異 議 申 し立 て に引 用 された 公 知 資料 の各 種 あ る いは 公告 番 号

③ 出願 か ら 権 利

が あ り,

2.8

審判 にい た る まで の経 緯

(1件)

(1件)

数 は 少 な い が 「キ メ 」 の 細 か い サ ー ビ ス を 要 求 し て い る 。

新 設 機 関 の検 索 シ ス テ ム の 検 索 の 質 につ い て

こ の検 索 の 質 の 調 査 は 今 回 の調 査 の 重 要 な 一 項 で あ る 。 な お,質 問 に 際 し

て は 具 体 的 な 検 索 シ ス テ ム を 例 示 し て質 問 し,こ れ につ い て の 意 見 を 求 め る

の が 順 当 で あ ろ うが,ま だ 例 示 で き る よ うな シ ス テ ム が 当 方 に な い の で,あ

い ま い で は あ る が 次 の よ う な質 問 を 行 な った 。.

(1)

(2)

(3)

(4)

検 索 も れ は 絶 対 な い こ と。 た だ し,適 合 率 は 低 くて も よ い 。

検 索 も れ が ほ と ん どな い こ と。 た だ し,適 合 率 は 若 干 低 く て も よ い 。

検 索 も れ は 若 干 あ って も よ い 。 た だ し,適 合 率 は 若 干 高 い こ と。

検 索 もれ は あ って も よ い 。 た だ し,適 合 率 は 高 い こ と 。

(図VI-2-8参 照)

検 索もれi若干 あって もよい

§鍵 熟 ゴ

もれがほとん どない こと

適合率若干 低 くて良い

検索もれは絶対ないこと

＼ ただ し適 合率は低 くてもよい

図VI-2-8要 求 す る 検 索 の 質(資 本 金 別)
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検 索 も れ と 適 合 率 とは,検 索 シス テ ム の 設 計 に あ た っ て 無 視 で き な い も の

で あ り,一 般 文 献 の 場 合 は,普 通 適 合 率 の 高 い こ と が 望 まれ る が
,特 許 文 献

の 場 合 は どの よ うに 考 え るべ き か を 調 査 す る の が 本 設 問 の 主 旨 で あ る
。

ま ず,回 答 を 概 観 す る と 回 答 数 に対 し,(1)ま た は ② に 賛 意 を 表 す る も の が

68.5%,(3)ま た は(4)に 賛 意 を 表 す る も の が15 .2%,白 紙 回 答 が16.3%

で あ る。 す な わ ち,過 半 数 の も の が 適 中 率 よ り も検 索 も れ に 懸 念 して い る こ

とが わ か る 。 こ の 傾 向 は,企 業(製 造 業)の み を み る と
,さ ら に 強 く,727

%の も の が(1)ま た は(2)に 賛 意 を 表 し て お り,(3)ま た は(4)に 賛 意 を 表 す る も の

が15.2%,白 紙 回 答 が12.2%と な っ て い る 。

こ れ を さ ら に詳 細 に 調 べ る と,官 庁,大 学,研 究 所 にお い て は
,上 述 の傾

向 が うす い こ と に 気 づ く。 す な わ ち,(Dま た は ② に 賛 意 を 表 す る も の が50

%,(3)ま た は(4)に 賛 意 を 表 す る も の が1Z1%(そ の 比 率 は 約2:1),白

紙 回 答 が52.8%で あ り,前 述 の 総 数 に対 す る上 記 比 率(68.5:15.2す

な わ ち 約4.5:1)に 比 較 して も,ま た 製 造 業 に 対 す る上 記 比 率(72 .7:

15.2す な わ ち 約4.8:1)に 比 較 し て も,相 当 な 開 き が あ る こ とが わ か る 。

一 面
・ 白紙 回 答 の 比 率 も こ の場 合,他 に 比 較 して と く に 高 い 。 こ の こ とは,

企 業 に所 属 す る 研 究 者,技 術 者 と官 庁,大 学 な ど に 所 属 す る 研 究 者 との 間 に ,

特 許情報の利 用 の 仕 方 に 対 し て 若 干 の 差 が あ る の で は な い か と考 え ら れ る 。

つ ぎ に,企 業 のみ に つ い て 考 え る と
,資 本 金 の 大 き な 企 業 ほ ど(1)な い し(2)

の 見 解 を 示 す 比 率 が 高 くな って い る よ うで あ る 。 た だ し,業 種 別 に み る と,

特 に 目立 っ た 相 違 は み ら れ な い(サ ー ビス 業 に 関 し て は,多 少 例 外 で 白 紙 回

答 の 率 が 異 様 に高 い)。 そ して,大 会 社 ほ ど特 許 情 報 を 権 利 書 と し て 見 る傾

.向 が 強 い と も 考 え ら れ る が,い ま少 し別 の 調 査 を 行 な わ な い と,こ こ で 早 急

の 結 論 とす る こ とは で き な い 。

つ ぎに,(3),(4)の 回 答 が な さ れ た も の に 対 し て そ 詳 細 を 調 査 し て み た。

こ の 中 に は,た と え ば 「い ち が い に い え な い 」 とか 「両 者 と も に 高 い こ と

を 希 望 」 と か とい う よ う な 回 答 も1件 ず つ あ っ た が,な お そ の ほ か に 「調 査

目的 に よ っ て こ の 関 係 は 相 違 す る 」 とか 「検 索 依 頼 を す る方 で,あ ら か じ め

ど ち ら に ウ エ イ トを 置 くべ き で あ る か を 申 し 出 で て
,こ れ に合 う よ う に検 索

法 を 定 め る べ き で あ る 」 と い っ た 傾 聴 に値 す る 意 見 も あ っ た(4件)こ と に
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注 目 す べ き で あ る 。

そ の ほ か,(3)な い し(4)に 回 答 さ れ た も の を 層 別 す る と 表VI-2-5,表VI

-2-4お よ び 表VI-2-5の よ う に な る 。

表VI-2-5(3)の 回 答 を し た も の の 分 析 結 果

1

1億 以下

`

1～10

1

1〔ト)50 50～400 い ・・～'… 億
200 以上

不i
il

明 合 ∋
|

化 当 1 9 5 3 0 0
,

1 19

機 械 2 13 14 0 0 0 2 31

電 気 0 5 1 0 0 0 0 6

鉄 鋼 ・金属 0 4 3 0 0 1 0 8

合 計 3 31 25 3 0 1 5 64

表VI-2-4(4)の 回 答 を し た も の 分 析 結 果

i備 以下ト ・

|

}

10～50 50～10C
100～

200

200億

以上
不 明■

i

l化 学
11 1 3 2 0 1 0 8

機 械 2 3 8 1 1 0 0 15

電 気 0 5 0 0 0 0 0 3

鉄鋼 ・金属 0 5 2 0 0 0 0 5

合 計 3 10 1ろ 5 1 1 0 51

表xq2-5(3)ま た は(4)の 回 答 を した も の の 分 析 結 果

1億 以下 1～10 10～50 50～100

100～

200

{

200億
不

以上
明 当

化 学 2 10 8 5 0 1 1 27

機 械 4 16 22 1 1 0 2 46

電 気 0 8 1 0 0 0 0 9

鉄 鋼 ・金属 0 7 5 0 0 1 0 13

合 計 6 41 ろ6 6 1 2 3 95
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上 記 の 表VI-2-3,表VI-2-4お よ び 表X,1-2-5を 見 る と
,こ の よ

うな 回 答 を して い る 企業 は,資 本 金50億 未 満 の 企 業 に お い て 目立 ち
,こ れ

以 上 の 企 業 で は 非 常 に少 な い 。 こ れ を 構 成 企 業 数(た と え ば
,資 本 金1～10

億 の 企 業 の 合 計)と の 比 率 に お い て み る と,こ の 傾 向 は あ ま り顕 著 で は な い

が,や は り上 述 の 傾 向 が わ ず か に存 在 す る こ と が わ か る
。 た だ し,こ の こ と

が 何 を 意 味 す る の か は よ くわ か らな い 。

上 記3表(表VI-2-3,表VI-2-4,表VI-2-5)は 官 公 庁 等
,サ

ー ビス 業 は 除 外 し た
。

2・9新 設 機 関 の 検 索 シ ス テ ム に よ る検 索 の 回 答 内 容 に 要 求 さ れ る 事 項

質 問 は 次 の よ う`に6区 分 し,例 示 し て 行 な っ た 。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

公告(公 開)番 号 また は特 許番 号

公告(公 開)番 号 ま た は特 許番 号+発 明 の 名 称+出 願 人名

公告(公 開)番 号 ま た は特 許番 号+発 明 の名称+出 願人 名+検 索 に使 用

した キー ワ ー ド

公告(公 開)番 号 また は特 許 番 号+発 明 の名 称+出 願 人 名+該 当特 許の

抄 録 また は請 求範 囲 を 記 載した もの

公告(公 開)番 号 また は特 許 番号+該 当特 許 公報(明 細書)

そ の他(具 体 的 に記 入 を要 求 した)

こ の 質 問 は,電 子 計 算 機 検 索 シ ス テ ム の ア ウ ト プ ッ トに 関 す る 設 計 の た め

の 調 査 で あ る。(図VI-2-9参 照)

(B)+抄 録または請求範囲
＼を記したもの

公告番号または特許番号=(1)

10%

一

(1)+発 明 の名称+出 願人名 一(B)

(B)+K・yw・,d,

図VI-2-9調 査 結 果 の報 告 内 容
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回 答 を 概 観 す る と,約40%の も の が(4)を 要 求 して お り,約18%の も の

が(5)を,約15%が(3)を,約9%が(2)を,さ ら に6.5%ほ ど が(1)を 要 求 して

い る。 特 別 の 提 案 を し て い る も の(6)は,か な り少 な く2%以 下 で あ る 。 白 紙

回 答 は統 計 で 約14%,企 業 別 で9.8%と か な り少 な い 。

白 紙 回 答 率 を 除 い て 考 え る と,上 述 の 数 字 は ほ とん ど こ の 二 者 の 統 計 で は

差 が な い 。 しか し,こ れ を 資 本 金 別 に な が め る と,200億 円 以下 の 企 業 で

は 資 本 金 の増 加 に と も な っ て(4)の 回 答 率 が 増 加 して い る こ とが 目立 ち.,業 種

別 にな が め る と(4)の 要 求 度 は 化 学,電 気 関 係 に お い て 大 き い し(化 学51.7

電 気50.7),サ ー ビ ス業 で は 低 く な って い る 。 な お,こ れ 以 外 に は特 に 目

立 った こ と は な い 。

一 方
,白 紙 回 答 に つ い て 考 え る と,官 公 庁,大 学,研 究 所 よ り の 回答 に お

い て,非 常 に高 く表 わ れ る(55%)ほ か,サ ー ビス 業 に お い て 若 干 高 い

(354%)。 こ れ は,こ の種 の組 織 に お い て は,特 許 情 報 の 見 方 が 他 の 企

業 と 若 干,相 違 して い る の で は な い か と も 考 え ら れ る 。 こ の こ とは,本 質 間

内 だ け で も,そ の 企 業 と の 間 に 回 答 数 の 割 合 に 変 化 が あ る こ とか ら も うか が

わ れ る 。

⑥ の 回 答(そ の 他)は 全 部 で15の 回 答 が あ り,こ れ を 列 挙 す る と,

① 上 記(1)～ ⑤ 全 部 を 要 求(1件)

② 上 記(1)お よ び キ ー ワ ー ド(2件)

③ 日 本,ア メ リ カ は(1),そ の 他 は(4)(1件)

(こ れ に 類 す る も の と し て,課 題 に よ っ て 回 答 形 式 を 変 え て ほ し い と の

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

要 求) (1件)

上 記(4)お よ び 優 先 主 張(優 先 主 張 が な け れ ば 出 願 日)…(1件)

ま ず(2),時 間 が あ れ ば こ れ と(4)+(5)(1件)

上 記(3)お よ び(4)

上 記(2)お よ び 特 許 分 類

上 記(4)お よ び キ ー ワ ー ド

上 記(1)～(5)の 任 意 指 定 を 希 望 す る が,な お ど の 場 合 も 検 索 論 理 を つ け

て ほ して

(2件)

(1件)

(1件)

(1件)

と い う と こ ろ が 目 に つ き,他 に1件 が(4)と 同 様 の 回 答 を して い る も の が あ
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っ た 。

機 械 検 索 の よ くわ か っ て い る も の は,検 索 論 理,す な わ ち キ ー ワ ー ドお よ

び 論 理 式 を 要 求 し て い る よ う で あ る こ と は 注 目 に値 す る 。

以 上 を 要 す る に,電 子 計 算 機 か ら ア ウ トプ ッ トさ るべ き 内 容 と し て は,番

号,名 称,出 願 人 名 の ほ か に,当 該 特 許 の 抄 録,ま た は 請 求 範 囲 を 考 え て お

い て よ く,要 求 に応 じて こ れ に 当 該 明 細 書 を 附 加 す れ ば よ い の で は な い か と

思 わ れ る。

も っ と も,さ ら に使 用 キ ー ワ ー ドお よ び 論 理 式 を 要 求 す る も の も 存 在 す る

で あ ろ うが,こ れ を 含 め て 番 号,名 称,出 願 人 名,キ ー ワ ー ドお よ び 論 理 式

を 電 子 計 算 機 に よ りア ウ トプ ッ ト し,こ れ に 適 当 な 方 法 で 抽 出,複 写 し た 明

細 書,ま た は 抄 録,請 求 範 囲 を つ け る こ と に よ っ て98%以 上 の 依 頼 者 に満

足 を 与 え る結 果 と な ろ う。

2.10機 関 の 予 想 年 間 利 用 回 数

質 問 は,年 間 利 用 回 数 を 下 記 の と お り6区 分 し て 行 な っ た 。

(1)1～6回

(4)21～50回

(2)7～12回

㈲51回 以 上

(3)15～20回

⑥ 利 用 しな い

こ の 質 問 の 目的 は将 来,こ の種 の 機 関 が 設 立 さ れ た 場 合,ど の 位 の 検 索 依

頼 件 数 が あ る か を 予 想 す る た め の 資 料 を え る こ と に あ る。

こ れ を概 観 す る と,検 索 は依 頼 しな い とす る も の は 相 当 に 少 な く(全 集 計

で5.6%,企 業 の み の 場 合 が3.5%),反 面51回 以 上 の 利 用 を 表 明 し た も

の も あ ま り多 くな い(全 集 計 で5.8%,企 業 の み で6.0%)。 傾 向 と し て は,

上 記(1)す な わ ち6回 以下 の 利 用 を 行 な う と い う も の が 多 く,回 数 が 増 加 す る

につ れ て そ れ を 利 用 す る も の が減 って い る 。 こ の こ とは,企 業 の み の 集 計 表

を み て も あ ま り変 わ ら な い 。

し か し,こ れ を 仔 細 に 眺 め る と,次 の よ うな こ と に気 づ く。 す な わ ち,

① 年 間 利 用 回 数 は 官 公 庁,大 学 な ど は 少 な く 資 本 金 の 増 加(規 模 の 大 型

化)と と も に漸 増 の 傾 向 が あ る 。

② こ れ を 企 業 の業 種 別 に み る と,電 気 関 係 が 最 も 利 用 回 数 が 多 く,つ い
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で 鉄 鋼,金 属 さ ら に 機 械,化 学 と つ づ き,サ ー ビ ス 業 は 最 も 利 用 回 数 が

少 な い よ うで あ る。

③ 白紙 回 答 が 大 体 に お い て,上 述 の 利 用 回 数 と 反 対 の 傾 向 が あ り,特 に

官 公 庁,大 学 は 白紙 回 答 が 多 い 。

資 本 金 別 にみ る と,資 本 金0,す な わ ち 官 公 庁,大 学 な ど に お い て は,白 紙

回 答 が56.6%と 過 半 数 を 占 め,残 りの う ち そ の 約 半 数20.3%が5回 以 下

の 利 用 に 止 ま る 。 白 紙 回 答 を し た も の を 除 く年 間 推 定 利 用 回 数(注)は145

回 と 多 い。 官 公 庁,大 学 な ど を 例 外 と して 考 え る と,資 本 金 の 増 加 す る ほ ど

年 間 利 用 回 数 は 表VI-2-6の よ うに 増 加 し て い く。

表VI-2-6年 間 利 用 回 数

資 本 金 0 1 2 3 4 5 6 総平均

1利 用 回数
`

14.51i 11.7 11.4 177
}
20.3 274

i'

25.0 162(回

こ れ を ま た,企 業 の み に つ い て 業 種 別 に集 計 し て み る と表VI-2-7の と お

りで あ る 。

表VI-2-7年 間 利 用 回 数(企 業 別)

企 業 別 化 学 機 械 電 気 鉄鋼 ・金属 サービス業 総 平 均

利用回数 16.1 16.4 23・11 21.8 3.6 164(回)

サ ー ビ ス 業 の 利 用 回 数 の 少 な い こ と は 論 外 と して,電 気 お よ び 鉄 鋼 ・金 属 に

比 較 し て 化 学 の 少 な い こ と が 特 に 目 に つ く。 そ の 理 由 は,あ る い はChemi-

calAbstractな い し英 国Derwent社 の い わ@るDOC類 の 影 響 が あ る

の か も 知 れ な い 。

機 械 関 係 の 利 用 回 数 が 多 くな い の は ち ょ っ と 意 外 で あ る が,そ の 理 由 につ い

て は 残 念 な が ら わ か ら な い 。

(注)年 間 推 定 利 用 回'数 と は,78ペ ー ジ に記 した(1)～(6)の 利 用 回 数 平

均 と し て()内 に 記 し た 数 字 を 利 用 し,こ れ に社 数 を 乗 じ た も の の和 を 全

社 数 か ら 白 紙 回 答 を し.た 数 を 差 引 い た 数 で 割 っ た も の で あ る。

こ の よ う に して 計 算 し た 年 間 利 用 回 数 の 総 計 は 大 体10,000回 を 少 し越
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す 程 度 の よ う に 考 え ら れ る(月 当 り約800回,月25日 と し て平 均1日 当

り約33回)。

な お,こ の 項 に 意 見 と して 述 べ ら れ て い た こ と を 要 約 す る と,本 機 関 の 信

頼 性 に 疑 い の 目 を 持 って い る も の が3件,さ ら に コス ト次 第 とい うも の(質

も 考 え あ わ せ て)が7件,そ の ほ か に 目立 つ も の と し て 自社 内 で 開 発 中 が2

件 あ り,そ の ほ か は 関 係 な い とす る も の が 大 多 数 で あ っ た 。

2.11継 続 調 査 サ ー ビ ス に つ い て

い わゆ る ウオ ッチ ン グ ・サ ー ビ ス の 要 否 につ い て 調 査 し た。 こ の 調 査 には,

(1)利 用 す る ② 利 用 しな い

の 二 者 択 一 と し た が,約18%の 白 紙 回 答 が な さ れ て い る 。

こ れ を 概 観 す る と,半 数 強 の も の が 継 続 調 査 を 希 望 して い る 。 こ の 希 望 率

は,全 体 と して と った 集 計 よ り も企 業 別 に と っ た 集 計 の 方 が 若 干 高 率 で あ り,

さ ら に こ の 企 業 別 の 数 字 も サ ー ビ ス 業 を 除 い て 考 え る と さ ら に 高 率 に な り,

ほ と ん ど60%の も の が こ れ を 希 望 し て い る 。

こ の こ と は,資 本 金 別 に と った 場 合,大 学,官 公 庁 を 除 い て 考 え る と,ほ

と ん ど 差 が な い の で は な い か と考 え ら れ る。

しか し 一 方,こ れ を 企 業 の 業 種 別 に み た 場 合,ち ょ っ とお も し ろ い 数 字 が

あ ら わ れ る 。 す な わ ち,サ ー ビ ス 業 お よ び そ の 他 を 除 い て 考 え る と,機 械

(65.8%),電 気(65.37%)が 高 く,鉄 鋼 ・金 属(58.0%),化 学

(55.9%)が 比 較 的 低 い 。

継 続 調 査 は,実 はDerwent社 のDOC類 を 入 手 して い れ ば そ の 必 要 は な

い(少 な い)よ う に考 え ら れ,あ る い はChemicalAbstractの 存 在 も同

様 な 結 論 を 得 る で あ ろ う。・そ れ に し て も 高 率 で あ る こ と は 注 目 に 値 す る。

電 気,機 械 の 高 率 で あ る こ と は,上 記ChemicalAbstract,DOCな

ど に 類 す る も の が な い こ とか ら して 当 然 で あ る と も考 え ら れ る が,前 述 の フ

の 項 で の1社 当 り平 均 利 用 回 数 の 数 字 と,こ の 数 字 と の 傾 向 が 一 致 し な い こ

とは 何 とも 不 思 議 な こ とで あ る。 電 気 は と も か く と し て,機 械 関 係 各 社 で は,

ウ オ ッ チ ン グ ・サ ー ビス に よ って え た 特 許 情 報 類 の,自 企 業 内 で の整 理 保 管

検 索 が 充分 に ゆ き届 い て い る の で あ ろ うか 。 この 点 を 調 べ る た め,C-1の

項 と の 関 連 性 を 調 査 し た 。
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そ の 結 果 は 下 記 の と お り で あ る 。

(1)電 子 計 算 機 に 関 し て

電 子 計 算 機 に よ る特 許 情 報 の 検 索 に 関 し,実 施 中,開 発 中,研 究 した が 未

実 施,検 討 中 の 企 業 数 の 合 計 を 調 べ る と,機 械54,電 気24と な る。 こ れ

を そ れ ぞ れ の 回 答(機 械2ろ1,電 気79)と の 比 率 を と る と,機 械25.4

%,電 気30.4%と な る 。

(2)カ ー ド ・セ レ ク タ ー につ い て

上 記(1)と 同 様 に 調 査 す る と,機 械77,電 気45,比 率 は,そ れ ぞ れ 機 械

53.5%,電 気340%と な る。

(3)マ イ ク ロ フ イ ル ム に つ い て

上 記(1),(2)と 同 様 に 調 査 し て,機 械48,電 気31,比 率 は,そ れ ぞ れ 機

械20.8%,電 気39.2%と な る 。

す な わ ち,ど れ を と っ て も電 気 各 企 業 に 比 較 して,機 械 各 企 業 の デ ー タ処

理 が 充 分 に ゆ き 届 い て い る とい う数 字 は 出 て こな か っ た 。

つ ま り,こ の 点 は 何 か は か の 要 因 が あ る の で は な い か と考 え ら れ る が,こ

れ につ い て は 今 回 の 調 査 で は 残 念 な が ら 明 確 に で き な か っ た 。

212調 査 機 関 の 利 用 方 法 に つ い て

利 用 者 が こ の よ う な 調 査 機 関 を ど ん な 方 法 で 利 用 す る で あ ろ うか?の 調 査

で あ る。

以 下 の5つ の どれ か を チ ェ ッ ク す る 方 法 で 調 査 し た 。

(1)必 要 の つ ど検 索 を 依 頼 す る 。

(2)蓄 積 デ ー タ を磁 気 テ ー プ の 形 で 購 入 し,自 分 の と こ ろ で 検 策 す る 。

(3)蓄 積 デ ー タ とパ ン チ カ ー ドの 形 で 購 入 し,自 分 の と こ ろ で 検 索 す る 。

回 答 を 概 観 す る と,比 較 的 に 白 紙 回 答 の 多 い 官 公 庁,大 学 を 除 く と76.8

%が(1)を 指 向 し て お り,(2)は3、7%,(3)は4.6%と 少 な い 。

(2)を 指 向 す る も の(す な わ ち,磁 気 テ ー プ購 入 希 望 者)は,資 本 金 が 増 加

す る に し た が っ て そ の 割 合 が 増 加 して い くの が 顕 著 で あ る 。 こ れ に反 し,(3)

す な わ ち パ ンチ カ ー ドを 購 入 し よ う と す る も の は50億 以 下 の会 社 が ほ とん

どで200億 以 上 の 会 社 に1社 あ る の み で あ る。 これ は 前 述 の磁 気 テ ー プ購

入 希 望 会 社 の 資 本 金 に対 す る 分 布 と あ い 相 補 し て い る よ う に 思 わ れ る 。 な お,
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こ れ ら の 会 社 が 機 械 検 索 シ ス テ ム に つ い て の 経 験 者 とい か な る 関 係 が あ る か

を 調 査 す る 必 要 が あ る 。 以 下,・ こ れ につ い て の 調 査 結 果 を 述 べ た い 。

そ の 前 に,企 業 内 容 別 に 上 記 数 字 の 分 布 を 調 査 して み た 。 企 業 の 場 合,(1),

す な わ ち,必 要 の つ ど検 索 を 依 頼 す る,と 回 答 し た も の は 平 均80%に 達 し,

(2)ま た は(3)は 少 な く,そ れ ぞ れ4.0%,5.1%で あ った 。 そ の 中 で,こ の 平

均 値 に 対 して 倍 く'ら い の数 字 を 示 す の が 電 気 関 係 の 企業 で あ る(会 社 数 と し

て は 多 くな い が 回 答 は そ れ ぞ れ8.5%)。 ま た,(3)(パ ン チ ・カ ー ドの 購 入

を 希 望 す る)に 対 す る 回 答 で は,化 学 関 係 企 業 が 案 外 に 高 率 で あ る の に気 が

つ く。,

こ れ ら に 対 し,明 確 な 理 由 づ け は 困 難 で あ る が,お そ ら く,前 者(電 気 関

係)は 比 較 的 電 子 計 算 機 の 利 用 が 容 易 で あ って 前 述 のDerwent社DOC類

の な い こ と が あげ ら れ,後 者(化 学 関 係)は 比 較 的 カ ー ド ・ソ ー テ ィ ン グ の

経 験 に 富む こ とか ら,こ の よ うな 結 果 が 招 来 さ れ る の で は な い か と考 え られ

る。 な お,こ れ ら の 現 象 と,上 述 の 機 械 検 索 シ ス テ ム に 対 す る 経 験 の 有 無 と

の 関 係 も 無 視 で き な い の で は な いか と思 わ れ る 。

電 子 計 算 機 お よ び カ ー ド ・セ レ ク タ ー に 対 す る 経 験 の 有 無 と,本 質 問 に お 『

け る磁 気 テ ー プ ま た は パ ン チ ・カ ー ドの 要 求 との 関 係 を 調 査 す る た め,本 質

問 で 磁 気 テ ー プ 購 入 希 望 ②,と パ ン チ ・カ ー ド購 入 希 望(3),の 意 志 を 表 明 し

た 企 業(こ の 回 答 を した 組 織 に は 官 公 庁,大 学 な ど は な か った 。)に つ い て

は さ ら にC－ トの 項 を 調 べ,電 子 計 算 機 利 用 また は 関 心 を 有 す る 企 業(ト の

㊨ に お い て1～5の 回 答 を し た 企 業),お よ び カ ー ド ・セ レ ク タ ー の 利 用 ま

た は 関 心 を 有 す る 企 業(ト の⑳ に お い て1～5の 回 答 を して い る企 業)を 抽

出 して み た 。 そ の 結 果 は 表VI-2-8,表VI-2-9の と お りで あ り,や は り両 者 間

に は あ る程 度 の 関 係 が あ る こ と が わ か る 。 そ の 関 係 の 深 さ は と も に 資 本 金 が

大 き い ほ ど深 い よ うで あ る。

一80一



表VI-2-8本 間(2)の 回 答 企 業 とC－ ト⑳ の1～5回 答 企 業 との 関 係

＼.資 本金㈱
C－ ト 、＼ 、

、^

① の回答番号＼、
＼

1-10 1〔1～50 50～100 100～200200以 上

ii

計

1 0 1(C) 0 1(F) 1(E) 3

・

2 0
C-1
2()
E-1
2(C-2) 0 1(E) 5

3 0 0 0 1(M) 0

-

1

4 0 0 0 0 0

闇「、

0

|

5 1(M)
C-2
6(E-D
M-3

C-1
2()
F-1

1(F)

▲
M-11

繊 念.1)14

計 1 9 4 3 6 23

比 率1
～

1/3
1!

'

9/1214/4 3/3
:
6/6

|
23/28i

l

(注)1.

2.

3、

4.

C－ 化 学 関係 企 業M－ 機械 関係 企業

E－ 電 気 関係 企業F－ 鉄 鋼 ・金 属関 係 企業

※ 一政府 関係特 殊法 人

カ ッ コ内 の左 は上 記 企 業 種別,右 は企業 数(た とえばC-2は 化 学 企

業2件 を示 す。)

比率 の分 母 は 本間 ② の回 答 企業 数.分 子 はC－ ト㊨ の1～5回 答企 業

の総 数。
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表VI-2-9本 間(3)の 回 答 企 業 とC－ ト⑫ の1～5回 答 企 業 と の 関 係

こで 鍋
、

⑫の回答番号＼

1以 下 1～10 10～50 50～200 200以 上

一

合 計

1 0 0
C-1
3()
M-2

0 0 3

2 0 1(C) 2(C-2) 0 0 3

5 0 0
C-1
2()
E-1

0 0

.

2

4 0 0
C-1
2()
M-1

0 0 2

5 1(不 詳)
C-3
7(F-2)
E-1

M-2
8(C-5)
E-1

0 1(ザ ヒ×) 17

計 1 8 17 0 1 27

比 率

1 11/21!
8/13 17/19 一 1/1

1

2フ/55

|

(注)表VI-2-8と 同 じ記 号 を 使 用

上 記 の表VI-2-8,表VI-2-9に 示 さ れ る とお り,両 者 間 に あ る程 度

の 関 係 が あ る。 こ の こ とは,今 後,カ ー ド ・セ レ ク ター お よ び 電 子 計 算 機 の

使 用 な い し研 究 の 増 加 と と も に,カ ー ドま た は磁 気 テ ー プ 購 入 の希 望 が 増 加

し て くる こ と を 示 して い る と 思 わ れ る。

2.13オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 開 発 後 の 端 末 機 設 置

電 子 計 算 機 に よ る 検 索 シ ス テ ム の 利 用 に 当 って,一 番 問 題 と な る の は 検 索

ス ピ ー ドの 問 題 で あ る。 電 子 計 算 機 そ れ 自 体 に よ る 時 間 の 消 費 は 問 題 と す る

に 足 りな い ほ ど で あ るが,現 状 で は,電 子 計 算 機 を 使 用 す る 時 間 は 相 当 の 制

約 を 受 け る こ と と,質 問 依 頼 か ら 電 子 計 算 機 へ の 質 問 ま で に 時 間 が 空 費 さ れ

る た め に,カ ー ド ・ソ ー トな い し手 検 索 に 比 較 して,結 果 が 出 そ ろ う ま で の

時 間 は 決 し て 早 い と は い え な い よ う で あ る 。 した が っ て,電 子 計 算 機 利 用 の

効 果 を だ す た め に 端 末 機 の 設 置(使 用 電 子 計 算 機 の 容 量 の 問 題 に 関 連 す る)

を 考 え な くて は な ら な い で あ ろ う。
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これ ら 問 題 に対 す る 各 組 織 の 考 え 方 を 確 か め る た め,以 下 の 質 問 を 試 み だ 。

(1)端 末 機 設 置 を 希 望 す る か

(2)端 末 機 設 置 を 希 望 し な い か

(3)未 定 で あ る か

な お,つ こ う上,(3)は 「わ か ら な い 」 と の 表 現 に し た 。

回 答 を 概 観 す る と,問 題 が 将 来 の こ と に 属 す る た め か,「 わ か ら な い 」(3)

と 答 え た も の が 半 数 以 上 で あ る。 こ れ を 企 業 各 社 の み で 集 計 し て み て も あ ま

り変 わ らな い(前 者53.6%に 対 し後 者568%)。 端 末 機 を 設 置 希 望 と答

え た も の は ど ち ら の 集 計 で も,15～14%(前 者15.2%,後 者14.4%)

で あ り,こ れ を 希 望 し な い と 答 え た も の は い ず れ も17.5%で あ っ た 。

さ ら に 詳 細 に眺 め る と,端 末 機 の 設 置 を 希 望 す る も の は 資 本 金 の 多 い 企 業

ほ ど高 率 に な っ て お り,表VI-2-10に 示 す と お り で あ る。

表W-2-10資 本金 別端 末 機 設置 希 望率

資 本 金
大学 ・

官公庁
1億 未満 1～10億

10～

50億

50～

100億

100～

200億

・嘘1平 均

設置希望㈱ 58 5.8 85

▲
戸69
!`

196 296

一

28.9152㈱

!,

200億 円 以上 の 資 本 金 を 有 す る 企 業 の 希 望 率 が 若 干 減 少 す る 理 由 は 不 明

で あ る が,こ の よ うな い わ ば 巨大 企 業 に お い て は,す で に あ る 程 度 特 許 情 報

が 整 備 され て い る た め か も 知 れ な い 。 反 対 に,設 置 を 希 望 し な い と 回 答 し た

組 織 の 比 率 は,資 本 金 の増 加 と と も に最 初 は 減 少 す る が,100～200億

あ た りで 極 少 と な り,そ の 後 増 加 して い る 。

つ ぎ に ・こ れ を 企 業 内 容 別 に み る と,設 置 希 望 率 が 異 常 に 高 い の は 電 気 関

係 で あ り(292%),サ ー ビ ス業 が 異 常 に 低 い(3.1%)の を 除 くと,ほ

か は お お む ね 平 均 値 に近 い 数 字 で あ る 。 こ れ は 電 気 関 係 製 造i業 に お い て は 端

末 機 の 有 用 性 が 案 外 よ く認 識 さ れ て い る と い う.こ と を 物 語 っ て い る とい え よ

う。

2.14本 機 関 の 検 索 サ ー ビス 以 外 の サ ー ビ ス に つ い て

本 機 関 の 行 な うべ き 最 大 の 仕 事 は,要 望 の 程 度 か ら考 え て 当 然 検 索 サ ー ビ

ス で あ るべ き は ず で あ る 。 しか し,こ れ だ け で 終 っ て よ い は ず は な い 。 そ れ
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を つ か む た め に ・以 下 の 質 問 を 行 な っ た(必 要 とす る サ ー ビ ス 内 容 を8区 分

に した)。

(1)抄 録,索 引 類 の 発 行

② 特 許 文 献 の 複 写 サ ー ビ ス

(3)特 許 文 献 の 閲 覧 サ ー ビ ス

(4)特 許 文 献 の 翻 訳 サ ー ビ ス

(5)専 門 誌 の 発 行

(6)特 許 情 報 に つ い て の研 究 成 果 の 発 表

(7)特 許 情 報 管 理 専 門 家 の 養 成

(8)そ の 他(具 体 的 に記 入 を 求 め た 。)

問 題 の 性 質 上,複 数 個 の 回 答 が な さ れ,平 均 し て 一 組 織 当 た り2倍 強 の 回

答 が え ら れ て い る 。

概 観 す る と,(1)抄 録,索 引 の 発 行,(2)複 写 サ ー ビス,(3)閲 覧 サ ー ビ ス
,

(4)翻 訳 サ ー ビス,を 希 望 す る 声 が か な り高 い 。 中 で も 最 高 を 占め る の が ② の

複 写 サ ー ビ ス に 対 す る 要 望 で あ る。 現 在 で も た とえ ば 発 明 協 会 な どで こ れ を

行 な っ て い る が,こ の 回 答 結 果 が そ れ ら 現 行 の サ ー ビ ス に 対 す る 不 満 の あ ら

わ れ で あ る の か,あ る い は せ っ か く検 索 サ ー ビス を 行 な うな ら ば そ れ に 公 報

や 明 細 書 の 添 附 を 要 求 し た い,と い うも の な の か は 少 々 わ か りか ね る。 こ の

回 答 がD－ リ の項,つ ま り検 索 結 果 に 明 細 書 ま た は 抄 録 を 要 求 す る 声(質 問

4お よ び5)の 率 と ほ ぼ 一 致 して い る こ と は お も しろ い(本 質 問 に対 す る こ

の 回 答 の 実 数372に 対 し
,上 記 質 問 の4,5の 回 答 の 実 数 の 和 は457)。

つ ぎ に 多 い の は
,抄 録,索 引 の 発 行 を 望 む 声 で あ る 。 現 在,こ れ ら につ い て

も 各 種 の 機 関 で 行 な っ て い る が,発 行 の 遅 れ が 大 き い た め に こ の よ うな 要 望

が起 こ って い る の で は な い だ ろ うか 。 こ の 回 答 結 果 は 電 子 計 算 機 の高 速 性 に

着 目 し た も の で あ る と い え よ う。

つ ぎ に 多 い の が(4}の 翻 訳 サ ー ビス で あ る。 こ れ は 外 国特 許(特 に フ ラ ン ス
,

ソ連,オ ラ ン ダ な ど で あ ろ うが)の 読 解 困 難 性 か ら きて い る現 象 で あ ろ う。

つ ぎ に 多 い の は 閲 覧 サ ー ビ ス で あ る。 こ れ も現 在 特 許 庁 資 料 館 な ど に お い

て 行 な わ れ て い る が,そ の サ ー ビ ス に 不 満 を 感 ず る 向 き が多 い の で あ ろ う
。

(こ れ は 日本 特 許 協 会 の 本 年1月 の特 許 庁 に 対 す る 申 入 れ か ら も うか が え る。)
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以 上4件 の 要 望 は,い ず れ も15%以 上 の 高 率 を 示 し て い る。 上 記 以 外 で

多 い 回 答 率 を 示 して い る の は(7)の 特 許 情 報 管 理 専 門家 養 成 の要 望 で あ り,8

%強 の 回 答 率 を 示 して い る。

お も うに,一 般 技 術 情 報 の 管 理 に 関 し て は
,日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー が

一 部 こ の 専 門家 養 成 に 努 力 し て い る よ うで あ る が
,こ れ と 性 質 を 異 にす る特

許 情 報 に つ い て は ま だ ほ と ん どな に も な さ れ て い な い の が 実 状 で あ ろ う。 そ

の 意 味 か ら考 え て,こ の 種 の 専 門 家 養 成 は 今 後 充 分 に 心 が け な け れ ば な ら な

い こ と で あ る と思 わ れ る。

専 門 誌 の 発 行,お よび 機 関 の研 究 成 果 の 発 表 に関 しては,そ の 回 答 率 は 高 く.

な い(そ れ ぞ れ5%前 後)。 こ の 問 題 も上 述 の 専 門 家 養 成 の 一 環 と して 相 当

の ウエ イ トを 置 い て 考 え るべ き で あ ろ う。

以 上 述 べ た こ とを 資 本 金 別 お よび 企 業 内 容 別 に み る と,上 記(1)～(4)に 関 し

て は あ ま り大 き な 差 違 は み ら れ な い よ うで あ る 。 強 い て い え ば
,資 本金10

～50億 円 の 企 業 が 若 干 大 き な 回 答 率 を 示 し て い る
。

(7)の 回 答 に 関 し て も ほ ぼ 同 様 の傾 向 が み ら れ る が,こ の場 合 ピ ー ク が 資 本

金50～100億 円 の 企 業 に ず れ て い る の が 相 違 点 で あ る。

企 業 内 容別 に こ れ を な が め る と,こ こ で も 目立 っ た 差 違 は 表 わ れ て い な い

よ う に 思 わ れ る 。

な お,(8)の 回 答(そ の 他)の うち,本 項 に 関 係 の あ る 意 見 と し て 記 載 さ れ

た もの は 以 下 の と お りで あ る。

(1)情 報 セ ン タ ー な どで 行 な っ て い な い サ ー ビ ス な い し特 徴 の あ る サ ー ビス

を希 望 す る

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

新 規 性調 査 を や って ほ し い

技 術傾 向 な い しそ の 発展 方 向 につ い て の報告 を望 む

ク リア リ ン グ ・サ ー ビ ス の 要 望

蓄 積 デ ー タ の 抄 録 をPCSの 形 で 発 行 を 希 望

(6)は 重 要 視 す べ ぎ で あ ろ う

つ い て はD－ オ の 項 で 回 答 が あ っ た も の と 考 え て よ い
。(1)は,こ れ だ け で は

よ く わ か ら な い が,場 合 ・に よ って は 面 接 を要 す る で あ ろ う
。(3)に つ い て は 若

特 許 管 理(特 許 情 報 管 理 の 意 か)の 講 習 会 を 希 望

こ れ ら の 希 望 に 対 して,特 に ,(2),(4),

(2件)

(1件)

(1件)

(1件)

(1件)

(1件)

。(5)に
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干 困 難 で は な い か と1思 う。

以 上,要 す る に 本 機 関 の 行 な うべ き 検 索 以 外 の サ ー ビ ス と して は,上 記(1)

～(4)を 実 施 す る と と も に
,や は り専 門 家 養 成 に つ い て な ん らか の 方 法 で 努 力

す べ きで は な か ろ うか と 考 え ら れ る 。

5.結 語

以 上,各 項 目 そ れ ぞ れ に わ た って 詳 説 した 。 こ れ を 概 観 す れ ば 総 論 に 述 べ た

とお りで あ る が,な お 注 意 し な け れ ば な ら な い と ころ,お よ び 本 稿 を ま とめ る ・

に あ た っ て 感 じ た こ と を 以下 記 す こ と とす る 。

第1に 注 意 し な け れ ば な ら な い'eと は,各 組 織 が ど の 程 度,特 許 情 報 の検 索

に関 して 造 詣 を 有 し た うえ で 本 ア ンケ ー トに 臨 ん.で い る か,と い うこ と で あ る 。

これ はD－ イ に お い て 電 子 計 算 機 を 使 用 す べ き で あ る と回 答 した 組 織 に対 し て

も,そ の他 の 方 法 で 検 索 を 行 な うぺ さ で あ る と の 回 答 を 行 な った 組 織 に 対 し て

も い い うる こ と で あ る。 そ の た め,本 ア ン ケ ー トのDの 部 分 の 内 容 が,い わ ば

理 想 像 の まわ りを 俳 徊 し て い る 感 が し な い で も な い。 した が って,こ ま か い解

析 を 行 な って い く と,い ろ い ろ と予 盾 を 感 ぜ ら れ る 部 分 も 出 て き た 。 こ の 辺 は

ヒ ヤ リン グ 調 査 な ど を す べ き で あ った が,今 回 の 調 査 を 短 期 間 の う ち に 済 ま さ

な け れ ば な ら す,そ こ ま で 及 ば な か っ た の が 残 念 で あ る。

しか しそ れ は さ て お き,本 調 査 に よ って か .な り 有 用 な 示 唆 が 得 ら れ た こ と も

事 実 で あ る。

し た が っ て 今 後 考 え な け れ ば な ら な い こ と は,本 調 査 の 結 果 で,外 観 的 には

現 わ れ て こな い と こ ろ の い わ ゆ る 「声 な き 声 」 を 抽 出 し な け れ ば な ら な い こ と

で あ る 。 そ の 意 味 で,む し ろ 例 外 的 な 意 見 とい う も の は 尊 重 しな け れ ば な らな

い し,同 様 な 傾 向 が統 計 の ど こ か にか くれ て い な い か と い う こ と も見 き わ め る

必 要 が あ る 。

こ の 意 味 で 考 え る と,た と え ば 希 望 数 の 少 な い 外 国 特 許 文 献 中 で あ る特 定 の

方 面 の 組 織 に お い て 利 用 度 の 高 い も の が あ れ ば,あ る 特 定 の 分 類 の み で も電 子

計 算 機 に イ ン ブ ッートす る こ と も 考 え ら れ る し,適 合 率 と検 索 も れ の 関 係 に 対 し

て は,た と え ば 適 合 率 は 低 くと も検 索 も れ の な い よ う に とい う よ うな 一 つ の こ

と に と ら わ れ す に,希 望 者 の 要 求 に よ っ て こ の 関 係 を 変 え うる よ うな シ ス テ ム
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も 考 慮 さ れ る べ き か も知 れ な い 。

さ ら に,利 用 回 数 に 関 す る 設 問 に お い て,本 機 関 の実 力,調 査 コ ス ト に対 し

て 問 題 を 提 起 し て い る と見 ら れ る 意 見 が あ る こ と に 注 意 し た い 。

そ のほ か,気 の つ い た 点 を あ げ れ ば,端 末 機 の 設 置 問 題,機 関 の 利 用 方 法 の

設 問 に お い て,今 後 電 子 計 算 機 に よ る 特 許 情 報 の検 索 に 関 す る理 解 の 向 上 と と

も に,こ れ ら2問 に 対 す る 回 答 の 傾 向 は 相 当 に 変 わ って く る の で は な い か,と

考 え ら れ る 要 素 が 存 在 す る こ と で あ る。

な お ま た ワ電 子 計 算 機 に よ る特 許 情 報 の 検 索 が こ の 種 の 機 関 に よ っ1(完 成 し,

各 組 織 が これ を 自 由 に 使 用 で き る 暁 に お い て も,こ れ を 真 に 有 効 に 利 用 せ しめ

るた め には,電 子 計 算 機 に よる検 索(特 に特 許 情報 の)に 関 す る専 門家(少 な・

く と も こ の シ ス テ ム に 通 じ た 入)を 多 数 養 成 す べ き で あ る。 に も か か わ らず,

本 機 関 の 行 な う べ き サ ー ビ ス に つ い て の設 問 に 対 し,尋 問 誌 の 発 行,研 究 成 果

の 発 表 な い し特 許 情 報 管 理 専 門 家 の 養 成 を あ げ た 回 答 が 少 な か った の は 意 外 で

あ っ た 。 こ の こ と は 回 答 の 多 少 にか か わ ら ず,充 分 に今 後 の 施 策 に お り込 む べ

き こ と で あ る と 考 え ら れ る。 こ れ に よ っ て,あ る い は 端 末 機 の 設 置 希 望 も 増 加

す る で あ ろ うし,磁 気 テ ー プ,カ ー ド類 の 需 要 も 増 加 す る も の と思 う。 こ の よ

うな サ ー ビ ス を 行 な う こ と に よ っ て,本 機 関 の 実 力 も 充 実 し,さ ら に 一 般 需 要

組 織 に対 して も よ り良 い サ ー ビ ス を 行 な い う る こ と に な る と確 信 す る 。

o
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む す び

特 許 情 報 に 関 す る 現 状 な ら び に特 許 情 報 の 将 来 の あ り方 につ い て の ア ン ケ ー ト

は,各 方 面 の 絶 大 な る ご 協 力 の も と に,良 好 な 結 果 を うる こ と が で き た 。 初 期 の

目 的 を 達 成 す る こ とが で き た も の と い い うる 。

な お,こ の 調 査 に よ っ て え ら れ た 結 果 か ら指 定 さ れ る お も な 問 題 点 は,次 の と

お り で あ る。

(1)特 許 情 報 検 索 サ ー ビ ス 機 関 の 設 立 が 各 方 面 で 強 く要 望 され て い る 。

こ れ は,特 許 情 報 調 査 の外 部 へ の依 頼 結 果 が 必 ず し も 充 分 な 満 足 感 を も っ

て 受 入 れ ら れ て い な い 場 合 が 意 外 に 多 い こ と,ま た 本 機 関 に 対 し て 全 面 的 に

電 子 計 算 機 利 用 の 検 索 方 式 を と る べ き で あ る と の 回 答 が 多 い こ とか ら も うか

がえる。さ ら に特 に,企 業 に お い て は 人 手 不 足 の た め,特 許 情 報 の 検 索 の み を

主 務 とす る も の が 意 外 に 少 な い こ と と外 部 へ の 調 査 依 頼 が 多 い こ とか ら も う

か が え る と ころ で あ る 。

② 特 許 情 報 の 電 子 計 算 機 利 用 に よ る検 索 の 必 然 性

こ れ は,明 ら か に数 字 に 示 さ れ て い る と お り,そ の質 な ど に つ い て も 今 後

注 意 し な け れ ば な ら な い 点 が 多 い 。 一 方,こ の よ うな 必 然 性 に も か か わ ら ず,

特 に 企 業 にお い て,電 子 計 算 機 に よ る 特 許 情 報 の 検 索 を 実 用 化 し て い る と こ

ろ は 非 常 に 少 な く,計 画 中 と答 え て い る も の が 多 い 。 こ の こ と は,特 許 情 報

管 理 に 関 す る業 務 に 従 事 す る も の が 非 常 に少 な い こ と と も 関 連 し て い る。 現

状 で は,企 業 自 身 で こ れ を 開 発 す る こ と が 困 難 で あ る こ と を 物 語 っ て い る よ

う に 思 わ れ,換 言 す れ ば,こ の種 の 技 術 者 の 国 家 的 規 模 に お け る 養 成 が 望 ま

れ る と こ ろ で あ る。 こ の こ とは,た とえ ば こ の種 の 機 関 に よ っ て 非 常 に 良 好

な シ ス テ ム が 開 発 さ れ た と し て も,こ れ を 利 用 す る 側 に お い て 有 効 に 利 用 す

る技 術 者 が不 足 して い る 場 合,結 果 と して 満 足 す べ き 結 果 が 得 に く い とい う

こ と に も つ な が る こ と に な る で あ ろ う。

以 上,要 す る に今 後 作 ら れ る べ き 特 許 情 報 検 索 サ ー ビス 機 関 の 設 立 は,各 方

面 の 強 い 要 望 が あ る 次 第 で あ る が,そ の設 立 と同 時 に 考 え な け れ ば な ら な い 種

種 の 問 題 が 存 在 す る 。 こ れ ら の 問 題(こ の む す び に は2つ し か あ げ な か っ た が)

を 解 決 す べ く早 急 に検 討 さ れ る べ き で あ り,そ れ と と も に 本 ア ン ケ ー トに あ ら

わ れ た 各 方 面 の 要 望 は 充 分 に尊 重 しな け れ ば な らな い で あ ろ う。

-89一

」



T

.

,

,

1



附 属 資 料





財団法人 日本情報処理開発センター

特許情報管理に関する調査票 ご記入に際 して

〔調 査 の 目 的〕『

特許情報処理の有効利用をはかるために、組織内における特許情報の実態 と将来の特許情報

のあり方を把握 し、特許情報管理の研究の基礎資料 とすることを目的とします。

〔調 査 対 象〕

本調査は、特許情報管理に多大の関心を もつていると考えられ る組織 一 官公庁、大学、学

会、企業、その他 一 約2000組 織に対 して行ないます。なお、たとえば企業の場合で事業部

毎 に分かれている場合は、本社で記入可能ならば全社的な回答を、不可能ならば事業部毎に

回答 していただきたく、その他の組織でも同様に取扱っていただ きた くお願 い 申 し上 げ ま

ず。

〔調 査 内 容〕

A.特 許 ・実用新案の管理組織

B.特 許 ・実用新案の出願件数

C.特 許 ・実用新案情報処理の現状

D.特 許 ・実用新案情報処理についてのご意見

の4項 目です。

〔調査回答用紙送付先〕

〒105東 京都港区芝西久保明舟町16第15森 ピル

(株)特 許ディタセンター内

機械検索 システム開発研究委員会事務局

〔調査回答用紙返送期限〕

昭和45年1月31日 までに上記事務局に到着するようご配慮下 さい。

〔問 合 わ せ 先〕

調査回答用紙送付先に同じ

担当 事務局長 樋 口 表 彰TEL.03(504)3510

〔備 考〕

念のため申 し添えまずが、記入事項の内容は、調査担当者の間でのみ統計的 に集計 を 行 な

い、記入組織、記入者にご迷惑をおよぼすことはありません。
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44情 報 開第431号

昭和45年1月5日

東京都港区芝公園21号地1番5(機 械振興会館内)

財団法人 日本情 報処 理 開 発 セ ン ター

会 長 難 波 捷 吾

「特許情報管理に関する調査」にご協力方お願いについて

拝啓 時下 ます ます ご清栄の こととお慶 び申 し上げ ます。

さて、当財 団は通商産業省、郵政省お よび産業界の ご支援 をえて、設立 され てい らい、

情報処理に関 する諸 問題解決 のため各種の事業を実施 してまい りま した が、 このたび情報

処理について調査研究事業の一環 と して、特許情報管理について調査 を実施 する ことにな

りま した。

わが国では、現在の国際技術競争時代に内外の技術情報 わけて も特許情報を正確、迅速

に把握 し、行政、教育、研究 、あるいは企業経営 な どに密接に結びつけていかなけれぱな

らないに もか かわ らず、特許情報を有効に利用するための処理方法は確立 されておらず、

ために種 々の紛争な ど問題をお こ している現状であ ります。

よつて当財 団では、 わが国におけ る特許情報の有効利用をはか ることを 目的 として官公

庁、大学、学会、企業な どの組織内におけ る特許情報管理組織、特許情報処理の実情 な ど

について、関係各位のご意見をお伺いいた した く別紙要領によ りア ンケー ト調査を行 な う

ことにな りま した。

ご多用中ま ことに恐縮に存 じますが、 なに とぞご協力を賜 りた くお願い 申 し上げ ます。

なお、 当財団では本調査につい て一切の作業を(株)特 許 デ ィタセンターに委託 してお

りますので、お手数 で も昭和45年1月 末 日までに(株)特 許デ ィタセンターあて ご返送下

さい ます よ うお願い 申 し上げます。

本ア ンケー ト回収結果につ きま しては、 当然 のことながら個票の取扱いは外部秘扱い と

し、最 終 と りまとめ結果は、報告書 と して回答を寄せ られた先に送付 させ ていただ きます

ので ご了承 下 さい。

敬 具



提

出

先

壱105東 京都港区芝西久保明舟町16第15森 ピル

(株)特許デイタセンター内

機械検索システム開発研究委員会事務局

TELO3(504)3510

昭 和45年1月

(財)日 本 情 報 処 理 開発 セ ン タ ー

提 出 期 限 昭 和45年1月31日

⑧ 特 許 情 報 管 理 ・に 関 す る 調 査(注1)

貴 名 称
一

所 在 地

資 本 金 従 業 員 数

所 属 部 課 名 役 職 名

ふり.が な氏 名
,

TE.L

企 業 の 場 合 には 次 の 業 種 に該 当す る も のの 番 号 を ○ で囲 んで 下 さい 。

1.鉱 業,建 設

2.食 品,水 産

3.繊 維,紙,パ ル プ

4.化 学

5.石 油,石 炭,ゴ ム,ガ ラ ス,土 石

6.鉄 鋼,金 属

7.機 械

8.電 気 機 器

9.輸 送 機 器,精 密 機 器

10.そ の他 の製 造 業

ll.電 力,ガ ス

12.銀 行,証 券

13.通 信,放 送,報 道

14.そ の 他

、

あなたの所属する部課のほかに責紐織内で特許情報を取扱っている

部課がありましたらお教え下さい。

部 課 名

担 当 責 任 者
TEL

注1こ の調査は特許 と実用新案についてです。意匠と商標については含みません。

A.責 紐 織 内 にお け る特 許 のた めの特 別 の管理 組織 につ いて(昭 和44年12月 現在)

イ.特 許管理組織がありますか。該当する欄を○で囲んで下さい。

[あ ・ 「司 ない ⇔

(ある場合は,A－ ロに,な い場合はA－ 八にお進み下さい。)

ロ.特 許管理組織がある場合,そ の担当者は何人おられますか。該当する欄を○で囲んで下さい。

⑭
1

2

3

1～5人

6～10人

11～15人

4

5

6

16～20人

21～30人

31～50人

7

8

9

51～100人

101～200人

201人 以 上

(Bに お進み下さい。)

ハ.組 織がない場合は特許管理をどのように行なっていますか。該当する欄を○で囲んで下さい。

1

2

3

特許とは関係がない。

別の部課(た とえば技術管理,総 務などで)や っている模様である。

問題が起きたときにそのつど処理をする。

⑮

(Bに お 進 み下 さ い。)

B.特 許 ・実用新 案 の出願 件数 につ いて(昭 和44年1月 ～12月 出願 の う ち)

イ.日 本への出願件数はどの位ありますか。該当する欄を○で囲んで下さい。

⑯
1

2

3

出願 な し

1～10件

11～20件

4

5

6

21～50件

51～150件

151～300件

7

8

9

301～700件

701～1500件

1501～3000件

10

11

3001～5000件

5001件 以 上

ロ.外 国への出願件数(各 国への出願件数をまとめたのべ件数)は どの位ありますか。該当する欄を○で囲んで下さい,

1

2

3

出 願 な し

1～10件

11～20件

4

5

6

21～50件

51～150件

151～300件

7

8

9

301～700件

701～1500件

1501～3000件

10

11

3001～5000件

5001件 以 上

⑰

C.特 許 ・実 用 新 案 に つ い て の 調 査 の 現 状(昭 和44年1月 ～12月)

イ.44年 中に特許 ・実用新案についての調査を行なったことがありますか。

(自分で調査 したもの,他 へ依頼 したもの,い つれでもさしつかえあ りません)。

該当する欄を○で囲んで下さい。

F・ ある 2 ない
⑱

(あ る場 合 はC－ ロに,な い場 合 はC－ トに お進 み 下 さい 。)





ロ.調 査を行なったことがある場合,調 査の目的は何にありますか。

目的が二つ以上の場合は,そ れが全体に占める割合

(
10%未 満 のものには

10%以 上20%未 満

20%以 上30%未 満

30%以 上50%未 満

50%以 上80%未 満

〃

ク

〃

〃

×印

△印

口印

○印

◎印 }一()一
)1.

)2.

)3.

)4.

)5.

)6.

)7.

)8.

)9.

研究開発をするにあたっての資料収集

特許 ・実用新案出願をするにあたっての事前の調査

異議申し立て,審 判を請求するため

新製品を出すにあたっての他人の権利のある ・な しの確認のため

自分の職業や専門に関係のある特許 ・実用新案をチェックするため

実施契約のさいの調査

製品を輸出するさいの相手国の特許 ・実用新案権の調査

製品を輸入するにあた っての国内権利の調査

その他

⑲

⑳

⑪

⑳

⑳

⑭

⑳

⑳

㊨

ハ.日 本の特許 ・実用新案の調査について該当する欄を○で囲んで下さい。

(外国の特許の調査を除 く,44年1月 ～12月 までの調査)

① 日本の特許 ・実用新案の調査を

組織内で行なった。

外部に委託 した。

両者併用(外 部に委託 した割合は次のいつれですか。)

lO%未 満IO～30%31～50%

51～70%71%以 上

⑳

② 組織内で調査を行なった場合,そ の資料は

1

2

苦

自己の有する資料を利用して行なった。

外部の資料を利用 して行なった。

両者併用(外 部の資料を利用 した割合は次のいつれですか。)

310%未 満410～30%531～50%

651～70%771%以 上

'一 一 ⑳

.

③ 組織内で調査を行なったが外部の資料を利用 した場合,今 までに

主 としてどこを利用 しま したか。

⑳特許庁資料館

大阪府立図書館

その他,具 体的に記入 して下さい。

④ 調査を外部へ委託しての感想

非常に満足 した。

一応満足 している。

少 し不満がある。

非常に不満である。

⑪

⑤ 不満だった理由は

㊨調査が不正確である。

調査結果報告までに時間がかかりすぎる。

高価である。

機密がもれるおそれがある。

その他,具 体的に記入 して下さい。

二.外 国の特許 ・実用新案の調査について該当する欄を○で囲んで下さい
。

① 外国の特許 ・実用新案調査を

(44年1月 ～12月 まで の 調 査)

組 織 内 で 行 な っ た。

外部 に 委 託 した 。

両 者 併 用(外 部 に 依 託 した 割 合 は次 のい つ れ です か。)

1090未 満10～30%31':v55%

51～70%71%以 _ヒ

⑬





② 組織内で調査を行った場合,そ の資料は

自己の有する資料を使って行なった。

外部の資料を利用して行なった。

両者併用(外 部の資料を利用 した割合は次のいつれですか。)

10%未 満10～30%31～50%

51～70%71%以 上

⑭

③ 組織内で調査を行なったが,外 部の資料を利用 した場合,今 までに

主 としてどこを利用 しましたか。

1

2

3

特許庁資料館

大阪府立図書館

その他,具 体的に記入して下さい。

()

ノ

④ 調査を外部へ委託 した場合,そ の委託先は

日本の調査機関

外国の調査機関

両者併用(外 国に調査を委託 した割合は次のいつれですか。)

10%未 満10～30%31～50%

51ん70%71%以 上

⑯

⑤ 調査を外部へ委託しての感想

非常に満足 した。

一応満足 している。

少 し不満がある。

非常に不満である。

⑰

⑥ 不満だ った理由は

1

2

3

4

5

調査が不正確である。

調査結果報告までに時間がかか りすぎる。

高価である。

機密がもれるおそれがある。

その他,具 体的に記入 して下さい。

( )

⑱

ホ.貴 組織内に特許のための特許管理組織がある場合,特 許の管理組織の担当者の人員のうち,

組織内において特許調査を本務 とする人は何人おられますか。(44年12月 現在)

該 当する欄を○で囲んで下さい。

1

2

3

い な い

1～3人

4～6人

4

5

6

7～9人

10～11人

12～15人

7

8

9

16～17人

18～20人

21～30人

1・1・,人 以上1⑲

へ.44年 中に調査を外部に委託 したことがある場合,経 費(支 払の額)は どのくらいですか。

該当する欄を○で囲んで下さい。

1

2

3

な し

1万円未満

1～5万 円

4

5

6

6～10万 円

11～30万 円

31～50万 円

7

8

9

51～100万 円

101～200万 円

201～300万 円

10

11

12

301～500万 円

501～10CO万 円

1001万 円以 上

⑩

ト.情 報の機械検索について,該 当する欄を○で囲んで下さい。

① 過去に特許情報についての機械検索システムを研究,開 発あるいは実施 した経験をお持ちですか。そしてその内容は。

状 況

システム

現 在
実 施 中

現 在
開 発 中

過去に開発研
究したが,実
施 しなかった

過去に実施 した
ことがあるが現

在中止 している
検討中 開発,研 究の

予定な し

電子計算機を利用 1 2 3 4 5 6

カ ー ドセ レク タ ー

を利 用
1 2 3

}

4 5 6

マイクロフ ィルム

類を利用(注2)
1 2 3 4 5 6

そ の 他

7(具 体的に記入 して下さい。)

㊨

⑫

⑬

⑭

さしつかえなければくわしく記入して下さい。

()
注2「 マイクロフィルム類を利用」とは,た とえばフレモレックスまたは ミラコー ドシステムのようにマイクロフ ィルムを直接,検 索

に使用する場合をいいます。

したが ってアパチャカー ドは 「カー ドセレクターを利用」の欄,ま た電子計算機のアウトプ ットと関連 してマイクロフィルムを使

用する場合は 「電子計算機を利用」の欄のそれぞれ該当するものを○で囲んで下さい。





② 機械検索の経験をお持ちの場合,そ のシステムぱ

⑮自恕織内で開発する
。

他社で開発 したものをそのまま利用する。

他社で開発 したものを改良する。

③ 特許の機械検索を行なっていない,あ るいは行なわない理由は何ですか

(理由が複数であってもさしつかえありません。)

必要性は認めるが余力がない(時 間,場 所,人,費 用,能 力)

信頼できる検索システムが開発されるのを待っている。

信頼性が乏 しい。

必要性が認められない。

考えたことがない。

⑯

⑰

㊨

④ 一般技術文献についての機械検索システムを研究,開 発

あるいは実施 した経験をお持ちですか。

⑲実際に検索をしている
。

研究中である。

過去に研究したが検索したことはない。

過去に研究 し,検 索 したことがあるが,現 在は検索を中止 している。

検討中である。

研究の予定はない。

D・ 特 許 情 報(注3)の 検 索 サ ー ビス 機 関 に つ い て

注3「 特許情報」とは国内,国 外の特許または実用新案の公報,索 引,抄 録,目 録などの資料をいいます。

たとえば,民 法上の公益法人のような公益性,中 立性のある機関が新設されるとしてお答え下さい。

イ.こ の機関は電子計算機を用いて特許情報の検索を行なうべきとの意見がありますがいかがでしょうが。

該当する欄を○で囲んで下さい。

電子計算機を利用 して検索すべきである。

その他の方法で検索すべきである。

(⌒ 　 う撒 　

(　 記入して　

⑳

ロ.前 聞D－ イの1(電 子 計算機を利用 して検索すべき)を 選んだ理由について

該当する欄を○で囲んで下さい。

⑪今後
,情 報量が多くなるので,.そ の他の方法では期待する効果は得られない。

(手作業で行なってもモレはある)。

検索に時間がかからない。

将来,端 末機(注4)の 設置が可能となるから。

1.B(注5)で も電子計算機を利用 した検索システムの検討を開始 して

いるから。

注4「 端末機」 とは,情 報を電子計算機に送 りこみ,そ の計算機で処理 した情報を受け取る入出力装置のことです。

注5「1.1.B」 とは,LlnstutInternationalBrevetsの 略。オランダ}ζある国際的な特許調査機関で世界主要図の特許公報(明 細書)

を分類別に整理保管 し,外 部からの依頼に応 じて特許の調査を行なっています。

ハ.D－ イの1を 選んだ場合(電 子計算機を用いて検索をすべきとする場合)の その機関に,ど の程度のサービスを期待しますか。

該当する欄を○で囲んで下さい。

⑫外国
の調査機関を必要 としない程度。

外国の調査機関を一部利用する必要はあってもほとんどその新設機関で こと

たりる程度。

外国の調査機関と新設機関を併用する程度。

二.電 子計算機にインプ ットすべき資料(特 許明細書類)と しては,ど この国のものを最小限必要 としますか。

該当するものに○印を記入 し,な おそれが複数 となる場合には順位をつけて下さい。

1 日本(特 許) 2 日本(実 用新案) 3 イ ギ り ス 4 ア メ リ カ

5 西 ド イ ツ

1

6 フ ラ ン 叶 7 オ ラ ン ダ 8 ス イ ス

9 ソ 連

1

0 その他(獣 笹 下さ、、 )

⑱
～
⑫

ホ.電 子計算機に最小限どの位の範囲の資料(特 許明細書類)を インプ ットする必要がありますか。

該当する欄を○で囲んで下さい。

1900年 以 降 の もの

1920年

1945年

1960年

㊥





へ.D－ イの2,3(電 子計算機を用いない検索方法)を 選んだ理由にっいて

該当する欄を○で囲んで下さい。

1

2

3

4

手作業で検索(注6)し たほうが信用がおける。

短時間に検索の結果を得る必要はない。

1.1.Bで も手作業で検索 している。

その他

(具体　 　 )

⑭

注6「 手作業で検索」とは技術文献,特 許文献などを調査する場合,調 査員がその資料を直接または索引,抄 録誌などを使って調査す

る,従 来から最 も普通に行なわれている方法で,特 別の機械などを使 って調査する機械検索に対応するものです。

ト.新 設機関の検索システムは特定の技術に関連する特許の調査をすることが主眼となると思いますが,特 に必要と

思われる(調 査の該当する)も のに○印を記入 し,な おそれが複数 となる場合には順位をつけて下さい。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

特定技術に関連する特許の調査(注7)

特定特許に対応する他国の特許の調査

特定の出願人の特許の調査

特定の発明者の特許の調査

ある特許の権利がまだ生きているかどうか

その他

(酬 記入　 )

⑮

⑯

@

㊨

⑲

⑳

注7「 特定技術に関連する特許の調査」 とは,あ る技術に関係のある特許を調査することで,こ こでは過去にさかのぼって調査するこ

とをいいます。

チ.新 設機関の検索システムによる検索の質について該当する欄を○で囲んで下さい。

11

2

3

4

検索 もれ(注8)は 絶対ないこと。ただ し適合率(注9)は 低 くて

も良い。

検索 もれがほとんどないこと。ただ し,適 合率は若干低 くてもよい。

検索 もれは若干あってもよい。ただ し適合率は若干高いこと。

検索 もれはあってもよい。ただ し適合率は高 くなければいけない。

@

注8「 検索 もれ」とは特定技術に関係のあるはずの情報が検索結果に出てこないことをいいます。

左図Aに 関する技術を検索 したときに

AG) Bの 資料 しかでなければCを 「検索も

れ」といいます。

注9「 適合率」とは一定の条件(質 問の内容)を 満足させる文献がみつかる率をいいます。

特定技術に関係のないはずの情報が検索結果にまぎれ込むことがあるからです。

左図A十mp技 術を求めた結果

A C B

B十Cに ついての技術が答とし

て得られたとします。

C

B十C

Bを 通常,

の ことを適合率といい,

ノ イ ズ とい い ます 。

リ.新 設機関の検索 システムによる検索の回答内容に必要な事項は何 と何ですか。

該当する欄を○で囲んで下さい。

1

2

3

4

5

6

公告(公 開)番 号または特許番号

公告(公 開)番 号または特許番号+発 明の名称+出 願人名

公告(公 開)番 号または特許番号+発 明の名称+出 願人名+検 索に

使ったKeyWords(注lO)

公告(公 開)番 号または特許番号+発 明の名称+出 願人名+該 当特

許の抄録または請求範囲を記したもの

公告(公 開)番 号または特許番号+該 当特許公報(明 細書)

その他

(具　 入　 )

⑫

注10「KeyWords」 とは,あ る文献の内容をあらわす重要語で,通 常その文献を検索する際の手がか りとして使用される語のことを

いいます。

ヌ.こ のような機関が実際にできたらどの位利用 しますか

(予想年間利用回数)。 該当する欄を○で囲んで下さい。

1 1～6回 5 51回 以 上

2 7～12回 6 利用 しない

3 13～20回 〆具体的に記入 して下さい。 、

～ ノ
4 21～50回

⑬





ル.継 続調査のサービス(注11)が 行なわれたら利用 しますか。

1利 用します。 ⑭

2利 用しません。

注11「 継続調査のサービス」とは,新 しく公表される資料(特 許)を 常時チェックして必要 とするものをみつけ出す

調査で,カ レン トサービスまたはウオッチングサービスともいいます。

オ.新 設機関の利用方法について該当する欄を○で囲んで下さい。

㊨必要の
つど検索を依頼する。

蓄積データを磁気テープの形で購入 し,自 分のところで検索をする。

蓄積データをパンチカー ドの形で購入 し,自 分のところで検索をする。

ワ.新 設機関とオンラインシステム(注12)が 可能となったらどうしますか。

該当する欄を○で囲んで下さい。

⑯端末機をお く
。

端末機はおかない。

わか らない。

注12「 オ ンラインシステム」とは,通 信線により電子計算機本体と端末機とを結び,遠 隔地からでもデータの処理がで

きるようになっているシステムのことです。

カ.以 上は特許情報の機械検索サービスについてお伺い しま したが,検 索 サービス以外に,

どんな特許情報についてのサービスを期待 しますか。該当する欄を○で囲んで下さい.

1

2

3

4

5

6

7

8

抄録,索 引類の発行

特許文献の複写サー ビス

特許文献の閲覧サービス

特許文献の翻訳サービス

専門誌の発行

特許情報についての研究成果の発表

特許情報管理専門家の養成

その他

(⌒ 記入　 )

⑰

ご協力ありがとうございました一



ノ



A責 紐 織 内 に お け る 特 許 の た め の 特 別 の 管 理 組 織 に つ い て(昭 和44年12月 現在) 附属資料2

ア ン ケ ー ト 項 目
業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資 本 金 あ り
資本金

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビス そ の他
な し

計 1噺 未満
1-1U

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円
=
不 明

イ 特許管理組 あ る 502 26 476 175 172 74 48 7 2

1

17 485 17 155 211 41 22 35 6

織の有無 な い 26挙 54 208 65 58 5 21 57 2 44 219 35 110 45 10 5 9 7

無 回 答 13 10 3 0 1 0 0 1 1 8 15 1 1 1 0 0 1 1

計 778 90 687 238 251 79 69 65 5 69 709 55 264 255 51 27 45 14

ロ 特許担当者 1～5人 363 21 542 122 154 43 37 5 1 14 349 16 148 148 15 10 9 5

数 6～10 68 2 66 27 21 14 5 0 1 0 68 2 6 43 10 5 2 0

11～15 28 1 2ア 10 7 5 4 1 0 1 27 0 0 12 12 1 2 0

16～20 14 1 13 3 6 2 1 1 0 1 13 0 0 6 1 4 2 0

21～50 18 0 18 10 5 5 2 0 0 0' 18 0 0 2 5 2 8 1

31～50 8 0 8 2 1 3 2 0 0 0 8 0 0 1 0 0 7 0

51～100 2 0 2 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0

101～200 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

200人 以上 2 0
'2

0 0 2 0 D 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0

無 回 答 27ぷ65 208 65 59 5 20 58 5 53 221 55 110 43 10 5 10 8

計 778 90 687 238 231 79 69 65 5 69 709 53 264 255 51 27 45 14

ハ 特許管理法 特許とは関係ない 36 12 24 3 5 0 0 17 1 10 26 3 9 5 2 3 4 0

(特許組織なし 別の課 で扱 ってい る 7弟7 69 25 25 4 9・ 6 0 4 73 7 34 25 5 1 4 1

の とき) 問題が起きたときそ
のつど処理

15326 107 31 29 1 12 33 1 22 112 22 65 14 4 1 1 5

無 回 答 55144 487 179 174 74 48 9 3 55 498 21 156 21 42 22 56 8

計 77890 687 238 231 79 69 65 5

.

69 709 55 264 255 51 27 45 14

(注)※ の合計については業種が不明の回答が1加 えてある

一1一





B特 許 実 用 新 案 の 出 願 件 数 に っ い て(昭 和44年1月 ～12月 出 願 に つ い て)

1ア ン ケ ー ・ 項 目
業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本 金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス その他 な し 計
1億 円

未 満
1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

イ 出願件数 出願なし
※108

37 70 i5 14 0 6 34 1 50 78 16 58 13 2 ろ 3 3

(日 本 へ) 1～10件 224 22 202 91 60 5 27 19 0 14 210 20 1io 53 8 5 8 8

11～20 86 0 86 50 34 9 11 2 0 0 86 2 44 31 3 4 2 0

21～50 117 2 115 54 55 16 8 1 1 0 117 5 45 55 6 6 1 1

51～150 115 1 114 45 38 21 7 3 0 1 114 5 20 66 15 4 6 0

151～300 36 2 34 10 15 7 2 1 1 0 36 2 5 18 8 2 5 0

301～700 52 0 32 5 11 り1 5 0 0 0 52 1 0 13 4 3 10 1

701～1500 11 1 10 3 3 5・ 1 0 0 1 10 0 0 5 2 2 3 0

1501～5000 4 0 4 0 0 3 1 0 0 0 4 0 0 rl 0 0 3 0

5001～5000 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 i 0 0 0 0 0 1 0

5001件 以 上' 5 0 3 0 0 3 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 5 0

無回答 41 25 16 5 3 0 1 5 2 25 18 4 4 4 3 0 2 1

計 778 90 687 238 231 79 69 65 5

■

69 709 55 264 255 51 27 45 14

ロ 出願件数 出願なし
※563

49 513 96 102 26 58 50 1 56 527 58 163 91 9 6 14 6

(外 国へ) 1～10件 205 9 196 64 78 29 20 5 2 6 199 6 75 87 16 10 4 3

11～20 45 1 44 15 18 9 0 2 0 1 44 0 4 50 4 2 5 1

21～50 58 1 37 19 11 4 3 0 o 0 58 1 4 16 7 6 4 0

51～150 50 0 30 21 5 2 2 0 0 0 50 1 1 15 8 1 5 1

151～500 9 0 9 5 2 3 1 0 0 0 9 0 0 1 5 1 4 0

501～700 7 0 7 5 0 3 1 0 0 0 7 0 0 1 1 0 5 0

701～1500 1 0 1 1
'0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

1501～3000 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

3001～5000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5001件 以 上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 1 0 0 0 0

無回答 78 29 49 16 15 2 4 10 2 26 52 7 19 15 5 1 4 5

計 778 90 687 238 231 79 68 65 5 69 709 53 264 255 51 27 45 14

1 1ト
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C特 許 ・実 用 新 案 に っ い て の 調 査 の 現 状(昭 和44年1月 ～12月)

ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳
1

A 業自 計 企 資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計
1億 円

未 満
1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以上
不 明

イ 特許調査の有無 調査 した 625 32 595 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 25 56 8

調査 しない
※126

41 84 14 24 0 2 43 1 56 90 15 45 11 2 4 8 5

無回答 27 17 10 1 5 0 0 4 2 15 12 1 3 4 2 0 1 1

計 778 90 687 258 231 79 69 65 5 69 709 53 264 255 51 27 45 14

※※ロ 調査の 目的

① 研究開発用資 100% 7 1 6 1 2 2 1 0 0 12 481 26 162 198 59 20 50 6

料収集のため 1～10% 76 0 76 24 50 15 6 1 0

10～2〔} 124 4 120 45 44 21 10 1 1

20～50 76 2 74 34 26 9 5 0 0

30～50 133 5 128 55 30 16 20 7 0

50～80 79 8 71 57 20 6 7 1 0

無 回 答 り32 15 118 29 52 10 18 8 1 6 126 11 54 42 8 3 6 2

計 625 3'1 593 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 23 56 8

② 出願前調査 100% 8 1 7 1 3 2 1 0 0 7 472 26 155 196 59 21 55 4

のため 1～10% 115 2 115 44 35 21 13 0 0

10～20 143 5 138 63 42 17 14 2 0

20～30 80 0 80 29 29 13 9 0 0

50～50 83 4 79 28 22 13 12 3 1

50～80 50 5 45
』42

18 1 6 7 ¶

無 回 答 146 15 131 46 55 12 12 6 0 1i 155 11 65 44 8 2 5 4

計 625 32 595 225 204 79 37 18 2 18 607 37 216 240 47 23 36 8

| ■ | t

(注)※ ※ 調査 目的の項 の%は,調 査 目的が二 つ以 上ある場合 の全体 に占める割合を表わ している。

た とえば 、研 究開発用資料収集のために調査が全体の10～20%を 占 める組織が423。 この 目的にのみに調査する(400%)組 織 が6あ るこ とを表わ してい る。
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス その他 な し 計
1億 円

未_満.

1-40 10-50
億円L億 円

50-100

億 円

100-200 200億 円
億円⊥_以 上_ 不 明

③ 異議申立 100% 8 0 8 1 3 2 1 1 0 6 465 22 151 188 45 22 31 4

の ため 1～10% 126 1 125 47 39 17 19 5 0

10～20 130 4 126 45 42 26 9 2 2

20～50 69 2 67 21 28 8 9 1 0

50～50 84 4 80 35 27 13 6 1 0

50～80 52 1 51 21 23 つ 5 1 0

無 回 答 156 20 156 55 42 12 18 9 0 12 144 15 65 52 2 1 5 4

計 625 32 595 225 204 79 67 18 2 18 607 57 216 240 47 23 36 8

④ 新製品用権利 100% 10 0 10 1 6 2 1 0 0 2 441 25 147 181 59 18 29 4

チ ェ ッ ク 1～10% 116 4 112 49 38 12 11 1 1

のため 10～20 94 1 93 41 29 15 9 1 0

20～30 85 0 83 27 50 15 11 0 0

30～50 88 2 86 26 51 17 12 0 0

50～80 52 1 51 12 24 8 6 0 1

無 回 答 182 24 158 67 46 12 17 16 0 16 166 14 69 59 8 5 7 4

計 625 32 593 223 204 79 67 18 2 18 607 57 216 240 47 25 56 8

⑤ 関係出願 100% 8 0 8 1 4 2 rl 0 0 6 510 17 111 127 22 15 16 4

チ ェ ッ ク 1～10% 87 2 85 32 22 16 12 2 1

のた め 10～20 66 1 65 28 22 7 8 0 0

20～50 59 1 38 19 11 4 4 0 0

30～50 68 4 64 28 24 7 2 5 0

50～80 48 2 46 16 19 5 5 1 0

無 回 答 509 22 287 99 102 58 55 12 1 12 297 20 105 115 25 10 20 4

計 625 32 595 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 25 36 8

⑥ 契約用調査 100% 2 0 2 1 0 1 0 0 0

1

1 213 5 45 102 28 15 17 1

のため 1～10% 139 5 156 46 44 27 17 1 1
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
-

官公庁等
計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計

1億 円

未 満
1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以上
不 明

io～20 47 1 46 20 15 6 5 0 0

20～30 8 1 7 5 3 0 1 0 0

30～50 11 1 10 4 5 2 0 1 0

50～80 7 o 7 3 5 1 0 0 0

無 回 答 411 26 585 146 156 42 44 16 1 17 394 52 171 138 19 8 19 7

計 125 52 595 223 204 79 67 18 2

1

18 607 37 216 240 47 23 36 8

⑦ 輸出調査の 100% 4 0 4 1 1 2, 0 0 0 2 208 7 49 90 25 14 22 1

1～10% 115 2 111 38 35 24 16 0 0

10～20 54 0 54 19 17 13 5 0 0

20～50 15 0 15 5 6 3 1 0 0

30～50 16 1 15 6 7 2 0 0 0

50～80 8 1 7 2 5 0 2 0 0

無 回 答 415 28 587 152 157 55 45 18 2 16 599 50 167 150 22 9 14 7

計 625 32 595 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 25 56 8

⑧ 輸入調査の 100% 2 0 2 0 0 2 0 0 0 0 112 1 50 44 13 9 14 1

ため
1～10% 94 2 92 30 32 15 14 1 0

10～20 10 0 10 9 1 0 0 0 0

20～50 2 0 2 2 0 0 0 0 0

30～50 2 0 2 2 0 0 0 0 0

50～80 2 0 2 1 1 0 一 〇 0 0

無 回 答 515 50 485 179 170 62 55 17 2 18 495 56 186 196 24 14 22 7

計 625 52 595 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 23 56 8

⑨ その他 のため 100% 8 5 3 1 0 0 1 1 0 4 40 1 13 14 6 2 4 0

ため
1～10% 55 1 32 15 9 3 5 0 0

10～20 2 0 2 0 1 1 0 0 0

20～30 0 0 o 0 0 0 0 0 0
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本 金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビス そ の他 な し 計
1億 円

未 満

1-10

億 円

io-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以上
不 明

30～50 1 0 1 0 1 0 0 0 0

50～80 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無 回 答 581 26 555 207 193 75 61 17 2 14 567 36 205 226 41 21 52 8

計 625 52 593 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216
.

240 47 25 56 8

ハ 日本特許調査に
つい て

① 調査法 組織内で処理 294 20 274 98 93 45 29 8 1 12 282 15 95 127 17 7 16 5

外部に委託 51 5 48 19 16 3 6 4 0 1 50 5 25 18 5 0 1 0

両者併用

不 明 15 0 13 4 6 1 2 0 0 5 268 47 95 94 26 16 17 3

(10%未 満 87 3 84 37 23 14 8 1 1

併10
～50用 75 2 73 24 25 11 11 2 0

の31～50 48 1 47 22 16 5 5 1 0

割

合51～70 25 0 25 8 16 0 1 0 0 ・

)

71%以 上
'23

0 25 8 9 2 4 0 0

無 回 答 9 3 6 3 0 0 1 2 0 2 7 0 5 1 1 0 2 0

計 625 32 593 223 204 79 67 18 2 18 607 57 216 240 47 25 36 8

② 内部処理の時 自己資料利用 78 10 68 25 22 8 11 2 0 6 72 4 30 24 2 2 8 2

外部資料利用 68 6 62 18 26 1 13 4 0 4 64 7 54 15 3 0 5 2

両者併用

不 明 17 1 16 6 5 4 1 0 0 5 402' 19 123 177 58 20 22 3

(10%未 満 74 3 71 28 24 14 2 1 2

併10
～30用 93 3 90 39 25 14 9 3 0

の51～50

割

92 2 90 29 56 14 11 0 0
'

A51～70
口 76 2 74 29 28 11 6 0 0

)

71%以 上 55 0 55 19 18 9 7 2 0

無 回 答 72 5 67 30 20 4 7 6 0 5 69 7 29 24 4 1 3 1

計 625 32 593 225 204 79 67 18 2 18 607 57 216 240 47 25 56 8

③ 外部資料利用 特許庁資料館を利用 525 7 316 123 107 54 25 5 2 3 320 19 103 151 31 16 18 2
, 1
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

△

.

口 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 門 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス その他 な し 計
1億 円

未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

の時 大阪府立図書館を利用 86 1 85 52 33 9 10 1 0 1 85 4 27 34 7 4 7 2

その他 24i 15 228 81 89 24 27 7 0 10 251 17 85 105 14 6 6 2

無 回 答 107 14 95 54 24 13 16 6 0 6 101 6 59 35 6 1 10 4

計 757 35 722 270 255 100 78 19 2

1

20 737 46 252 305 58 27 41 10

④ 調査委託の感 非常に満足 7 0 7 1 4 0 1 1 0 0 7 0 5 2 0 0 0 0

想 一応満足 214 10 204 78 75 20 27 4 2 5 209 20 79 73 14 15 7 5

少 し満足 1り5 1 1り4 42 40 17 11 4 0 1 114 4 40 40 16 4 9 1

非常に不満 20 0 20 10 6 2 2 0 0 0 20 2 5 13 2 0 0 0

無 回 答 269 21 248 92 81 40 26 9 0 12 257 11 89 112 15 6 20 4

計 625 ろ2 595 223 204 79 67 18 2

1

18 607 57 216 240 47 23 36 8

⑤ 不満理由 不正確 65 1 64 27 20 9 7 1 0

1

1 64 3 14 27 10 3 7 0

長時間 97 0 97 33 57 15 10 1 1 0 97 4 32 41 11 5 6 0

高 価 81 1 80 33 26 12 6 2 1 1 80 5 26 35 10 5 5 0

機密もれ 20 0 20 12 6 0 1 1 0 0 20 0 5 8 4 2 0 1

その他 7 0 7 2 4 1 0 0 0 0 7 1 1 3 2 0 0 0

無回答 465 30 455 464 146 57 53 i4 1 i7 448 29 165 175 27 19 26 7

計 735 32 703 271 259 94 77 19 3 19 7i6 42 243 287 64 50 42 8

二 外国特許調査 組織内で処理 202 15 189 74 67 26 16 5 1 6 196 8 77 80 15 8 5 5

① 調査法 外部委託 96 6 90 51 36 12 10 1 0 5 91 5 45 52 4 4 0 1

両者併用

不 明 12 0 12 4 3 4 1 0 0 0 221 10 47 101 25 11 25 2

(

併10%未 満 57 0 57 22 20 7 7 0 1

用10
-30

の
56 2 54 26 17 8 2 1 0

割51_50 56 0 36 12 10 7 7 0 0

合
)51-70 32 0 52 14 7 5 6 0 o

71%以 上 28 0 281 9 12 5
12

0 0

| |
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計
1億 円

未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

無 回 答 106 11 95 52 31 5 16 44 0 7 99 14 47 27 5 0 6 2

計 625 52 593 223 203 79 67 18 2 i8 107 37 216 240 47 25 36 8

② 内部処理の時 自己資料利用 49 8 41 19 14 4 5 1 0 2 47 5 12 21 4 2 3 2

外部資料利用 105 1 104 24 44 19 15 1 1 1 104 4 44 59 7 5 1 2

両者併用

不 明 12 1 11 5 5 3 0 0 0 3 272 43 75 118 29 12 24 rl

(10%未 満 36 0 56 20 5 4 5 1 1

併10
～30用 61 3 58 27 17 9 3 2 0

の31～50 49 0 49 22 15 6 6 0 0

割

合51～70 58 rl 57 24 り8 11 4 0 0

)

7り%以 上 59 0 59 20 24 8 6 1 0

無 回 答 196 /8 178 62 64 15 25 12 0 12 184 17 85 62 7 4 8 5

計 625 52 595 225 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 25 36 8

③ 外部資料利用 特許庁資料館 261 3 258 107 76 49 2i 4 1 2 259 13 80 110 26 12 17 1

の時 大阪府立図書館 401 5 98 54 39 11 12 1 1 5 98 4 25 43 9 4 11 2

その他 118 5 113 40 47 9 16 1 0 2 116 8 34 59 10 2 1 0

無 回 答 227 23 204 74 71 19 27 13 0 11 246 19 92 75 10 6 11 5

計 707 34 673 255 235 88 76 19 , 2 18 689 44 25り 285 55 24 40 8

④ 外部委託先 日本の調査機関 225 4 221 83 79 51 22 4 2 5 222 12 77 98 17 6 11 1

外国の調査機関 20 1 19 9 8 2 0 0 0 1 19 0 4 11 1 0 3 0

両者併用

不 明 2 0 2 1 1 0 0 0 0 0 74 4 15 24 13 7 12 1

(10%未 満 24 0 24 8 9 4 3 0 0

併10 ～30用 20 0 20 9 8 1 2 0 0

の31～50 44 0 14 5 2 4 5 0 0

割

A51～70
口

10 o 10 3 1 5 1 0 0

)

71%以 上 4 0 4 1 2 1 0 0 0

無 回 答 306 27 279 106 94 31 34 14 0 14 292 21 122 107 16 10 10 6
L
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業
資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計
1億 円

未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

計 625 52 593 223 204 79 67 18 2 18 607 57 216 240 47 23 56 8

⑤ 調査委託感想 非常に満足 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 0 0

一応満足 173 5 168 62 55 29 21 0 1 4 169 7 50 73 14 15 10 2

少し不満 127 0 127 49 44 20 11 3 0 0 i27 6 41 50 14 1 15 0

非常に不満 19 0 19 6 11 0 1 1 0 0 19 5 1 11 5 0 1 0

無 回 答 504 27 277 106 92 30 54 14 1 14 290 21 123 105 16 9 10 6

計 625 52 593 223 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 25 36 8

⑥ 不満理由 不正確 61 0 61 21 24 8 6 2 0 0 61 5 12 26 7 1 10 0

長時間 110 0 140 40 40 18 10 1 1 0 110 7 35 48 8 2 11 1

高 価 92 2 90 37 30 14 6 2 1 1 91 6 19 42 11 2 り1 0

機密もれ 11 0 11 8 3 0 0 0 0 0 14 0 4 5 1 0 0 4

その他 8 0 8 1 6 1 0 0 0 0 8 1 2 5 1 0 1 0

無 回 答 460 50 430 162 444 56 55 14 1 17 445 27 170 170 50 21 18 7

計 742 52 7?0 269 247 97 75 り9 3 18 724 46 240 294 58 26 51 9

ホ 調査担当人員 いない 250 15 235 85 83 54 30 5 0 10 240 18 79 92 25 15 12 5

1～3人 233 7 226 91 81 32 19 1 2 2 251 7 84 115 13 7 4 3
.、

4～6 28 1 27 10 8 5 5 1 0 1 27 0 3 10 5 1 8 0

7～9 12 0 12 4 5 2 1 0 0 0 12 0 1 4 2 1 4 0

10～11 4 0 4 2 1 1 0 0 0 0 4 0 0 0 1 0 2 1

12～15 5 0 3 1 0 2 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 2 0

16～17 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

18～20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 o 0 0

21～30 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31人 以 上 2 0 2 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 0

無 回 答 92 9 85 32 25 5 12 11 0 5 87 12 49 19 3 1 2 1

計 625 52 575 223 204 79 67 18 2 18 607 37 216 240 47 25 36 8

■ 1 ・ 1
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 内 訳
1

∫

合 計 企 業 資本 金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他
|

な し

1

計
1億 円
未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以上
不 明

へ 委託経費 な し 42 6 36 15 15 2 4 0 0 4 38 2 15 46 4 1 0 0

1万 円未満 26 2 24 6 10 5 5 1 1 2 24 5 15 6 0 0 0 0

1～5万 円 69 2 67 51 23 5 8 2 0 1 68 6 33 21 4 2 2 0

6～10 66 1 65 24 24 6 8 5 0 0 66 4 26 24 6 5 2 1

11～30 88 2 86 54 34 12 6 0 0 1 87 7 30 57 8 3 2 0

5り ～50 34 0 34 11 12 7 3 0 1 0 54 2 11 17 2 0 2 0

51～100 38 0 38 14 10 9 5 0 0 0 38 5 7 18 4 4 2 0

101～200 5り 0 51 り2 9 7 3 0 0 0 31 0 4 14 7 4 5 0

201～300 8 0 8 2 2 3 1 0 0 0 8 0 0 3 0 rl 4 0

501～500 6 0 6 1 2 1 2. 0 0 0 6 0 1 2 1 0 2 0

501～1000 3 1 2 0 1 0 1 0 0 0 3 0 0 1 0 0 2 0

1001万 円以 上 6 0 6 2 1 2 1 0 0 0 6 0 0 0 1 1 4 0

無 回 答 208 18 190 71 61 24 22 12 0 10 198 10 77 81 10 4 9 7

計 625 32 595 223 204 79 67 18 2 18 607 57 216 240 47 25 36 8

ト 機械検索

① 警 の有無と

電子計算機
A

(417) 28 (389) 22 126 139 59 21 35 9

現在実施中 8 1 7 5 0 0 2 0 0

現在開発中 17 1 16 1り 2 3 0 0 0

研究あり 8 1 7 1 2 1 2 1 0

中 止 2 0 2 1 0 0 1 0 0

検討中 141 5 456 48 50 20 44 4 0

予定なし ※241
31 209 57 79 22 19 51 1

無 回 答 561 51 310 115 98 33 31 29 4 41
1

520 51 158 116 12 6 42 5

計 778 90 687 258 251 79 69 65 5 69 709 55 264 255 51 27 45 14

1

カ ー ド (459) 26 (433) 25 140 164 38 22 55 9
セ レ ク タ ー

現在実施中 54 1 35 21 5 6 0 1 0
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳
1

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 商 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計
1億 円
未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

現在開発中 27 0 27 19 5 1 2 0 0

.

研究あり 21 0 21 6 6 4 5 0 0

中 止 8 1 7 三5 1 2 1 0 0

検討中 176 8 168 55 61 52 15 4 1

予定なし
※1
95 23 169 43 69 12 16 28 1

無 回 答 319 57 262 91 84 22 30 32 3 45 276 28 124 91 15 5 10 5

計 778 90 687 258 251 79
・

69 65 5 69 709 55 264 255 51 27 45 14

マ イ ク ロ フ ィ (377) s,

1

24 (355) 21 117 129 32 21 26 7

ルム類

現在実施中 7 0 7 4 0 2 1 0 0

現在開発中 6 0 6 1 2 2 1 0 0 1

研究あり 10 0 10 2 3 1 3 1 0

中 止 3 0 5 0 2 1 0 0 0 ・

検 討 132 5 129 46 43 26 12 2 0

予定なし 21芦 27 191 51 75 17 19 28 1

無 回 答 401 60 341 154 106 50 53 54 4 45 556 32 147 126 19 6 19 7

計 778 90 687 238 251 79 69 65 5

1

69 709 55 264 255 51 27 45 14

そ の 他 (26) 26 15 7 4 1 0 1

1

0 (26) 2 8 11 1 1 2 1

無 回 答 752 661 225 224 75 68 65 4 69 683 51 256 244 50 26 45 13

計 778 687 238 231 79 69 65 5 69 709 53 264 255 51 27 45 14

1

② 機械検索シス 組織内開発 35 5 32 14 5 9 2 2 0

.

2 35 1 7 10 4 2 8 1

テ ム 完成品利用 19 0 19 16 3 0 0 0 0 0 19 0 2 9 4 2 2 0

改 良 27 0 27 15 7 2 1 2 0 0 27 0 5 11 7 5 5 0

無 回 答 698※ 87 610 194 216 68 66 61 5 67 631 52 252 225 57 20 32 15

計 779 90 688 259' 251 79 69 65 5

1

69 7109 55 264 255 52 27 45 14

③ 未実施の理由 余力なし 370
152 1558

112 126 49 41 9 1 22 348 25 132 155 24 9 1815
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

`

1
合 計 企 業

1

資本金
資 本 金 あ り

、

な し}

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 計
1億 円
未 満

1-40

億 円

10-50

億 円

10-100

億 円

り00-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

システム待 ち 120 3 117 42 35 28 9 3 0 5 117 5 22 62 14 6 9 1

信頼性が乏しい 10 0 10 1 7 1 1 0 0 0 10 0 1 7 0 2 0 0

必要性なし
※104

6 97 25 51 5 9 28 1 5 99 6 45 25 8 5 8 2

考 えた ことがない 45 6 39 6 16 2 7 8 0 6 59 6 23 9 1 0 0き 0

無 回 答 216 47 169 78 44 11 11 22 3 57 179 15 57 64 13 9 14 7

計 865 94 770 264 259 94 78 70 5 75 792 55 280 502 60 51 49 15

④ 文献研究等の 検討中 ろ7 1 56 18 8 5 5 2 0 1 36 0 5 14 7 4 6 0

緻 研究中 86 6 80 28 31 11 6 3 1 6 80 2 18 34 9 8 7 2

研究済 34 2 32 12 13 5 2 0 0 1 33 4 12 9 3 2 2 1

中 止 4 0 4 2 0 2 0 0 0 0 4 0 .2 1 o 1 0 0

検討中 225 12 215 75 75 52 18 15 0 6 219 11 70 96 20 3 16 5

※
予定な し 207 22 184 55 60 16 24 28 1 18 189 17 89 58 8 5 8 4

無 回 答 187 47 140 49 45 8 16 19 3 57 150 19 69 45 5 4 6 4

計 780 90 689 239 252 79 69 65 5 69 711 53 265 255 52 27 45 14

1
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D特 許 情 報 の 検 索 サ ー ビ ス 機 関 に つ い て

ア ン ケrト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 内 訳

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り
1

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他
な し 計

1億 円
美 濃

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

10〔}-200

億 円

200億 円

」以 ト
不 明

※

イ 電算機で検索す すべき 645 53 589 207 203 70 60 47 2 58 605 38 228 226 44 24 55 10

べ きか 他方法で 7 2 5 2 1 0 2 0 0 2 5 0 1 2 0 1 1 0

併用せよ 35 2 33 11 8 8 5 2 1 2 35 2 4 15 5 0 6 1

無 回 答 100 36 64 19 20 2 5 16 2 50 70 13 32 15 2 2 3 3

計 785 95 691 259 232 80 70 65 5 72 713 53 265 258 51 27 45 14

ロ 電算機検索理由 情報量 542 47 494 185 165 59 47 40 2 34 508 51 174 200 43 19 33 8

検索時間 194 17 177 56 65 25 23 9 1 12 182 8 70 62 17 7 14 4

端末機 151 12 119 35 45 17 12 9 1 10 121 4 55 49 12 4 14 5

IIBも 検 討中 27 0 27 12 9 5 1 o 0 0 27 0 9 15 1 2 2 0

無 回 答 126 58 88 26 27 7 8 17 3 52 94 14 37 27 4 4 5 5

計 1020 114 905 512 509 111 91 75 7 88 932 57 325 551 77 56 68 18

ハ サ ービス期待 外国機関不要程度
※

294 21 272 90 103 54 27 16 2 10 284 18 99 113 15 14 18 7

外国機関一部利用程度 269 22 247 99 75 31 20 22 0 19 250 14 84 102 25 7 15 3

併用できる程度 68 6 62 18 19 6 11 8 0 5 65 4 30 15 5 3 6 0

無 回 答 147 41 106 51 34 8 11 19 3 55 112 17 51 25 6 3 6 4

計 778 90 687 238 231 79 69 65 5 69 709 55 264 255 51 27 45 14

二 要 イン プット資 日本(特 許)
※

647 49 597 214 201 74 61 45 2 54 613 39 221 252 47 23 41 10

料 日本(実 用新案)
※5
72 41 530 168 197 72 55 36 2 30 542 35 199 209 40 18 35 8

/

イギリス 394 27 567 159 130 50 35 11 2 18 376 22 106 161 55 19 30 5

ア メ リ カ 60芦 40 566 201 197 75 60 51 2 28 579 54 208 226 46 22 35 8

西 ドイツ
※530

39 490 178 169 67 54 20 2 27 505 28 164 206 45 20 54 8

フ ラ ン ス 511 21 290 106 102 44 50 6 2 15 296 16 71 155 33 16 25 2

オランダ 1.60 12 148 60 59 26 16 7 0 9 151 5 54 68 19 10 14 1

ス イ ス 125 11 112 40 42 15 13 4 0 10 115 9 25 57 10 4 8 0

. 1 1 IIl
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 内 訳

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計
f億 円
未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

ソ 連 193 15 178 61 61 20 50 6 0

1

14 179 12 50 77 15 10 17 0

その他 70 2 68 52 21 8 7 0 0 2 68 2 9 36 7 6 7 0

ホ イン プットの年 1900年 以 降 35 2 51 13 11 4 1 2 0 2 31 0 9 14 5 2 1 0

代範囲 1920年 〃 85 6 79 27 30 9 11 2 0 5 80 5 26 56 8 2 5 0

19454E" 428 28 400 144 136 52 42 24 2 19 409 31 152 150 29 16 25 6

1960左E〃 101※ 12 88 27 27 10 7 17 0 9 92 4 57 30 5 4 9 3

無 回 答 131 42 89 27 27 4 8 20 5 34 97 15 40 25 4 3 5 5

計 778 90 687 238 231 79 69 65 5 69 709 53 264 255 51 27 45 14

へ 電算機でない方 手作業の方がよい 10 2 8 5 1 1 2 1 0 2 8 0 1 4 1 1 1 0

法での検索すぺき 長時間でもよいから 4 0 4 o 1 0 5 0 0 0 4 0 3 0 0 1 0 0

理由 IIBで も手作業 5 0 5 0 2 2 1 0 0 0 5 o 0 3 0 1 1 0

その他 19 2 17 5 5 4 2 2 1 2 17 1 4 7 5 0 0 0

無 回 答
※742

86 655 232 222 75 62 62 4 65 677 52 256 242 45 25 43 14

計 780 90 689 258 231 80 70 65 5 69 711 55 264 256 51 28 45 14

ト 必要とする調査 関連調査
※631

43 587 205 204 72 64 59 3 29 602 58 216 228 47

'

25 39 9

対応調査 425 24 401 154 135 57 40 15 2 16 409 21 116 183 57 17 52 3

出願人調査 256 11 245 84 94 44 20 5 0 6 250 6 69 107 28 14 23 3

発明者調査 84 8 76 25 23 14 12 2 0 6 78 5 18 34 10 5 10 0

権利調査 289 17 272 .97 95 51 56 11 2 12 277 20 91 108 24 9 23 2

その他 10 1 9 5 5 1 2 0 o 1 9 0 1 6 1 0 1 0

チ 検索の質の程度 モレが0適 合率低 525 21 304 115 102 53 29 22 5 14 311 15 107 122 28 12 24 5

モ レほ とんどな し〃低 216 15 205 69 62 54 25 15 0 7 209 18 74 77 12 11 15 .2

モ レ若干 よし 〃高
※77

7 69 19 32 6 8 4 0 6 71 4 52 25 4 0 2 4

モ レOK〃 高 43 6 37 9 15 5 5 5 0 6 37 3 11 14 5 2 2 0

無 回 答 128 45 85 52 23 5 4 21 2 37 91 14 i41 119
6 2 4

1
5
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本 金 資 本 垂 あ り
1

質 問 1回 答
官公庁等

計 化 学 機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他 な し 計
1億 円
未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円
.

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

計 789 90 698 244 234 79 71 65 5 70 719 54 265 257 55 27 47 14

η 調査結果報告事 公告番号ま抱業 許番号 48 5 43 9 14 11 6 3 0 4 44 3 15 17 5 4 4 0

項 公告番号またぽ翻 番号 69 4 65 17 54 7 5 4 0 2 67 8 29 24 3 1 1 1

+発 明名称+出 願人名

公告番号ま抱ま特許番号 100 11 89 32 28 12 7 9 1 7 93 7 32 52 6 1 11 4

+発 明名称+出 願人名+

検 索に使ったK旺WORDS

公告番号ま拙辮 許番号 299 18 281 123 77 28 55 16 2 15 284 15 104 107 25 16 16 1

+発 明名称+出 願人名

+該 当特許の抄録また

は請求範囲を示したも

の

公告番号 または特許番号 153※ 7 150 34 58 16 12 10 0 3 155 9 48 55 9 4 8 4

+該 当特許公報

(明 細書)

その他 15 1 12 4 4 5 1 0 0 0 15 0 5 5 1 0 2 0

無 回 答 111 44 67 19 16 2 5 25 2 58 73 11 55 17 4 1 5 4

計 778 90 687 258 251 79 69 65 5 69 709 55 264 255 51 27 45 14

ヌ 予想利用回数 1～6回 191 22 169 57 58 15 16 25 0 14 177 19 84 52 8 1 10 3

7～12〃 175 7 166 62 60 25 17 2 0 5 168 5 73 69. 10 5 3 3

15～20〃 135 6 127 52 45 10 16 3 1 4 129 8 56 52 16 5 11 1

21～50〃 88 2 86 29 53 14 9 1 0 2 86 7 18 40 7 5 8 1

51回 以 上 45 4 41 12 11 11 6 0 1 3 42 0 9 15 5 5 8 0

利用 しない
※28

5 24 4 1 1 1
,

16 1 2 26 2 9 5 2 3 5 2

無 回 答 120 46 74 22 25 5 4 18 2 39 81 12 35 22 5 5 2 4

計 778 90 687 2581231 79 69 65 5 69 709 53 264 255 51 27145 14

` 1 ` 1↓1 lii
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ア ン ケ ー ト 項 目 業 種 別 内 訳 資 本 金 別 内 訳

合 計 企 業 資本金 資 本 金 あ り

質 問 回 答
官公庁等

計 化 学1機 械 電 気 鉄 鋼 サ ー ビ ス そ の他
な し

1

計
1億 円

未 満

1-10

億 円

10-50

億 円

50-100

億 円

100-200

億 円

200億 円

以 上
不 明

ル 継続調査 利用する 421 29 592 153 152 50 40 15 2 22 599 51 150 144 27 19 24 4

利用 しない
※215

16 198 71 51 22 19 54 1 8 207 11 71 78 17 6 17 7

無 回 答 142 45 97 54 28 7 10 16 2 39 105 11 45 35 7 2 4 5

計 778 90 687 258 251 79 69 65 5

1

69 709 55 264 255 51 27 45 14

オ 新設機関の利用 検索依頼
※607

46 560 192 196 65 61 45 5 53 574 40 215 206 46 25 56 10

方法 磁気テープ購入 29 1 28 11 8 7 2 0 0 0 29 0 5 12 4 5 6 1

パ ンチ カー ド購入 56 0 56 18 8 7 2 1 0 0 36 2 13 20 0 0 1 0

無 回 答 119 43 76 23 22 3. 5 21 2 ろ6 83 11 57 24 4 1 3 5

計 791 90 700 244 234 82 70 65 5

.

69 722 55 266 262 54 27 46 14

ワ 新設機関 との間 端末機をお く 103 4 99 55 30 25 8 2 1 4 99 2 22 43 10 8 15 1

に 端末機をおかない 136 16 120 55 56 11 11 26 1 11 125 16 58 35 5 5 8 2

わ か らない
※417

26 390 140 145 41 43 20 1 16 401 25 148 155 52 15 21 7

無 回 答 122 44 78 28 20 4 7 17 2 58 84 12 56 24 4 1 5 4

計 778 90 687 238 231 79 69 65 5

1

69 709 55 264 255 51 27 45 14

ヵ 期待 するサ ービ 抄録索引類の発行 550 28 502 119 89 42 30 21 1

1

20 310 15 97 126 29 14 23 6

ス 複写 サー ビス 591 58 555 132 118 40 34 27 2 28 363 25 158 127 51 14 25 5

閲 覧サー ビス 251 18 255 82 79 52 25 14 1 12 259 15 86 89 19 8 19 3

翻 訳サー ビス 267 17 250 77 99 55 27 9 5 15 254 17 95 100 14 11 17 2

専門誌発行
※77

7 69 20 26 11 7 5 0 3 74 9 22 27 6 2 7 1

研究成果の発表 89 7 82 30 26 9 12 4 1 5 86 5 19 31 11 6 15 1

専門家の養成 144 10 154 45 51 16 16 5 1 8 156 7 45 58 14 4 9 1

その他 13 1 12 3 4 5 0 2 0 0 13 0 4 4 2 1 2 0

無 回 答 130 58 92 29 27 5 9 20 2 52 98 13 41 26 4 5 4 5

計 1692 164 1527 537 519 193 160 107 11

1

119 1573 106 545 588 150 65 119

唱

22
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